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はじめに

このたび佐賀県立九州陶磁文化館は研究紀要第６号を刊行しました。

当館は、昭和 55 年（1980 年）に九州陶磁に関し、その文化遺産の保存と陶芸文化の

発展に寄与する目的で設立され、以来、多面的な活動を行ってきました。重要な活動の一

つとして調査研究にも力を尽くし、昭和 61 年（1986 年）に研究紀要第１号、平成２年

（1990 年）に第２号、平成 16 年（2004 年）に第３号、平成 17 年（2005 年）に第４号、

そして平成 19 年（2007 年）には第５号を刊行し、調査研究の成果を公にしました。

以後、諸般の事情により長らく研究紀要の刊行には至りませんでしたが、その間、各

展覧会図録などで研究成果を発表してまいりました。今年度は当館における調査研究活動

をより充実させ、今後の展示や教育普及に活用するために、研究紀要の刊行を進めました。

このたびの第６号では、肥前磁器の開発過程を明らかにした論考や、当館が所蔵する「志

田東山関係文書」の調査成果、また柴田夫妻コレクションにみられる銘の紹介といった調

査研究の成果を収録しました。

今後も、当館の設立目的にありますように、九州の陶芸文化の発展に寄与するべく九

州陶磁に関する調査研究に尽力し、その成果を逐次報告致したいと存じますので、皆様方

の御叱正、御指導をお願い申し上げます。

令和３年（2021 年）３月

佐賀県立九州陶磁文化館

館長　鈴田　由紀夫
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１.肥前陶器の始まり

肥前の陶器生産は 1580 年代頃、唐津市の岸岳城主波多氏が朝鮮の技術を導入し、岸岳

城下で開窯したことに始まる。岸岳城周辺で開窯した陶器窯は従来「岸岳系唐津」と呼ば

れてきた。その特徴をみると、もっとも技術系譜をよく表すものとして窯構造、窯道具が

あるが、窯構造は皿屋上窯で叩き成形集団によるとみられる単室登窯があるほかは、皿

屋窯 ( 皿屋下窯 ) のロクロ成形集団による割竹式登窯がほかの帆柱窯、飯胴甕下窯 ( 図

2-1) に近い。つまり、碗皿を作るロクロ成形集団の窯構造は割竹式登窯である。窯道具

はトチン (図 2-6・7) とハマ (図 2-8) がある。図 2-6、8 は韓国で報告されているトチン

とハマに似通っている。図 2-7 のような細身のトチンは韓国の報告例ではみない。

製品の特徴は、皿屋窯と帆柱窯では藁灰釉の碗皿が多い。皿屋窯では藁灰釉小皿の重ね

積に胎土目積 ( 図 1-2・3) が多いが、その場合、2、3 のように見込の胎土目を置く部分

の釉を四角くぬぐい取っているものが多いのが特徴である。また、2、3 は藁灰釉小皿の

口縁部に鉄釉を塗っている。このような装飾を「皮鯨手」と呼ぶ。

帆柱窯では藁灰釉の碗皿が多く、重ね積は皿屋窯のように釉剥ぎした胎土目積の例はみ

られず、釉剥ぎしない胎土目積が少しみられる（唐津市教委 2018）。灰釉皿で砂目の例が

1 点出土している。この砂目は飯胴甕下窯や阿房谷下窯 ( 伊万里市 ) 出土の灰釉皿にもみ

られるが、淡褐色を帯び、有田の溝縁皿に多い砂目とは異質である (九陶 1995 の 18 頁 )。

飯胴甕下窯にもある藁灰釉小皿に波縁のもの(図1-10)があり、口縁に鉄を塗る皮鯨手(図

1-11)もある。窯道具はトチン(図 1-13・14)・ハマ(図 1-15)であり、皿屋窯と同様である。

岸岳で明らかな茶の湯の茶碗として作られたものは、飯洞甕下窯出土の長石釉を施した

碗が 1 点ある ( 図 2-3)。彫文を加え高台畳付は幅広く作るなど、千利休の侘び寂の精神

のもとで作られたと考えられる志野 (美濃 )の茶碗の特徴に通じるものである。歪めた碗

形であり、高台も畳付の幅を広く削り出し、そこに彫りを入れ、あたかも二重高台のよう

に作る。

飯洞甕下窯は灰釉が主であり、鉄絵もある ( 図 2-5)。胎土目積は確認されていない。

砂目 (図 2-4・5) もわずかにみられ、濃い緑色の灰釉もみられる (図 2-2)。

岸岳城下のロクロ成形集団を比較しても、皿屋窯、帆柱窯、飯洞甕下窯では以上のよう

に製品内容が異なる。特に帆柱窯は藁灰釉が多く、波縁の皮鯨手小皿もあるが、胎土目に

よる重ね積は少ない。皿屋窯は藁灰釉が多く、波縁の皮鯨手小皿もあるが、胎土目による

江戸初期における肥前磁器の開発過程について

大橋　康二
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重ね積が多くみられ、その中には胎土目を置く部分の釉を四角くふき取って重ね積したも

のが多い。この方法の胎土目は以後の肥前陶器ではほとんどみられなくなる。飯洞甕下窯

には藁灰釉は確認されず、灰釉が多い。わずかに長石釉が用いられ、長石釉に近い白い灰

釉もみられる。それに茶色い砂目がみられる。これに似た白い釉で茶色い砂目は帆柱窯で

もわずかにみられる。以上のように、3窯は異なる陶工集団と推測されるが、共通点もあり、

年代差は特に認められない。3 つの陶工集団と叩き成形だけの陶工集団を加えると、4 つ

の陶工集団が波多氏によって連れてこられた可能性がある。それが豊臣秀吉の京都での大

茶会に波多親が参加した後とすれば、1589 年 ( 天正 17)3 月以降のことと推測される。波

多氏が改易となる 1593 年 ( 文禄 2) 頃の間に生産が行われたと考えられる。

この岸岳諸窯は、領主波多氏が文禄の役で豊臣秀吉に改易され、1594 年 ( 文禄 3) 常陸

国に流された。その結果、保護者を失った岸岳周辺の陶工たちは離散したと推測される。

その後、肥前の陶器窯は伊万里や武雄地方など、佐賀県南部に広がる。伊万里の窯の中

で岸岳の陶器の特徴を残す窯として、大川原窯がある。窯は一部の調査 (九陶 1994) で確

認されたところによると、階段状の登窯である。窯幅は焼成室の奥壁近くで 2.39 ｍ、奥

行きは 2.45 ｍである。肥前の窯では第 2 グル - プ ( 大橋 1986) の規模であるが、奥行き

の方が長い点は古い要素といえる。また焼成室床の勾配が 10 度程度と比較的急であるこ

とも初期の窯の特徴に近い。窯道具はトチン ( 図 3-7・8) とハマ ( 図 3-9) である。窯道

具も岸岳諸窯の特徴と大きな違いは認められない。

出土した製品は藁灰釉の碗皿が多い。他に灰釉の碗皿もある。目積は胎土目積の大きな

皿が 1点確認されている。波縁形の小皿があり、藁灰釉の例 (図 3-1・2 と 4・5) がある。

波縁形小皿で帆柱窯や皿屋窯のものにみられた口縁に鉄を塗る皮鯨手 ( 図 3-2 と 5) もあ

る。焼成が不十分で釉は不透明であるが、鉄絵を施した中皿がある ( 図 3-3)。濃い灰緑

色の灰釉を掛けた皿 ( 図 3-6) もある。高台は無釉であり、重ね積焼成を行ったものは少

ない。製品の高台にモミガラの熔着がみられるものも多い。以上の製品・窯道具の特徴な

ど、岸岳諸窯の中でも帆柱窯の特徴に比較的近いといえる。

前述のように岸岳諸窯では茶陶の茶碗は千利休（1522 ～ 1591）の侘び寂の影響を受け

た形跡があるのに対し、次の段階である絵唐津盛行期には、利休の後の茶の指導者古田織

部 (1544 ？～ 1615) の影響を強く受け、歪みの美の極致ともいえる碗を作り出す。美濃の

織部に共通する特徴といえ、形状から沓茶碗とも呼ばれる。窯詰め法の特徴から胎土目積

段階と呼んだのがこの時期に当たり、1590 ～ 1610 年代に比定している。窯は佐賀県側で

は伊万里、武雄、多久、有田などでみられ、さらに長崎県側でも佐世保市などでみられる。

多久はこの時期には高麗谷窯で、胎土目積と鉄絵装飾が盛んであったことが調査 (多久市

教委 2005) を通しても明らかである。そうした岸岳に始まり、波多氏の改易後に南に拡大
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していった肥前陶器生産の発展は、伊万里や武雄地方などに広まる中で鉄絵装飾が盛んに

なる。釉は濃い緑色の灰釉、灰釉、長石釉に近い白い灰釉、鉄釉が用いられる。鉄絵に用

いられるのは透明度の高い灰釉か、長石釉が混じる白みのある灰釉が普通である。

２.新たな朝鮮陶工の活動

こうした胎土目積段階の陶器生産の活発化を支えたのは、秀吉の朝鮮出兵後に連れ帰ら

れた新しい朝鮮陶工の存在である。佐賀藩の場合、『直茂公譜考補』には、直茂が朝鮮か

ら帰国の時、「日本ノ宝ニ可被成トアリテ、焼物上手ニスル者六・七人被召置焼物ス、其後、

以御意、伊万里ノ内藤川内山ヘ移リ焼物ス、右高麗人子孫多ク成焼物スルヲ日本人見習フ

ニ細工スルニ付、伊万里有田方々ニ皿屋相立」とある。この「六・七人」のうちの一人の

可能性が高いのが金ヶ江三兵衛である。「多久家有之候御書物写」(佐賀県立図書館)に金ヶ

江三兵衛が朝鮮より連れ帰られ (1598 年 )、多久安順の元にしばらく預けられた記録から、

多久安順の下にいた金ヶ江三兵衛を頭とする朝鮮陶工で、多久から有田皿山へ移住したも

のは 18 人である
注

。記録には、続けて佐賀藩家臣であろう野田のうちの唐人の子 8 人、木

下の「かくせい」(？ )子 2人とともに、多久の東ノ原の唐人子 3人、多久本皿屋の者 3人、

計 16 人が記され、三兵衛の子 2 人を加えて計 18 人と読み取れる。この 18 人が多久から

三兵衛に同行して有田に入ったと推測され、それが 1616 年 ( 元和 2) のことである。東ノ

原は唐人古場窯に隣接する地名であるし、多久本皿屋とは、当時の窯の状況や岸岳に始ま

り、鉄絵装飾、胎土目積を盛んに行う技術系譜からみて、高麗谷窯であろう。この両方の

窯の操業に関わったものを同行者に加えている点も、逆に三兵衛が唐人古場窯と高麗谷窯

で陶磁器製作を行ったことを裏付けている。そして、三兵衛が多久で最初に築窯し、陶器

を製作したと考えられるのが唐人古場窯である。肥前で最初に陶器を焼いたと考えられる

岸岳城下の窯跡群の窯構造とは異なり、焼成室間の段差がほとんどなく、より韓国の磁器

窯の構造に近いからである(図4-1、多久市教委1994a)。陶器製品も岸岳古窯群とは異なり、

濃い緑色の灰釉だけであり、それを底部まで全面施釉し、畳付だけ釉剥ぎするが、重ね積

はしないのである ( 図 4-2 ～ 4)。畳付には下に敷いた砂が熔着している。濃い緑色の灰

釉は岸岳系の窯でもみられるが、主要な釉ではなかった。製品は多彩な高麗谷窯などに比

べ、限定した濃い灰釉碗皿が主である点もこの時期の窯としては珍しいと思われる。窯の

調査でも作り直しなどの顕著な跡はなく、短期間の操業が推測される。しかし、唐人古場

窯では磁器を焼成しようとした痕跡はみられない。朝鮮の陶工が、まずは肥前の地質の中

で、窯を築き焼成するまでを試験する窯であった可能性が高いと思われる。碗の見込に円

刻を施すことや、高台を畳付以外施釉している点などは、それまでの肥前陶器窯にはみら

れず、朝鮮の白磁生産窯でみられる特徴に通じる ( 図 4-2 ～ 4)。よって、母国で白磁を
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作る陶工であったが、とりあえず入手できる陶器土と釉薬で試験焼成をしたことが考えら

れる。窯道具も岸岳の系統の窯でみられる細身のトチンはみられず、朝鮮の窯道具に近い

と思われる (図 4-5・6)。

３.高麗谷窯跡

高麗谷窯出土品は唐人古場窯の出土品より多彩であり、胎土目積陶器 (一般的なタイプ

ではないが ) が少し出土しており ( 図 5-1)、鉄絵の陶器 ( 図 6-3・4、図 7、図 8) が多い

ことも胎土目積段階の特徴である。濃い緑色の灰釉の皿が図 5-2 のようにあるが、砂目で

ある。ただしこの砂目は茶色く岸岳諸窯や大川原窯でみられた茶色い砂目に近い。ただし、

岸岳の帆柱窯や大川原窯の茶色い砂目積皿は白さの強い灰釉であり、高麗谷窯の濃い緑色

の灰釉皿で茶色い砂目積のものとは異なる。砂目の系譜は同じかもしれないが、総合的に

みて高麗谷窯の方が後出とみられる。高麗谷窯では濃い緑色の灰釉が、長石釉に近い白い

灰釉と同時に作られていたことは図 5-3 の重ね積熔着資料からわかる。これも図 5-4・5

と同様に茶色い砂目積と推測される。4、5 共に長石釉が混じったような白い灰釉である。

この釉が高麗谷窯では多くみられる。濃い緑色の灰釉を掛けた碗 ( 図 6-2) の中で高台に

モミガラの熔着がみられる。モミガラの使用は大川原窯でも認められる。モミガラの使用

は朝鮮の陶磁器の例は知らない。この時期では中国の漳州窯が盛んにモミガラを用いてい

る。どこの技術かはまだわからないが、有田の初期の陶器によくみられるし、磁器でもい

くらかみられる。遅くとも 1637 年 ( 寛永 14) の伊万里・有田の窯場の整理・統合事件以

降の窯ではみられなくなる。

以上のような製品は岸岳の技術系譜にのって、肥前の南に拡大した技術に近いのである。

加えて、胎土目積段階に多い鉄絵装飾が高麗谷窯では多い。

その一方で図 9-4 の濃い緑色の灰釉を全面施釉した小皿は唐人古場窯の濃い灰釉皿 (図

4-2、4) に通じる。よって、唐人古場窯は高麗谷窯の始まりより、遅れて開窯した可能性

が高く、また高麗谷窯で磁器の試験焼成が始まる前に唐人古場窯は廃窯になったと推測さ

れる。つまり、多久の「本皿屋」として高麗谷窯が操業している時期に、新たな朝鮮の技

術をもった三兵衛らが、唐人古場窯を築窯し、日本での陶器製作の試験焼成をしたと推測

される。唐人古場窯は 1600 ～ 1610 年頃の間の短期間操業であった可能性が高い。それに

対し、高麗谷窯は出土品がより多彩なように、胎土目積段階の終末期に始まり、三兵衛ら

が加わって磁器の試験焼成の始まりまでであり、1590 年代末～ 1610 年代前半頃まで操業

したものと推測される。伊万里を経て、有田に入るのが 1616 年と考えられるからである。
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高麗谷窯製品の特徴

高麗谷窯の製品をみると、年代的に最も古い特徴をもつ少量の胎土目積皿は一般の肥前

の胎土目積陶器より暗い色調の胎土である ( 図 5-1)。鉄絵の碗皿などが多く、重ね積し

ないものが多い。意匠は多様であり、優れたデザインが多く (図 6-3・4、図 8-1、3 ～ 5)、

薄作りのものも多い。これらは全く唐人古場窯ではみられない。

他にも長石釉に近い白みを帯びた灰釉の碗皿 ( 図 9-1・2) は唐人古場窯ではみられず、

茶色い砂目積である。この白みを帯びた灰釉は鉄絵製品の上釉として用いられている。ま

た砂目の材料が茶色を帯びているのも特徴であり、有田などで用いられる砂目はより白い。

鉄絵製品の中に、明らかに茶の湯の茶碗として作られた一群がある ( 図 8-1、3・4)。

丸くロクロで引き上げたものを強く歪めた、いわゆる沓茶碗と呼ばれるものである。特徴

は高台を幅広く削り出し、その畳付にさらに彫り込みを入れる。腰部にも力強い彫り込み

を施すが、こうした外底部の作りは前述のように千利休の侘びさびの精神の下で作られた

美濃の志野の茶碗、その影響と推測される唐津市岸岳の飯胴甕下窯出土の長石釉の茶碗

( 図 2-3) にみられる。続く古田織部の指導とされる美濃の織部の沓茶碗にみられ、同時

に絵唐津の沓茶碗が同様の特徴をもつのである(図8-2)。この特徴をもつ沓茶碗の製作は、

高台などの比較から肥前の中では高麗谷窯が最後の時期にあたるのかもしれない。

茶の湯の会席具の向付と思われる猪口 (図 7-1) も鉄絵を施したものがみられる。

高麗谷窯の鉄絵文様は多彩であるが、特徴的なものとして千鳥文様 ( 図 7-4) を鉄絵

で描いたものがある。同じ頃、美濃の織部でも千鳥文が描かれている。雁文もある ( 図

7-6)。籠目 (図 7-3) や幾何学的な文様 (図 7-5) も少なくない。鉄絵文様には中国や東南

アジアで作られた 15 ～ 16 世紀頃の陶磁器 ( 小学館 1984 の図 229 など ) の文様の影響を

受けたと推測されるものもある (図 7-2)。

金ヶ江三兵衛集団が関わっていると推測される製品を次にみると、1 つは底部にまで全

面施釉した皿・小碗があり、砂目積したものがある ( 図 9-1 ～ 3)。これは朝鮮の 16 世紀

の「粉青沙器」と呼ばれる陶器に似通っている。砂目は茶色を帯びる。これに似た鉄絵の

小壺の伝世品が図9-5である。長石釉が混じる白い灰釉である。高台畳付に砂目痕がある。

また、前述したが、濃い緑色の灰釉を全面施釉し、砂を敷いて焼いたもの (図 9-4) もある。

これが畳付の釉を剥いでいない点を除けば唐人古場窯の小皿に似る。

濃い緑色の灰釉を使ったものに鉄絵はないが、線彫りで文様を施したものがわずかに出

土している ( 図 10-1・2)。1 の瓶のようなものと、2 の中皿の内側面に施した線彫り文様

は巻くような唐草であるが、似通った文様を線彫りで表した青磁と思われるものが伊万里

市の鞍壺窯で出土 (図 16-8) している。これも『直茂公譜』や『勝茂公譜考補』によると、（勝

茂公譜では初め金立山とあるが）その後、伊万里のうち藤川内山へ移り、高麗人の子孫が
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増えるとともに、日本の者も見習い、伊万里・有田方々に皿屋を立てたとある。よって金ヶ

江三兵衛集団が高麗谷窯から伊万里の藤川内を経由して有田に入ったことが推測されるか

ら、鞍壺窯の磁器はそれを裏付ける証左の一つであろう。

高台畳付以外に透明に近い灰釉を施した碗で高台を高めに削り出すものや撥形に削り出

したものがある ( 図 10-3・4)。有田の磁器創始期の窯の一つの天神森窯でも似通った撥

形高台の陶器碗と思われる底部片 (図 10-5) が出土している。この器形から肥前の高麗茶

碗写しといえるものである ( 図 10-6)。なお、いわゆる「高麗茶碗」には後述の三島手や

刷毛目など白土装飾の陶器碗も含まれる。それは有田の天神森窯などに続く。1615年 (慶

長 20) 頃の鍋島勝茂の国家老に当てた 3 月 9 日の書状 (『佐賀県史料集成』) に、高麗茶

碗が流行っているので、良し悪しはともかく、高麗茶碗であればよいので、家中の町人、

百姓どもが持っているものを探し、代金を払って 14、5 個も急ぎ差し上せるように命じ

た。4 月 5 日に 11 個の高麗茶碗が 8 人の家臣から進上された。高麗谷窯で、高麗茶碗写

し製作が始まるのはこうした藩主の高麗茶碗を求める動きと関りがあるかもしれない。高

麗谷窯の高麗茶碗写しは、年代的には 1610 年代前半頃に作られた可能性がある。そして、

その後高麗茶碗写しともいえる茶碗の製作が寛永（1624 ～ 44）年間を中心にあり、その

後は 1650 年代以降次第にみられなくなる理由は、当時将軍家における茶事の盛行 ( 大橋

2007 の 57 ～ 66 頁 ) と関りがあると思われる。そうした高麗茶碗流行の初めのころに、

高麗谷窯で新たに参加した朝鮮陶工が製作し始めた可能性が推測される。

高麗谷窯出土磁器

高麗谷窯で磁器がいくつか出土している。

1 つは青磁で花瓶などの耳の部分と思われる鶏形部分が、窯詰めしたサヤに熔着したも

のである ( 図 11-1)。線彫り・ヘラ彫りにより仕上げている。これに似た鶏耳を付けた青

磁花瓶が図 11-2 である。高麗谷窯の青磁は黄色を帯びたものであるが、図 11-2 の方は濃

い緑色の青磁釉を施したものである。楼閣部分の庇かと思われる菊弁状の表現は有田町天

狗谷窯出土の青磁鶴首瓶(有田町教委1972図版2)の肩の菊弁の表現に似ているのであり、

青磁釉調も似ており、年代は 1630 ～ 40 年代と推測される。よって図 11-2 の伝世例は高

麗谷窯のものより後出と考えられる。図 11-1 は体部の一部が残り、双耳の花瓶のような

ものと推測できる。

図 11-3 は白磁の把手と思われるものが擂鉢と思われる陶器の内面に熔着している。こ

の白磁 (上面がみえないので断定はできないが )の把手は下面に布目痕がみられるので型

成形で作られた把手と思われる。陶器の方は筋を引いているので擂鉢と思われるが、サヤ

の蓋に転用した可能性がある。この青磁と白磁の例により、磁器はサヤのような道具の中
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に納めて窯詰め焼成することがあることを示す。それは伊万里市鞍壺窯でもサヤの身の内

面に磁器が熔着している (図 16-3) ことからも明らかである。こうした磁器とサヤの出土

は岸岳諸窯以来の肥前陶器窯ではみられなかった。サヤが出土した窯跡は磁器焼成を行っ

ている、もしくは行おうとしていることの証左の一つといえる。よって、新たな朝鮮陶工

集団がもたらした可能性が高い。それが築窯と陶器焼成を試した段階の唐人古場窯から移

動してきた金ヶ江三兵衛たちであったと考えるのは極めて蓋然性が高いといえる。

高麗谷窯では図 11-4 のようにサヤの身 ( 左 ) と蓋 ( 右 ) が出土している。肥前陶磁器

窯のサヤは基本的に磁器の一部の焼成の際に用いられ、陶器に用いられた例は知られてい

ない。

高麗谷窯出土の磁器技術を知るもっとも重要な白磁碗かと思われる底部片（図 12-1) が

出土している。薄作りであり、高台の作りも丁寧である。欠損が著しいが畳付のみ無釉と

思われる。高台内を中心に道具に敷かれたモミガラが沢山熔着している。この高台内にた

くさん熔着したモミガラを除けば、朝鮮の官窯クラスの薄手の作行きの碗 (図 12-2) に近

く、金ヶ江三兵衛集団には官窯クラスの磁器技術をもった陶工がいた可能性がある。畳付

には下に置かれたハマの黒い熔着がみられる。モミガラの熔着は前述の通り、朝鮮では知

られていないのが、肥前陶器生産では大川原窯あたりからみられ、高麗谷窯でも灰釉陶器

などに熔着した例は少なくない。金ヶ江三兵衛ら優れた朝鮮陶工が製作した白磁碗の窯詰

めの際、同じ登窯内で用いられていたモミガラを砂の代わりに敷いたものと推測される。

逆に、モミガラが熔着していなければ、これほど薄くシャ -プに成形された白磁は、有田

の初期にもみられないので、草創期の白磁であると判断するのは困難であったかもしれな

い。

白土装飾の陶器

胎土目積段階にはみられなかった技術として、白土による装飾を施した陶器がいくつか

みられる。この技術も慶長の役後に朝鮮の陶工がもたらしたと推測される。1 つは象嵌技

法であり、文様をハンコで押す「印花」装飾で表し白土を充填する (図 12-4) か、文様を

彫り込み白土を充填する ( 図 12-3 や図 13-4)。これを「三島手」と呼ぶ。印花象嵌の伝

世品では図 12-5 が似通っている。後者の象嵌装飾の伝世例は図 14-1 が近いものとしてあ

げられる。このほか白土を盛り上げ装飾する方法 (図 14-2) や、白土で「刷毛目」装飾す

るもの ( 図 15-2)、刷毛目した後、掻き落とししたもの ( 図 15-1) などがある。図 14-2

は龍のような文様を白土で描くが、似通ったものが長崎市興善町遺跡出土品 ( 図 14-3、

長崎市教委 1999) がある。いずれも朝鮮で 15、16 世紀に粉青沙器の装飾として行われて

いた方法である。朝鮮の図 13-3 の菊花の表現は花の中心が黒く小さな輪のように表され
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ている。ところが高麗谷窯の図 12-4 の皿の見込の菊花は花弁がくっついていて、分かり

にくくなったところもあるが、基本的に菊花であり、中心に白丸の点を表す点が朝鮮の例

とは異なる。また、この象嵌の菊花文は、後の武雄などで盛んに作られる陶器の文様とし

ても多用される。それらと比べると、1620 ～ 40 年代と推測される三島手 ( 図 13-2) では

菊花の中心には何も描かないものが普通となる。そうした菊花の表現の特徴に加え、釉に

も長石釉が混じったような白いなだれがみられることが高麗谷窯の特徴の一つであり、加

えて、砂目を使う点でも共通な例が図 12-5 の天目台である。釉調という点では図 12-3 に

近い。図 12-4 は暗い色調の土を用いているが、これは白土文様を活かす効果を考えてと

思われるが、このような暗い土の使用はすでに朝鮮でも行っている ( 大橋 2004)。また、

図 15-2 のように内外を白土による刷毛目装飾した碗がみられる。これも朝鮮で図 15-3 の

ように 15 ～ 16 世紀に行われていた装飾法である。

このように高麗谷窯出土品の中で胎土目積陶器段階になかった特徴の製品は、磁器と白

土装飾技法の陶器、高麗茶碗写しの陶器碗であり、窯道具ではサヤがある。それらを作っ

たのが金ヶ江三兵衛集団と推測される。

４.多久から伊万里へ

金ヶ江三兵衛らが高麗谷窯から移動する経路は、前述の『直茂公譜考補』に「焼物上手

ニスル者六・七人被召置焼物ス、其後、以御意、伊万里ノ内藤川内山ヘ移リ焼物ス」とあ

り、『勝茂公譜考補』にも「焼物上手ニテ頭立チタルモノ六・七人ヲ召連ラレ、金立山ヘ

召ヲカレ、此所ニテ焼物ヲ焼セラレケリ、其後ニ伊万里ノ内藤ノ川内山ヘ御移シアリテ焼

物仰付ケラレケルニ」とあり、また『山本神右衛門重澄年譜』にもこのことについて、「右

之者共金立山ニ被召置焼物仕候、其後以 御意伊万里ノ内藤之川内山江罷移焼物仕候」と

ほぼ同じ内容である。

これらの記録から、高麗谷窯の次に伊万里の「藤川内山」に移ったと推測でき、この周

辺地域で、高麗谷窯で確認できた新たな朝鮮系技術の特徴に近い製品・窯道具が出土した

窯の例として鞍壺窯がある。伊万里の藤川内周辺の窯である鞍壺窯では、磁器としては、

高麗谷窯では今のところ確実な例のないコバルト顔料 (呉須 )により釉下に青い文様を表

す染付がいくつか見られる点が重要である。鞍壺窯は一部の調査の結果、階段状登窯であ

り、焼成室は幅 2.5 ～ 2.7 ｍ、奥行 2ｍで床は勾配を持つ点で大川原窯にも近い。焼成室

数は 10 ～ 11 室と推定されている ( 伊万里市教委 1993 の 35 頁 )。図 16-4 は扁平な染付

折縁皿で、折った口縁の端を小さく上に折り返した皿。小学館 1980 の図 42・43 の朝鮮白

磁青花草虫文托 (15 世紀 )の口縁形に似る。この草虫文托は口縁に列点文を染付する。同

様の口縁部を持つ扁平皿は韓国京畿道広州の道馬里窯跡出土品にみられる ( 小学館 1980
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の図 233)。なお鞍壺窯出土品に列点文を肩に染付した小壺と思われる破片が出土してい

る ( 図 16-6)。図 16-5 はもう一つの皿かと思われる破片。内面文様は松かと思われる。

朝鮮の 15 世紀頃の白磁青花が描いたものと同水準の文様表現である。

図 16-3 はサヤに熔着した碗か猪口とみられる磁器の口縁部片。外面は熔着して見えず、

白磁か染付かは明らかでない。

染付皿などのほか、図 16-7 は鳥形の頭部片であり、サヤと思われる道具の熔着がみら

れる。これは高麗谷窯の青磁の鶏形耳と思われる部分がサヤに熔着した破片が出土してい

ることに関りがあるとみられる。これをみると、日本の消費者が求める景徳鎮の染付をめ

ざして開発する段階に入ったのが、伊万里の藤川内に移動したころであったと考えられる。

この時期までには平戸に来航する中国船から呉須を入手した可能性が高い。ここでも薄手

の皿など、高麗谷窯でみた朝鮮の官窯クラスの技術をもった陶工が作ったと推測されるが、

試作品であろう。

高麗谷窯でもみられた青磁も、似通ったレベルの線彫りを施した角形などの猪口 ( 図

16-8) と思われる破片が出土している。高麗谷窯の鶏形耳同様に釉調は黄みを帯びた青磁

である。日本人が求める龍泉窯青磁のような濃い緑色の青磁には到達していない。そのた

めか有田でも 1630 年代頃まで青磁はほとんど作られていない。副田氏の系図 (『皿山創

業調』所収 )に、高原五郎七という名誉の焼物師の弟子となり、その後「有田岩谷川内ヘ

移リ青磁ヲ焼出シ世上ニ発向ス。其頃　御献上始リ珍器品々焼立被仰付、青磁ノ法人不知

ニ依テ岩谷川内ヘ御道具山ト相唱焼立差上ル」とある。高原五郎七は 1636 年 ( 寛永 13)

頃にキリシタンの疑いで有田から逃げたと推測されるから、1630 年代前半には高原五郎

七によって青磁が作られ始めていたことが推測される。そして高原が「青磁ヲ焼出シ」と

あるのも、藩主勝茂の弟、鍋島忠茂 (寛永元年 8月没 )が青磁茶碗を寛永元年頃注文して

いることと関りがあると推測したことがある ( 大橋 2007 の 88 頁 )。よって、金ヶ江三兵

衛集団は朝鮮では白磁中心に作っていたのであり、「御意を以て」とあるように藩主から

の求めで染付と共に青磁も試みたが、青磁については求めに応じた水準のものができな

かったのではなかろうか。そのため有田に移ってもすぐに青磁製作には入らなかったので

はないかと思われる。その中で高原五郎七が青磁を始めたのであろう。

また、白土装飾も刷毛目装飾を施した陶器碗のほか、白土で型紙摺かと思われる方法で

チョコレ -ト色の素地の上に盛り上げ装飾した角猪口 (図 16-2) が出土している。白土を

用いた型紙摺陶器は武雄市武内の窯などで 1610 ～ 30 年代には作られたとみられるほか、

有田の山小屋窯などで 1630 ～ 40 年代に青磁に白土の型紙摺で文様を表した例がある。こ

れらに先行する例といえる。

図 16-1 のように鞍壺窯の出土陶器では胎土目積はみられず、砂目積がほとんどである。
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よって、高麗谷窯よりも開窯年代は遅く、1600 年代以降と考えられ、溝縁皿の本格的段

階に入っていないと思われるので 1610 年代が下限と考えられる。

窯道具ではトチン、ハマがあり ( 図 16-9)、トチンは朝鮮的なものと、細身のトチンが

ある。ハマは高麗谷窯のものよりも薄手の整然とした作りのものが多くなる。加えてサヤ

( 図 16-10) が出土している。高麗谷窯のサヤと同様でロクロ成形である。全体的に外面

の自然釉がみられない点は高麗谷窯よりも操業期間が短かった可能性がある。なお、近隣

の栗木谷窯でもサヤが多く出土し、同じ頃に磁器が焼かれていることが明らかになってい

る。『直茂公譜考補』『勝茂公譜考補』にあるように、藤川内山に移り、焼物を作る中で、

高麗人の子孫多くなり、焼物するのを日本の者も見習い製作し、伊万里・有田の方々に皿

屋を設けたとあることの表れであろう。

そして、有田に移動するのである。

５.伊万里から有田へ

『直茂公譜考補』には、「伊万里ノ内藤川内山ヘ移リ焼物ス、右高麗人子孫多ク成焼物ス

ルヲ日本人見習フニ細工スルニ付、伊万里有田方々ニ皿屋相立」とあり、『勝茂公譜考補』

にも「伊万里ノ内藤ノ川内山ヘ御移シアリテ焼物仰付ケラレケルニ、高麗人ノ子孫多クナ

リ焼物シケルヲ日本ノ者モ見習ヒテ細工ニ仕ツキ、伊万里有田等方々ヘ散処シ、皿屋薪ノ

為ニ山ヲ切荒シケルニヨリ」とある。そして「多久家有之候御書物写」に金ヶ江三兵衛を

頭とする朝鮮陶工が多久から有田皿山へ移住した者は 18 人と記し、続けて「私買切之者

高木権兵衛殿移内之唐人子四人、千布平右衛門殿内之唐人子三人、有田百姓之子兄弟二

人、伊万里町助作合十人」とあり、おそらく、伊万里藤川内を経由して有田に移動する過

程で雇われなどして増えていった陶工と推測される。さらに「所々より集り申罷在候者、

百二十人皆々某万事之心遣仕申上候」と記すように、1653 年 ( 承応 2) までに 120 人もの

職人が三兵衛の元に集まったことが記録からわかる。

筆者は、多久から金ヶ江三兵衛が有田に移動する経路について検討したことがある (大

橋 2002 の 643 ～ 649 頁 )。ここでは先学の諸説を検討するだけで終わったが、『三河内焼

窯元今村氏文書』( 渡辺 1958) の中に「国々焼物皿山元祖並年数其外高麗ヨリ来ル人書留

今村如猿記之」の記録に『有田南川原山頭弥右衛門其子太郎右衛門、唐津大川原山頭、小

溝山頭三兵衛、右こみそ山南川原同前ニ出来』とある。この記録や肥前窯跡の考古学的調

査成果からみると、有田で、先行する陶器窯が西部地域の南川原、小溝などの地域中心に

生産した中で優れた磁器生産を行った窯としては小溝窯と南川原の天神森窯があげられる

ので、「小溝山頭三兵衛」が、金ヶ江三兵衛のことである可能性は極めて高いといえる。

有田町小溝窯は上・中・下窯があるが、調査が進んだ小溝上窯で検討する。小溝上窯は
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胎土目積の鉄絵皿 ( 図 17-1・2) などが多くみられるので 1590 ～ 1610 年代には操業して

いたと推測される。そして、胎土目から砂目に移行する段階のものとして砂目積の鉄絵皿

( 図 17-3 左 ) もみられる。最後は砂目積の溝縁皿（図 17-3 右）が多く出土している。こ

の砂目積の溝縁皿が磁器と熔着した資料がいくつかの有田町西部の窯で出土しており、磁

器の草創期に一緒に焼かれた代表的陶器皿として考えてきた。なお、高麗谷窯では溝縁皿

はみられず、伊万里の鞍壺窯でわずかに溝縁皿に似たものが出土している。その点でも、

高麗谷窯、そして鞍壺窯も小溝窯などでの磁器製作より、先行すると推測できるのである。

小溝上窯では染付磁器焼成が本格化したことがわかるが、新たな技術としては、砂目積

の磁器と共に、見込を蛇目釉剥ぎし、砂目を併用したものが多くみられる ( 九陶 1987 の

Fig.13-7)。これらは、磁器も重ね積して粗製ではあるが、よりコストを下げて染付の量

産体制に入ったことを示している。砂目積は朝鮮由来の技術であるが、蛇目釉剥ぎは中国

の漳州窯がこの頃、盛んに行っており、わが国にもたくさん輸入されていたので、そうし

た中国の粗製磁器の窯詰め法を採用したものと考えられる。しかし中国と著しい違いは砂

目を併用していることである。もう一つは型打ち成形である ( 図 17-4)。朝鮮ではみられ

なかったが、この頃景徳鎮染付が盛んに行っているので、それに刺激され、始めたものと

考えられる。

＜まとめ＞

以上のように高麗谷窯で、古田織部の影響を受けた茶陶などを製作していた窯の中で、

新たな高麗茶碗写しや白磁の試験的製作、白土を用いた装飾の陶器製作が始められるのが

重要な特徴である。その後、伊万里の藤川内山に属したと考えられる鞍壺窯などで同様の

試行錯誤が行われ、染付の試験焼成と白土を用いた陶器焼成が行われる。そして有田西部

の小溝原に入り、すでに胎土目積陶器生産が行われていた窯の中で、小溝窯や天神森窯な

どで染付磁器生産が安定的に行われるようになる。それには豊富で良質な磁器原料地の発

見があったことが重要な理由であろう。よって、日本の磁器焼成の始まりが有田にあるこ

とは変わらないといえる。

高麗谷窯をはじめとする考古学的調査によって、文献ではわからなかった磁器の試し焼

きから、伊万里藤川内で染付磁器焼成の試し焼きを行ったこと。そのうえで 1616 年に有

田に入り、小溝山などで本格的な磁器生産体制に入ったことが明らかになってきた。磁器

だけでなく、白土を使った三島手などの陶器装飾も朝鮮から同様にもたらされ、有田でも

天神森窯などで磁器を焼き始めたころに並行して製作された。

以上のように、従来の記録ではわからなかった朝鮮の陶工が母国で製作していた最先端

技術をもとに磁器と三島手陶器、高麗茶碗写し碗など藩主らが求める陶磁器を、多久、伊
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万里、有田と移動しながら開発していった過程の特徴を明らかにした。まさに有田での本

格的磁器生産に至る経緯の実態が明らかになってきたのである。

本稿の資料のことでは藤井伸幸氏、扇浦正義氏にお世話になった。記して謝意を申しあ

げる。

注�　「多久家有之候御書物写」のうち、1653 年 ( 承応 2) の文書に、金ヶ江三兵衛とともに、多久

から有田皿山へ移住したものは 18 人であり、全て「車拘」(ロクロ細工などができる )ができる。

野田十右衛門の所の唐人の子8人、木下雅樂助のかくせい(？)子2人、東ノ原清元の唐人子3人、

多久本皿屋の者 3人で、右の者たちも皆「車拘」をできる。

　�三兵衛が専属に雇用している者は、高木権兵衛の所の唐人の子 4 人、千布平右衛門の所の唐人

の子 3人、有田百姓の子の兄弟 2人、伊万里町の助作、合わせて 10 人である。また各地から集

まって来ている者は120人で、それらの人たちは全て三兵衛の支配下にある。これは有田に移り、

1653 年段階の総勢であろう。
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図２ 唐津市岸岳諸窯 （2）(唐津市教育委員会 2018)
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図４ 多久市唐人古場窯出土

（１ 多久市教育委員会 1994a　２ 多久市教育委員会 1994b　３、５、６ 大橋 2002

　４ 多久市教育委員会所蔵）
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図５ 多久市高麗谷窯出土 （1）(多久市教育委員会所蔵 )



― 18 ―（81）

江戸初期における肥前磁器の開発過程について　【大橋　康二】　1-29

モ
ミ
ガ
ラ
痕

１ ２

２
の
底
面

３

４

図６ 多久市高麗谷窯出土 （2）(多久市教育委員会所蔵 )
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図７ 多久市高麗谷窯出土 （3）(多久市教育委員会所蔵 )
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図８ 多久市高麗谷窯出土 （4）(１、３～５ 多久市教育委員会所蔵 )

佐賀県立九州陶磁文化館所蔵　1590 ～ 1610 年代
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図９ 多久市高麗谷窯 （5）(１～４ 多久市教育委員会所蔵 )
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図10 多久市高麗谷窯出土 （6）

(１～４ 多久市教育委員会所蔵 )
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図11 多久市高麗谷窯出土 （7） 磁器 ① (１、３・４ 多久市教育委員会所蔵 )
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図12 多久市高麗谷窯出土 （8） 磁器 ②と三島手

(１、３・４ 多久市教育委員会所蔵 )
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図 13 多久市高麗谷窯出土 （9）(４ 多久市教育委員会所蔵 )
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図 14 多久市高麗谷窯出土 （10）( ２ 多久市教育委員会所蔵 )

長
崎
市
興
善
町
遺
跡
出
土　

長
崎
市
教
育
委
員
会
所
蔵１

２
個
人
蔵
、
一
六
一
〇
～
三
〇
年
代　

肥
前

３



― 27 ― （72）

佐賀県立九州陶磁文化館　研究紀要　第６号　（2021.3）

有
田
町
天
神
森
窯
出
土　

有
田
町
教
育
委
員
会
所
蔵

図15 多久市高麗谷窯出土 （11）( １・２ 多久市教育委員会所蔵 )
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図 17 有田町小溝上窯出土 (佐賀県立九州陶磁文化館所蔵 )

トチンとハマ サヤ



― 30 ―（69）

柴田夫妻コレクションにみる銘款集成 1

― 17 世紀前半から中葉にかけて ―

宮木　貴史

１.はじめに

肥前磁器の裏には、「大明成化年製」や「福」などの文字やマークのようなものが染付

や色絵で描かれていることがある。皿類では高台の内側に描かれることが多く、一般に銘

や銘款、底裏銘などと呼ばれる。肥前磁器では、磁器創始段階から中国磁器を意識した製

品作りが行われており、高台内の銘も中国磁器の影響を受け早くから描かれている。中国

磁器にある銘を基本としながら、それから転化した銘や肥前磁器独自の銘もあるなど、バ

リエーションは多い（大橋 1989）。

柴田夫妻コレクションは肥前磁器を中心とした一大コレクションである。全体で 4,332

件 10,311 点を数え、体系的な収集により、江戸時代から幕末明治にかけての肥前磁器の

変遷をみることができる。コレクションの 4 割にあたる約 1800 件に銘が施されており、

代表的なものから特殊なものまで様々な銘がある。

本稿では、柴田夫妻コレクションにみられる銘を集成、分類することで、江戸時代から

幕末明治における肥前磁器銘の基礎資料の作成を目的とする。年代などの資料の基本デー

タは大橋康二氏が産地・年代を推定した、『柴田夫妻コレクション総目録（増補改訂）』（九

陶 2019）にもとずいている。今回は柴田夫妻コレクションの 1610 年代から 1670 年代ま

での肥前磁器のうち銘のある 517 件注を集成、銘の分類を行う。

２.銘の分類

肥前磁器の高台内に記される銘は、基本的には中国磁器銘の模倣及びそれが転化したも

のであるが、筆者は佐賀県立九州陶磁文化館所蔵の柴澤コレクションにみられる肥前磁器

銘の集成と分類を行った際（宮木 2020）、肥前磁器銘を大きく７つに分類した。本稿でも

この大分類を基本として分類を行う。すなわち、（A）中国の国・年号及びその転化、（B）

吉祥語、（C）合字・異体字・不明字、（D）虫・草花等のマーク、（E）生産地・生産者を表

したもの、（F）和暦、（G）その他、である。以下、分類ごとに年代順で紹介する。なお、

文末の（　）内は該当する作品の図版番号であり、図版として「柴田夫妻コレクション肥

前磁器銘一覧①」を付した。

A：中国の国・年号及びその転化

A１：「大明」　中国明王朝（1368 ～ 1644 年）の国号を表す「大明」を銘としたもの。「太
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明」と表記されるものもある。肥前磁器銘では最初期から見られる銘の一つだが、柴田夫

妻コレクションでは 1640 ～ 1650 年代に多く、以降は減少する。（007、012 他）

A ２：「大明成」　「大明成化年製」から分離した銘で、肥前磁器銘の中では早くから現れ

る銘の一つと考えられている。（010、023 他）

A ３：「大明成化年製」　中国磁器銘に倣ったもので、江戸時代を通じて使用された。中国

の明王朝の年号「成化」（1465 ～ 1487 年）を表す。２行６文字で表記され、A２と A５は

ここから１行ずつ分離したもの。「大」が「太」となったものなど細かなバリエーション

がある。（016、027 他）

A ４：「明」　中国明王朝の国号を表したもの。A １の「大明」表記がほとんどで、「明」1

字だけのものは少ない。（022）

A ５：「化年製」　「大明成化年製」から「化年製」の１行３文字を分離した銘。柴田夫妻

コレクションでは A２が 1630～ 1650年代で収まるのに対し、1650年代以降が多い。（157、

430 他）

A ６：「大明嘉靖年製」　中国明王朝の「嘉靖」（1522 ～ 1566 年）を表すもので、中国磁器

銘に本歌がある。（266、392 他）

A ７：「大明成停（？）年製」　「大明成化年製」の「化」を「停」（「靖」の可能性もある）

のような文字に変えたもの。図版 268 の１例のみ。

A ８：「大明成化年造」　「大明成化年製」の「製」を「造」としたものは中国磁器銘にあるため、

それに倣ったものと考えられる。（269）

A ９：「大明宣徳年製」　中国明王朝の「宣徳」（1426 ～ 1435 年）を表す。（272）

A10：「宣徳年製」　A９と同様中国明王朝の「宣徳」を表す。中国磁器銘に倣ったもの。（353、

409 他）

A11：「製」　「年製」の「製」だけを分離したもの。長吉谷窯跡に多い。（358、372 他）

A12：「年製」　「大明成化年製」などの「年製」を分離したもの。（373）

A13：「嘉」　「嘉」のみのこの銘は、中国明王朝の「嘉靖」（1522 ～ 1566 年）からとった

ものと考えられている。（388）

A14：「青」　「青」を使用した銘は「青明」や「青明年製」など長吉谷窯跡に多く、395 の

ように「青」１字のものもみられる。（391、395 他）

A15：「大明宣化年製」　「大明成化年製」の「成」が「宣徳」の「宣」になったもの。例は

少なく、長吉谷窯跡や長崎市の興善町遺跡の出土品にみられる。（515A）

B：吉祥語

B １：「福」　「福」の篆書体を銘としたものは中国磁器にあり、肥前磁器銘の中でも早く
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から現れる。示偏に「畐」が旁となっているとみられるものを B１としている。示偏の一

部が伸びているもの（図版 036 など）や、「田」の十字が×になったもの（図版 052 など）、

減画や増画したものなど細かいバリエーションがあり、今回対象とした 517 件のうち最も

多い 220 件が B１に分類される。（001、002 他）

B２：「福（草書）」　「福」の草書体。B６と比べてより崩れた書体のものをB１とした。（051、

118 他）

B ３：「朱 +福」　「朱」の篆書体を偏としたもの。B１。（054、086 他）

B ４：「寿」　「福」と同じく吉祥の文字として中国磁器に表されている。肥前磁器でも中

国磁器に倣って銘に描く。（224B）

B ５：「寶」　宝の旧字体を描いた銘。楠木谷窯跡にも出土例があるが、図版 319 は特殊な

円形枠を伴う。（315）

B ６：「福（渦福）」　二重角枠に入り、「田」を渦状に描くいわゆる「渦福」を B６とした。

（412）

C：合字・異体字・不明字

C １：「示 + 朱」　「朱」の篆書体と「示」の篆書体を組み合わせたものと考えられる。偏

と旁が逆のものもある。中国磁器銘にあり、それに倣ったもの。早くから現れる銘の 1つ

だが、特に 1650 ～ 1660 年代に多い。直線で形成されたものを基本としながら、1650 ～

1660 年代には図版 128 などのデザイン化された例もみられる。（004、019 他）

C ２：「示 + 不明字１」　旁は「畐」と考えられるが、判然としないため C 類とした。「福」

を省略して描いたものだろう。図版 008 のみ。（008）

C ３：「不明字２」　「製」のようにも見えるが判然としない。図版 021 のみ。

C ４：「不明２文字１」　「太明」の右に描かれた不明な 2 文字。中国磁器に倣ったものと

考えられるが、判然としない。（034）

C ５：「不明字３」　文字なのか何かの意匠なのかも不明。「中」ないし「内」と「日」と

「用」を縦に組合せたようにも見える。元となるものがあるはずだが、分からない。（083）

C ６：「不明字４」　崩れてはいるが、「朱」+「示」か。C１とは明らかに形状が違うため、

別に分類した。（111）

C ７：「不明２文字２」　２文字目は「磨」か「麿」のように見えるが判然としない。（116）

C８：「合字１」　原型となる合字から簡略化された銘のようだが、詳細は分からない。（123、

132 他）

C ９：「不明 6文字」　B１の隣に描かれた不明な 6文字。「俊観陪之華意」のように見える

が、意味不明である。（130）



― 33 ― （66）

佐賀県立九州陶磁文化館　研究紀要　第６号　（2021.3）

C10：「合字２」　「寿福」の合字と考えられている。「福」の字が確認できるものを C10 と

して、これから崩れたものを C11 に分類している。（126、140 他）

C11：「合字３」　C８から変化したものと考えられている。いわゆる「誉」字銘。（134、185他）

C12：「不明字５」　角印の印章のように配置された不明な４文字。「天下一■」や「天下太

平」とも言われている。中国磁器銘に本歌があり、それに倣ったものだが、図版 142 の例

は右 2文字の上下が逆転している。印章形態の銘は他に「富貴佳器」や「玉堂佳器」など

がある。（142）

C13：「不明字６」　偏と旁のある不明な文字。C15 の例を見ると偏は「貢」か。旁は C15、

C21 の旁にも似る。例は少ない。（161、325）

C14：「朱 +不明字７」　朱の篆書体を偏に入れ、旁は「畐」か。（162）

C15：「貢 +不明字８」　「貢」と C12 の旁に似た文字を組合せた銘。（165）

C16：「不明字９」　「鳳」のようにみえるが、原形は不明。（187、312）

C17：「不明字 10」　「畐」の増画字か。（195）

C18：「不明字 11」　C11 と同様の印章形態の銘。左下が「器」にみえることから「富貴佳

器」の角印銘かと考えられる。（247）

C19：「朱 + 不明字 12」　「朱」と C12 の旁に似た文字を組合せた銘。図版 274 の偏は C １

のデザイン化された銘の偏に似る。（274、275）

C20：「貢 +不明字 13」　「貢」を偏に「畐」と考えられる文字を旁に入れたもの。（281）

C21：「不明字 14」　「析」の篆書体に似るとされている。B１のうち「福」の上部に横線を

いれたものが 1630 ～ 1640 年代からみられ（056）、1650 ～ 1660 年代以降増えてくる（129、

139 など）。図版 056 などを見ると画数を減らし省略して描いた形態をはしりとして、そ

こから横線を入れた福が形式化されていくと考えられる。C21 はそこから更に減画して形

式化した銘ではないかと考えている。（284、404 他）

C22：「不明字 15+ 米」　似たような文字を偏と旁に入れたもの。旁は次の C23 の旁と同じ

であり、「米」の減画字と考えられる。C28 の例をみると偏は「朱」から転化したものか。

（298、299 他）

C23：「貢 +米」　「貢」と「米」の減画字を組合せたものと考えられる。偏と旁が逆のもの

もある。ほぼ 1655 ～ 1660 年代に限定される（309、310 他）

C24：「不明字 16」　不明な 1文字。近い例が長吉谷窯跡の出土品にあり、「乿（おさめる）」

と考えられている（大橋 1988）。（318）

C25：「不明字 17」　1 文字として見ると意味不明だが、部分的には「合」や「谷」、「舎」

のように見えるため、合字した銘とも考えられる。（321）

C26：「不明字 18+ 米」　偏が崩れてはいるが、C23 と同じく「貢」と「米」を組合せたも
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のと考えられる。C23 と共に長吉谷窯跡に出土例がある。（330、384 他）

C27：「不明字 19」　角枠内に縦一本線、横三本線を引く記号のような銘。長吉谷窯跡には、

「匡」や「囲」のような銘（九陶 2012）があり、その一種かもしれない。（339A）

C28：「朱 +米」　偏に「朱」を旁に「米」を入れた銘。（347、375）

C29：「不明字 20」　旁は「畐」のようだが、偏は判然としない。2 文字の組み合わせか、

あるいは C12 などのような 4文字の印章形の銘かもしれない。（355）

C30：「朱+不明字21」　「朱」と一見「鳥」のように見える文字を組合せた銘。旁はC13（161）、

C15（165）、C21（443）などの旁と似ており、「畐」の変化と考えられる。（359、433）

C31：「示 +米」　「示」と「米」と考えられる文字を組合せた銘。（362、436）

C32：「不明字 22」　意味不明の文字。恐らく元となる銘があり、そこから省略、デザイン

化されたものと考えられる。（365）

C33：「不明字 23」　意味不明の文字。１文字だけを銘とする例は「寿」「青」「製」などある

が、そこから崩れたものか。出土例としては長吉谷窯跡や猿川窯跡に確認される。（376）

C34：「不明字 24」　「示」と考えられる偏に不明の文字を組合せたもの。旁は「畐」の変

化したものか。（398）

C35：「不明字 25」　原型不明の文字。C39 はこの文字が旁に入る。（401、465）

C36：「不明字 26」　二重角枠に入る不明な文字。原型は「嘉」ないし「喜」ではないかと

考えている。省略化には、崩して草書体のようにしていくか、減画して角張った形態にし

ていく２つのパターンがあるが、これは後者の動きによって表されたものであろう。（402、

403 他）

C37：「百ヵ」　「百」の増画字か。（408）

C38：「不明字 27」　偏は「畐」の増画、旁は C19 の偏のような「朱」を表していると考え

られる。（451B）

C39：「不明字 28」　不明な文字だが、偏は「朱」、旁には C35 の文字を入れた銘。長崎市

栄町の栄町遺跡に同じ銘の出土例がある。（477）

F：和暦

F１：「承應弐歳」　「承應」とは日本の元号の一つであり、1652 ～ 1655 年に当たる。「弐歳」

とあるため「1653 年」を表している。高台内に銘として和暦を使用した最も早い例である。

（143、145）

G：その他

G １：「芭蕉」　「芭蕉」と読めるこの銘が、どうして使用されたのかは分からない。崩れ
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てはいるが下白川窯跡にも似た銘が確認される（九陶 2012）。（108）

３.銘の消長と器種

柴田夫妻コレクションにみられる銘のうち 1630 ～ 1670 年代では、62 種類の銘を確認

した。この 62 種類の変遷を表１にまとめた。

1630 ～ 1640 年代は「大明成化年製」や「福」などの中国磁器銘にあるものや、「大明成」

といった中国磁器銘から転化したものがほとんどだが、1650 年代以降では C 類に分類し

たような肥前磁器に独特の多様な銘が出現し、1660 ～ 1670 年代では増加している。

A類では A３の「大明成化年製」が最も多く、1640 年代以降は時代による偏りもなく江

戸時代を通じてよく使用される。次いで A １の「大明」が多いが、1650 年代をピークに

減少していく。A２の「大明成」も 1650 年代までにピークを迎え、代わるように A５「化

年製」の出現と増加がみられる。1650 年代以降は、「成化」に加え「嘉靖」や「宣徳」といっ

た中国明王朝の年号を表記した銘が出現する。また、「製」や「青」など年号銘から部分

的に抜き出して一文字だけ表記したものが 1660 年代から増えてくる。

B 類では、B １に分類した篆書体「福」字銘が圧倒的に多く、A ３と同様に時代による

偏りもない。ただし、17 世紀末以降になると減少し、代わって B ６のいわゆる「渦福」

銘が主流となる。二重角枠に入り、「田」の部分が渦を成すものを典型的な「渦福」銘と

して分類したが、「福」の草書体としては形が定まっていない B ２のような銘が 1640 ～

1650 年代には出現している。「福」の他に「寿」や「寶」といった吉祥を表す文字もある

ものの、「福」ほど多くはない。

C 類では、C １が最も多い。「示 + 朱」と「朱 + 示」のどちらもみられるが、「朱 + 示」

の方が数は多い。1650 ～ 1660 年代をピークとして以降は減少する。次に多いのは 1660 ～

1670 年代に特徴的な C21 である。多少の細かい違いはあるものの、ほとんど定型化した

形態で表記される。これに前後して 1655 ～ 1660 年代に特徴的な銘が C23 の「米 +貢」な

いし「貢 +米」である。その他、前述のとおり肥前磁器独自の多様な銘が 1660 ～ 1670 年

代に多い。

また、銘の中には角形の枠や円形の枠を伴うものがある。A 類では枠を伴う例はほぼな

いのに対し、B 類、C 類では大半が一重や二重の角枠ないし円枠を伴う。特に二重の角枠

が多く、円枠は C8 や C10、C11 にほぼ限られ、B 類に伴うものは例外的である。二重角枠

は 1630 年代からみられ江戸時代を通じて多い。一重角枠は 1630 年代に出現してはいるも

のの数は少なく、1650 年代までは二重角枠の中に例外的に入ってくる程度だが、1660 年

代以降、C22「米 +貢」が一重角枠にほぼ限られるなど、特定の銘に使用される例が増え、

それに伴って一重角枠が占める割合も増えている。
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表 1　柴田夫妻コレクションにみられる銘の消長（1630 ～ 1670 年代）
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銘が施される器種としては、今回は皿、鉢、碗、火入、蓋物、香炉、合子、壺、小壺、瓶、

茶入がみられたものの、数は皿類が圧倒的に多い。器種毎の割合を円グラフにしたものが

図 1である。皿類、鉢類、碗類以外の器種は１件か２件しかなく、１％未満となる。器種

ごとの傾向をみると、皿類ではほぼすべての銘がみられるものの、特に B類、C類が多い（図

２）。鉢類では A類が多く、B類、C類は同程度（図３）、碗類では A類、B類が主となる（図４）。

A３、B１、C１といった代表的な銘は器種を問わず使用されるが、C類に分類されるよう

な変形字や肥前独自の銘はほぼ皿類に限定される。

４.まとめ

柴田夫妻コレクションにもとずき 17 世紀前半から中葉にかけての銘の集成、分類を行っ

た。柴田夫妻コレクションには 1670 年代までの資料として 1137 件の作品があり、このう

ち 517 件に銘が確認できた。分類した銘のうち、数としては B１が最も多く、種類として

は C類が最も多様である。先に分類を行った柴澤コレクションでも同様の傾向が確認され

図１　銘のある器種

図３　鉢類にみる銘の分類

図２　皿類にみる銘の分類

図４　碗類にみる銘の分類
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る。器種との関係では、大分類の傾向までしか整理できなかったが、器種ごとの大きさや

器形によって銘がどのように対応してくるのかなど、今後はより詳細な相関関係まで整理

していきたい。

B１に分類した「福」の篆書体銘は細かいバリエーションが多く、細分類が可能である。

今回は B １の細分類までは行わなかったが、C １等も含めた細分類と整理も今後の課題と

したい。

柴田夫妻コレクションの今回対象とした範囲だけでも 62 種類の銘が確認された。特殊

な銘も含めこの年代におけるほとんどの銘が確認できる。ただし、柴田夫妻コレクション

の中にはない銘もあり、銘の年代幅も決定できるものではない。あくまでも柴田夫妻コレ

クションの中での分類と整理ではあるが、今後の研究に寄与できる基礎資料の作成を目的

として進めていきたい。

注�　柴田夫妻コレクションの中には、現在時点で生産地や年代に研究の余地が残るものが含まれ

ている。今回の集成・分類に当たってはそのような評価が定まっていないものについては除外

した。ちなみに 1670 年代までの資料の中に 17 件あり、銘を伴う資料は 4 件ある。総目録番号

0484、0503、0521 は B1、総目録番号 0515 は C1 であった。
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001	  B	1	 (0030)	

福

002	  B	 1	 (0031)	

福

003	  B	 1	 (0033)	

福

004	  C	 1	 (0045)	

示 + 朱

005	  B	 1	 (0046)	

福

006	  －		 (0066)	

不明

007	  A	 1	 (0075)	

大明

008	  C	 2	 (0077)	

示 + 不明字 1( 畐ヵ )

009	  B	 1	 (0078)	

福

010	  A	 2	 (0081)	

大明成

011	  B	 1	 (0096)	

福

012	  A	 1	 (0101)	

大明

013	  B	 1	 (0108)	

福

014	  A	 1	 (0109)	

大明

015A	 B	 1	 (0111)	

福

015B	 ー		 (0111)	

不明

016	  A	 3	 (0117)	

大明成 /化年製

017	  B	 1	 (0127)	

福

018	  B	 1	 (0149)	

福

019	  C	 1	 (0157)	

朱 + 示

020	  B	 1	 (0158)	

福

021	  C	 3	 (0159)	

不明字 2

022	  A	 4	 (0160)	

明

023	  A	 2	 (0161)	

太 / 明 / 成

024	  C	 1	 (0162)	

朱 + 示

025	  C	 1	 (0164)	

朱 + 示

026	  C	 1	 (0166)	

朱 + 示ヵ

027	  A	 3	 (0171)	

太明成 /化年製

028	  A	 3	 (0173)	

太明成 /化年製

029	  A	 3	 (0174)	

大明成 /化年製

030	  C	 1	 (0175)	

朱 + 示

031	  B	 1	 (0177)	

福

032	  B	 1	 (0178)	

福

033	  B	 1	 (0179)	

福

034	 A+C	1+4	(0180)	

太明 +不明 2文字 1

035	  A	 1	 (0181)	

太明

036	  B	 1	 (0182)	

福

037	  A	 1	 (0183)	

太明

038	  A	 1	 (0184)	

太明

039	  A	 1	 (0185)	

太明

040	  A	 1	 (0186)	

太明

041	  C	 1	 (0187)	

示 + 朱

柴田夫妻コレクション肥前磁器銘一覧①

1630 ～ 1640 年代
※（　）内は『柴田夫妻コレクション総目録（増補改訂）』の目録番号
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042	  C	 1	 (0188)	

示 + 朱

043	  B	 1	 (0189)	

福

044	  B	 1	 (0190)	

福

045	  A	 1	 (0191)	

太明

046	  C	 1	 (0192)	

示 + 朱

047	  A	 2	 (0195)	

大明成

048	  B	 1	 (0200)	

福

049	  B	 1	 (0207)	

福

050	  B	 1	 (0209)	

福

051	  B	 2	 (0210)	

福（草書）

052	  B	 1	 (0211)	

福

053	  B	 1	 (0212)	

福

054	  B	 3	 (0213)	

朱 + 畐

055	  B	 1	 (0215)	

福

056	  B	 1	 (0216)	

福

057	  －		 (0217)	

不明

058	  C	 1	 (0218)	

朱 + 示

059	  A	 3	 (0221)	

大明成 /化年製

060	  C	 1	 (0223)	

朱 + 示

061	  B	 1	 (0224)	

福

062	  A	 1	 (0225)	

太明

063	  A	 3	 (0227)	

大明成 /化年製

064A	 A	 1	 (0228)	

大明

064B	 A	 2	 (0228)	

大 / 明 / 成

065	  A	 3	 (0229)	

大明成 /化年製

066	  A	 3	 (0230)	

大明成 /化年製

067	  B	 1	 (0231)	

福

068A	 A	 3	 (0232)	

大明成 /化年製

068B	 A	 3	 (0232)	

太明成 /化年製

069	  A	 3	 (0233)	

太明成 /化年製

070	  C	 1	 (0234)	

朱 + 示

071	  B	 1	 (0235)	

福

072	  C	 1	 (0236)	

朱 + 示

073	  A	 1	 (0237)	

大明

074	  A	 3	 (0238)	

大明成 /化年製

075	  B	 1	 (0239)	

福

076	  A	 1	 (0240)	

大明

077	  A	 3	 (0241)	

大明成 /化年製

078	  B	 1	 (0242)	

福

079	  C	 1	 (0243)	

朱 + 示

080	  C	 1	 (0245)	

朱 + 示

081	  B	 1	 (0249)	

福

1640 ～ 1650 年代



― 41 ― （58）

佐賀県立九州陶磁文化館　研究紀要　第６号　（2021.3）

082	  B	 1	 (0250)	

福

083	  C	 5	 (0251)	

不明字 3（中日用ヵ）

084	  B	 1	 (0253)	

福

085	  A	 3	 (0254)	

太明成 /化年製

086	  B	 3	 (0255)	

朱 + 畐

087	  －		 (0256)	

不明

088	  B	 1	 (0257)	

福

089	  B	 1	 (0258)	

福

090	  B	 1	 (0259)	

福

091	  C	 1	 (0260)	

朱 + 示

092	  A	 1	 (0261)	

大明

093	  B	 1	 (0262)	

福

094	  B	 1	 (0263)	

福

095	  B	 1	 (0264)	

福

096	  B	 1	 (0265)	

福

097	  B	 1	 (0266)	

福

098	  B	 1	 (0268)	

福

099	  C	 1	 (0269)	

朱 + 示

100	  B	 1	 (0270)	

福

101	  B	 1	 (0273)	

福

102	  B	 1	 (0274)	

福

103	  A	 1	 (0275)	

太明

104	  B	 1	 (0276)	

福

105	  B	 1	 (0277)	

福

106	  A	 2	 (0280)	

太明成

107	  A	 3	 (0281)	

大明成 /化年製

108	  G	 1	 (0282)	

芭蕉

109	  B	 1	 (0284)	

福

110A	 A	 1	 (0285)	

太明

110B	 B	 1	 (0285)	

福

110C	 B	 1	 (0285)	

福

111	  C	 6	 (0287)	

不明字 4（朱 +示ヵ）

112	  A	 1	 (0288)	

大明

113	  C	 1	 (0289)	

朱 + 示

114	  B	 1	 (0290)	

福

115	  A	 1	 (0292)	

大明

116	  C	 7	 (0302)	

不明 2文字 2

117	  A	 1	 (0304)	

大明

118	  B	 2	 (0308)	

福（草書）

119	  A	 1	 (0317)	

大明

120	  C	 1	 (0318)	

朱 + 示

121	  B	 1	 (0319)	

福

1640 ～ 1650 年代
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122	  B	 1	 (0321)	

福

123	  C	 8	 (0322)	

合字 1

124	  B	 1	 (0323)	

福

125	  B	 1	 (0325)	

福

126	  C	 10	 (0326)	

合字 2( 寿福 )

127	  B	 2	 (0327)	

福（草書）

128	  C	 1	 (0328)	

朱 + 示

129	  B	 1	 (0329)	

福

130	  B+C	19	 (0331)	

福 + 不明 6文字

131	  A	 1	 (0333)	

太明

132	  C	 8	 (0334)	

合字 1

133	  C	 1	 (0335)	

朱 + 示

134	  C	 11	 (0336)	

合字 3

135	  B	 1	 (0337)	

福

136	  B	 3	 (0339)	

朱 + 畐

137	  B	 3	 (0340)	

朱 + 畐

138	  B	 1	 (0341)	

福

139	  B	 1	 (0342)	

福

140	  C	 10	 (0343)	

合字 2( 寿福 )

141	  B	 1	 (0344)	

福

142	  C	 12	 (0345)	

不明字 5

143	  F	 1	 (0346)	

承応弐歳

144	  C	 1	 (0347)	

朱 + 示

145	  F	 1	 (0348)	

承応 /弐歳

146	  B	 1	 (0349)	

福

147	  C	 10	 (0350)	

合字 2( 寿福 )

148	  C	 10	 (0351)	

合字 2( 寿福 )

149	  B	 1	 (0353)	

福

150	  C	 1	 (0354)	

朱 + 示

151	  B	 1	 (0355)	

福

152	  B	 1	 (0356)	

福

153	  B	 1	 (0357)	

福

154	  B	 3	 (0359)	

朱 + 畐

155	  C	 10	 (0360)	

合字 2( 寿福 )

156	  A	 1	 (0362)	

大明

157	  A	 5	 (0363)	

化年製

158	  A	 1	 (0372)	

大明

159	  B	 1	 (0374)	

福

160	  C	 1	 (0375)	

朱 + 示

161	  C	 13	 (0376)	

不明字 6（貢 +畐ヵ）

162	  C	 14	 (0377)	

朱 + 不明字 7（畐ヵ）

163	  B	 3	 (0379)	

朱 + 畐

1650 ～ 1660 年代
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164	  B	 1	 (0380)	

福

165	  C	 15	 (0381)	

貢 + 不明字 8（畐ヵ）

166	  B	 1	 (0382)	

福

167	  B	 1	 (0383)	

福

168	  B	 3	 (0384)	

朱 + 畐

169	  B	 1	 (0387)	

福

170	  B	 3	 (0388)	

朱 + 畐

171A	 A	 1	 (0391)	

福

171B	 B	 3	 (0391)	

朱 + 畐　（1点）

172	  C	 1	 (0394)	

朱 + 示

173	  B	 1	 (0395)	

福

174	  B	 1	 (0396)	

福

175	  C	 1	 (0397)	

朱 + 示

176	  C	 1	 (0399)	

朱 + 示

177	  C	 1	 (0400)	

朱 + 示

178	  C	 1	 (0401)	

朱 + 示

179	  C	 1	 (0402)	

朱 + 示

180	  B	 1	 (0403)	

福

181	  B	 1	 (0404)	

福

182	  B	 1	 (0405)	

福

183	  B	 1	 (0406)	

福

184	  B	 1	 (0407)	

福

185	  C	 11	 (0409)	

合字 3

186	  C	 10	 (0410)	

合字 2( 寿福 )

187	  C	 16	 (0412)	

不明字 9

188	  C	 1	 (0413)	

示 + 朱

189	  B	 1	 (0415)	

福

190	  B	 3	 (0416)	

朱 + 畐

191	  B	 1	 (0418)	

福

192	  B	 1	 (0419)	

福

193	  B	 1	 (0420)	

福

194	  B	 3	 (0421)	

朱 + 畐

195	  C	 17	 (0422)	

不明字 10（畐ヵ）

196	  B	 3	 (0423)	

朱 + 畐

197	  B	 1	 (0424)	

福

198	  B	 1	 (0427)	

福

199	  C	 1	 (0428)	

朱 + 示

200	  B	 1	 (0431)	

福

201	  B	 1	 (0442)	

福

202	  B	 3	 (0443)	

朱 + 畐

203	  B	 1	 (0451)	

福

204	  A	 3	 (0452)	

大明成 /化年製

1650 ～ 1660 年代
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205	  B	 3	 (0453)	

朱 + 畐

206	  B	 1	 (0456)	

福

207	  B	 1	 (0458)	

福

208	  B	 1	 (0460)	

福

209	  B	 1	 (0461)	

福

210	  B	 3	 (0462)	

朱 + 畐

211	  B	 1	 (0463)	

福

212	  B	 1	 (0464)	

福

213	  B	 1	 (0465)	

福

214	  B	 1	 (0466)	

福

215	  C	 1	 (0467)	

朱 + 示

216	  B	 1	 (0472)	

福

217	  C	 11	 (0473)	

合字 3

218	  B	 1	 (0476)	

福ヵ

219	  B	 1	 (0477)	

福

220	  B	 1	 (0478)	

福

221	  B	 1	 (0479)	

福

222	  A	 3	 (0480)	

大明成 /化年製

223	  B	 1	 (0481)	

福

224A	 B	 1	 (0485)	

福

224B	 B	 4	 (0485)	

寿

225	  B	 1	 (0486)	

福

226	  B	 1	 (0491)	

福

227	  B	 1	 (0492)	

福

228	  B	 1	 (0493)	

福

229	  B	 1	 (0494)	

福

230	  B	 1	 (0495)	

福

231	  B	 3	 (0496)	

朱 + 畐

232	  B	 3	 (0497)	

朱 + 畐

233	  B	 1	 (0499)	

福

234	  B	 1	 (0500)	

福

235	  B	 1	 (0501)	

福

236	  B	 1	 (0502)	

福

237	  B	 1	 (0507)	

福

238	  B	 3	 (0508)	

朱 + 畐

239	  C	 1	 (0509)	

示 + 朱

240	  B	 1	 (0510)	

福

241	  B	 3	 (0511)	

朱 + 畐

242	  B	 1	 (0512)	

福

243	  B	 3	 (0513)	

朱 + 畐

244	  B	 1	 (0514)	

福

245	  B	 1	 (0517)	

福

1650 ～ 1660 年代
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246	  B	 1	 (0518)	

福

247	  C	 18	 (0519)	

不明字 11

248	  C	 1	 (0520)	

朱 + 示

249	  B	 1	 (0522)	

福

250	  C	 1	 (0525)	

朱 + 示

251	  B	 3	 (0527)	

朱 + 畐

252A	 B	 1	 (0528)	

福

252B	 C	 1	 (0528)	

朱 + 示

253A	 B	 1	 (0529)	

福

253B	 C	 1	 (0529)	

朱 + 示

254	  C	 1	 (0530)	

朱 + 示

255	  B	 1	 (0531)	

福

256	  B	 1	 (0532)	

福

257	  B	 1	 (0533)	

福

258	  B	 1	 (0534)	

福

259	  B	 1	 (0535)	

福

260	  B	 3	 (0536)	

朱 + 畐

261	  B	 1	 (0537)	

福

262	  B	 1	 (0542)	

福

263	  B	 1	 (0544)	

福

264	  B	 1	 (0554)	

福

265	  C	 1	 (0556)	

示 + 朱

266	  A	 6	 (0557)	

大明嘉 /靖年製

267	  A	 3	 (0558)	

大明成 /化年製

268	  A	 7	 (0561)	

大明成 /停（？）年製

269	  A	 8	 (0562)	

太明成 /化年造

270	  B	 1	 (0563)	

福

271	  A	 1	 (0591)	

大明

272	  A	 9	 (0593)	

太明宣 /徳年製

273	  B	 1	 (0594)	

福

274	  C	 19	 (0604)	

朱 + 不明字 12（畐ヵ）

275	  C	 19	 (0605)	

朱 + 不明字 12（畐ヵ）

276	  B	 1	 (0606)	

福

277	  B	 3	 (0633)	

朱 + 畐

278	  B	 3	 (0634)	

朱 + 畐

279	  B	 2	 (0635)	

福（草書）　

280	  C	 1	 (0636)	

朱 + 示

281	  C	 20	 (0637)	

貢 + 不明字 13（畐ヵ）

282	  B	 1	 (0638)	

福

283	  A	 3	 (0640)	

太明成 /化年製

284	  C	 21	 (0643)	

不明字 14（示 +畐ヵ）

285	  B	 1	 (0645)	

福

1650 ～ 1670 年代
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286	  A	 1	 (0646)	

太明

287	  B	 1	 (0647)	

福

288	  C	 1	 (0649)	

朱 + 示

289	  B	 1	 (0650)	

福

290	  C	 1	 (0651)	

示 + 朱

291	  B	 1	 (0652)	

福

292	  B	 1	 (0658)	

福

293	  B	 3	 (0711)	

朱 + 畐

294	  C	 11	 (0712)	

合字 3

295	  B	 3	 (0713)	

朱 + 畐

296	  C	 11	 (0714)	

合字 3

297	  B	 1	 (0715)	

福

298	  C	 22	 (0716)	

不明字 15( 朱ヵ )+ 米

299	  C	 22	 (0717)	

不明字 15( 朱ヵ )+ 米

300	  A	 3	 (0718)	

大明成 /化年製

301	  B	 1	 (0719)	

福

302	  B	 1	 (0721)	

福

303	  C	 8	 (0722)	

合字 1

304	  B	 1	 (0723)	

福

305	  C	 11	 (0724)	

合字 3

306	  C	 1	 (0725)	

朱 + 示

307	  B	 1	 (0726)	

福

308	  C	 11	 (0727)	

合字 3

309	  C	 23	 (0728)	

米 + 貢

310	  C	 23	 (0730)	

米 + 貢

311	  B	 1	 (0731)	

福

312	  C	 16	 (0732)	

不明字 9

313	  C	 23	 (0734)	

米 + 貢

314	  B	 3	 (0735)	

朱 + 畐

315	  B	 5	 (0739)	

寶

316	  C	 11	 (0740)	

合字 3

317	  B	 3	 (0741)	

朱 + 畐

318	  C	 24	 (0742)	

不明字 16

319	  C	 23	 (0743)	

貢 + 米

320	  B	 1	 (0744)	

福

321	  C	 25	 (0745)	

不明字 17

322	  B	 1	 (0747)	

福

323	  C	 11	 (0748)	

合字 3

324	  C	 23	 (0749)	

貢 + 米

325	  C	 13	 (0750)	

不明字 6（貢 +畐ヵ）

326	  C	 23	 (0752)	

貢 + 米

327	  B	 1	 (0753)	

福

1650 ～ 1670 年代
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328	  C	 23	 (0754)	

貢 + 米

329	  C	 11	 (0755)	

合字 3

330	  C	 26	 (0756)	

不明字 18( 貢ヵ )+ 米

331	  C	 23	 (0757)	

貢 + 米

332	  C	 23	 (0758)	

貢 + 米

333	  C	 23	 (0759)	

貢 + 米

334	  C	 23	 (0760)	

貢 + 米

335	  B	 1	 (0763)	

福

336	  B	 1	 (0764)	

福

337	  B	 1	 (0765)	

福

338	  B	 1	 (0767)	

福

339A	 B	 1	 (0768)	

福

339B	 C	 27	 (0768)	

不明字 19

340	  A	 3	 (0771)	

太明成 /化年製

341	  B	 1	 (0772)	

福

342	  B	 1	 (0773)	

福

343	  B	 1	 (0774)	

福

344	  C	 22	 (0775)	

不明字 15( 朱ヵ )+ 米

345	  B	 1	 (0776)	

福

346	  A	 3	 (0778)	

大明成 /化年製

347	  C	 28	 (0779)	

朱 + 米

348	  B	 1	 (0781)	

福

349	  B	 1	 (0782)	

福

350	  B	 1	 (0786)	

福

351	  B	 3	 (0787)	

朱 + 畐

352	  C	 22	 (0788)	

不明字 15( 朱ヵ )+ 米

353	  A	 10	 (0790)	

宣徳 /年製

354	  B	 1	 (0791)	

福

355	  C	 29	 (4180)	

不明字 20

356	  C	 11	 (0792)	

合字 3

357	  B	 1	 (0793)	

福

358	  A	 11	 (0797)	

製

359	  C	 30	 (0798)	

朱 + 不明字 21（畐ヵ）

360	  B	 1	 (0799)	

福

361	  B	 3	 (0802)	

朱 + 畐

362	  C	 31	 (0803)	

示 + 米

363	  B	 1	 (0804)	

福

364	  B	 1	 (0811)	

福

365	  C	 32	 (0815)	

不明字 22

366	  A	 3	 (0817)	

大明成 /化年製

367	  C	 23	 (0821)	

貢 + 米

368	  B	 3	 (0833)	

朱 + 畐

1655 ～ 1670 年代
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369	  B	 3	 (0835)	

朱 + 畐

370	  B	 1	 (0837)	

福

371	  B	 1	 (0839)	

福

372	  A	 11	 (0840)	

製

373	  A	 12	 (0841)	

年製

374	  B	 1	 (0842)	

福

375	  C	 28	 (0843)	

朱 + 米

376	  C	 33	 (0845)	

不明字 23

377	  A	 3	 (0847)	

大明成 /化年製

378	  B	 1	 (0848)	

福

379	  B	 1	 (0851)	

福

380	  A	 3	 (0852)	

大明成 /化年製

381	  B	 1	 (0853)	

福

382	  B	 1	 (0854)	

福

383	  B	 1	 (0855)	

福

384	  C	 26	 (0856)	

不明字 18( 貢ヵ )+ 米

385	  C	 26	 (0857)	

不明字 18( 貢ヵ )+ 米

386	  B	 1	 (0859)	

福

387	  B	 1	 (0860)	

福

388	  A	 13	 (0861)	

嘉

389	  B	 1	 (0867)	

福

390	  C	 10	 (0880)	

合字 2( 寿福 )

391	  A	 14	 (0888)	

青

392	  A	 6	 (0889)	

大明嘉 /靖年製

393	  B	 1	 (0891)	

福

394	  B	 1	 (0892)	

福

395	  A	 14	 (0898)	

青

396	  B	 1	 (0919)	

福

397	  B	 1	 (0920)	

福

398	  C	 34	 (0921)	

不明字 24

399	  A	 3	 (0925)	

大明成 /化年製

400	  B	 1	 (0928)	

福

401	  C	 35	 (0929)	

不明字 25

402	  C	 36	 (0930)	

不明字 26( 嘉ヵ )

403	  C	 36	 (0931)	

不明字 26( 嘉ヵ )

404	  C	 21	 (0933)	

不明字 14（示 +畐ヵ）

405	  B	 1	 (0934)	

福

406	  C	 11	 (0937)	

合字 3

407	  C	 21	 (0938)	

不明字 14（示 +畐ヵ）

408	  C	 37	 (0939)	

百ヵ

409	  A	 10	 (0945)	

宣徳 /年製

410	  C	 21	 (0947)	

不明字 14（示 +畐ヵ）

1655 ～ 1670 年代
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411	  B	 1	 (0948)	

福

412	  B	 6	 (0951)	

福（渦福）

413	  C	 8	 (0952)	

合字 1

414	  C	 1	 (0953)	

朱 + 示

415	  B	 3	 (0955)	

朱 + 畐

416	  B	 1	 (0957)	

福

417	  C	 21	 (0959)	

不明字 14（示 +畐ヵ）

418	  B	 1	 (0961)	

福

419	  C	 21	 (0962)	

不明字 14（示 +畐ヵ）

420	  C	 21	 (0963)	

不明字 14（示 +畐ヵ）

421	  B	 1	 (0964)	

福

422	  B	 3	 (0967)	

朱 + 福

423	  B	 1	 (0968)	

福

424A	 C	 21	 (0969)	

不明字 14（示 +畐ヵ）

424B	 B	 2	 (0969)	

福（草書）

425	  B	 1	 (0970)	

福

426	  B	 1	 (0971)	

福

427	  B	 1	 (0972)	

福

428	  B	 1	 (0973)	

福

429	  B	 1	 (0974)	

福

430	  A	 5	 (0975)	

化年製

431	  B	 1	 (0976)	

福

432	  B	 1	 (0977)	

福

433	  C	 30	 (0978)	

朱 + 不明字 21（畐ヵ）

434	  B	 1	 (0981)	

福

435	  B	 1	 (0982)	

福

436	  C	 31	 (0983)	

示 + 米

437	  B	 1	 (0984)	

福

438	  A	 3	 (0985)	

大明成 /化年製

439	  C	 21	 (0986)	

不明字 14（示 +畐ヵ）

440	  C	 19	 (0987)	

朱 + 不明字 12（畐ヵ）

441	  C	 21	 (0989)	

不明字 14（示 +畐ヵ）

442	  C	 21	 (0990)	

不明字 14（示 +畐ヵ）

443	  C	 21	 (0992)	

不明字 14（示 +畐ヵ）

444	  B	 1	 (0993)	

福　（旁と偏が逆）

445	  C	 21	 (0994)	

不明字 14（示 +畐ヵ）

446	  B	 1	 (0995)	

福

447	  C	 21	 (0996)	

不明字 14（示 +畐ヵ）

448	  B	 3	 (0998)	

朱 + 畐

449	  C	 21	 (0999)	

不明字 14（示 +畐ヵ）

450	  C	 21	 (1000)	

不明字 14（示 +畐ヵ）

451A	 B	 1	 (1004)	

福

1660 ～ 1670 年代
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451B	 C	 38	 (1004)	

不明字 27（畐 +朱ヵ）

452	  B	 1	 (1005)	

福

453	  B	 1	 (1009)	

福

454	  B	 1	 (1011)	

福

455	  B	 3	 (1019)	

朱 + 畐

456	  B	 1	 (1022)	

福

457	  C	 11	 (1024)	

合字 3

458	  B	 1	 (1026)	

福

459	  B	 1	 (1027)	

福

460	  B	 1	 (1028)	

福

461	  B	 1	 (1029)	

福

462	  B	 1	 (1031)	

福

463	  B	 1	 (1032)	

福

464	  C	 8	 (1034)	

合字 1

465	  C	 35	 (1035)	

不明字 25

466	  B	 1	 (1036)	

福

467	  C	 21	 (1038)	

不明字 14（示 +畐ヵ）

468	  A	 5	 (1042)	

化年製

469	  B	 3	 (1043)	

朱 + 畐

470	  C	 36	 (1044)	

不明字 26( 嘉ヵ )

471	  B	 1	 (1045)	

福

472	  C	 21	 (1048)	

不明字 14（示 +畐ヵ）

473	  C	 21	 (1049)	

不明字 14（示 +畐ヵ）

474	  C	 21	 (1050)	

不明字 14（示 +畐ヵ）

475	  B	 1	 (1052)	

福ヵ

476	  B	 1	 (1053)	

福

477	  C	 39	 (1054)	

不明字 28

478	  B	 2	 (1057)	

福（草書）

479	  B	 1	 (1058)	

福

480	  B	 1	 (1059)	

福

481	  C	 11	 (1060)	

合字 3

482	  C	 21	 (1061)	

不明字 14（示 +畐ヵ）

483	  A	 14	 (1062)	

青

484	  B	 1	 (1063)	

福

485	  A	 5	 (1064)	

化年製

486	  C	 21	 (1065)	

不明字 14（示 +畐ヵ）

487	  B	 1	 (1067)	

福

488	  C	 21	 (1068)	

不明字 14（示 +畐ヵ）

489	  B	 1	 (1070)	

福

490	  B	 1	 (1071)	

福

491	  C	 21	 (1073)	

不明字 14（示 +畐ヵ）

492	  B	 1	 (1076)	

福

1660 ～ 1670 年代
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493	  B	 1	 (4184)	

福

494	  C	 21	 (1078)	

不明字 14（示 +畐ヵ）

495	  B	 1	 (1079)	

福

496	  C	 21	 (1081)	

不明字 14（示 +畐ヵ）

497	  C	 21	 (1082)	

不明字 14（示 +畐ヵ）

498	  C	 1	 (1083)	

朱 + 示

499	  B	 1	 (1084)	

福

500	  A	 1	 (1085)	

太明

501	  B	 1	 (1086)	

福

502	  C	 21	 (1089)	

不明字 14（示 +畐ヵ）

503	  C	 21	 (1090)	

不明字 14（示 +畐ヵ）

504	  C	 21	 (1091)	

不明字 14（示 +畐ヵ）

505	  B	 1	 (1093)	

福

506	  B	 1	 (1107)	

福

507	  C	 21	 (1108)	

不明字 14（示 +畐ヵ）

508	  C	 21	 (1109)	

不明字 14（示 +畐ヵ）

509	  C	 21	 (1110)	

不明字 14（示 +畐ヵ）

510	  A	 11	 (1113)	

製

511	  A	 10	 (1114)	

宣徳 /年製

512	  A	 3	 (1119)	

大明成 /化年製

513	  A	 6	 (1122)	

大明嘉 /靖年製

514	  A	 3	 (1123)	

大明成 /化年製

515A	 A	 15	 (1124)	

大明宣 /化年製

515B	 A	 3	 (1124)	

太明成 /化年製

516	  B	 1	 (1125)	

福

517	  A	 3	 (1128)	

太明成 /化年製

1660 ～ 1670 年代
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図 3三法潟郷二俣村、成瀬村　寛政二年（1790）佐賀県立図書館所蔵

三法潟郷の二俣村と成瀬村の絵図であるが、本藩領である御蔵入地、蓮池領、武雄領などが複雑に存
在している。佐賀県立図書館 /古地図・絵図データベース《https://www.sagalibdb.jp/ezu/》参照

図 2 三法潟郷之図白石南郷之内楢崎村

之図　元禄十年（1697）　

武雄鍋島家資料　武雄市藏

三法潟郷とその中の各村の範囲および

白石南郷楢崎村の範囲が示されるが、

東側の杵島山のほとんどが御蔵山 (本

藩領、　 色の範囲 )であることが分か

る。武雄鍋島家資料（絵図）閲覧システ

ム《http://takeo-od.sakura.ne.jp/maps/

collections/》参照
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図 1　江戸時代の志田東山・西山の窯跡と志田東山関係文書の関係地位置図

 　   元禄十年　「三法潟郷之図白石南郷之内楢崎
　　　　村之図」・図 2 の概略範囲

　　　  寛政二年「三法潟郷二俣村、成瀬村」・図 3

　　　　の概略範囲

・ で囲んだ地名は、志田東山関係文書に登場する

地名等。また赤で範囲を示したものは、注 3 服部英雄

氏著書で推定できた現在に残る地名の範囲である。

・志田東山、西山窯跡の窯跡番号は、江戸時代に操業

および始まった窯だけを抽出した。（例：志田東山 2

号窯跡→２）
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ば
し
て
大
火
と
な
り
、
焼
物
町
一
〇
〇
〇
軒
余
の
う
ち
八
〇
六
軒
が
灰
じ
ん
に
帰
し
た
。」
と
さ
れ
、
文
政
十
一
年
の
大
火
な
ど
と
言
わ
れ
る
。
池
田
史
郎
「
子
年
の
大
風
」『
佐
賀
県
大

百
科
事
典
』
昭
和
五
十
八
年
八
月
一
日　

佐
賀
新
聞
社　

六
五
〇
頁
。「
有
田
町
史　

通
史
編
」
昭
和
六
十
一
年
十
二
月
二
十
五
日　

有
田
町
史
編
纂
委
員
会
編　

有
田
町　

一
〇
九
頁

17　

�「
内
野
山
」
は
、
現
在
の
嬉
野
市
嬉
野
町
大
字
下
宿
の
内
野
山
で
、
江
戸
時
代
の
佐
賀
本
藩
領
の
窯
場
の
一
つ
。
志
田
東
山
と
は
直
線
距
離
で
約
十
五
㎞
の
距
離
で
あ
る
。
「
福
泉
寺
八
ノ

く
ぼ
山
」
は
未
詳
。
福
泉
寺
は
現
在
の
佐
賀
県
杵
島
郡
白
石
町
田
野
上
に
あ
る
臨
済
宗
寺
院
で
あ
り
、
こ
の
近
辺
の
山
林
で
あ
ろ
う
か
。
寺
は
志
田
東
山
と
は
杵
島
山
を
挟
ん
だ
東
麓
に

あ
る
。
（
図
1
）

18　

�

中
島
浩
気
「
肥
前
陶
磁
史
考
」
昭
和
十
一
年
九
月
一
日　

肥
前
陶
磁
史
考
刊
行
會
（
昭
和
六
十
年
八
月
一
日
復
刻　

青
潮
社
）
二
〇
一
頁

19　

藤
原
友
子
「
史
料
紹
介
『
陶
磁
器
沿
革
其
他
取
調
書
』
（
写
）
」　

研
究
紀
要　

第
四
号　

三
十
九
頁　

平
成
十
七
年
九
月
三
十
日　

佐
賀
県
立
九
州
陶
磁
文
化
館　
　

20　

�「
府
県
陶
器
沿
革
陶
工
傳
統
誌
」　

明
治
十
九
年
六
月
二
十
五
日　

農
商
務
省
農
務
局
、
工
務
局
編　

復
刻
版
（
明
治
後
期
産
業
発
達
史
資
料
第
一
八
七
巻
）　

平
成
六
年
三
月　

龍
溪
書
舎
）

21　

「
佐
賀
県
遺
跡
地
図
」
佐
賀
県
教
育
委
員
会　

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日

22　

�

①
「
志
田
東
山
二
号
窯
跡
調
査
概
報　

町
内
古
陶
磁
窯
跡
発
掘
調
査
五
」
塩
田
町
文
化
材
調
査
報
告
書
第
二
十
三
集　

平
成
十
三
年
三
月
三
十
一
日　

佐
賀
県
塩
田
町
教
育
委
員
会　

 

②
「
志
田
東
山
三
号
窯
跡
調
査
概
報　

町
内
古
陶
磁
窯
跡
発
掘
調
査
六
」
塩
田
町
文
化
材
調
査
報
告
書
第
二
十
五
集　

平
成
十
四
年
三
月
三
十
一
日　

佐
賀
県
塩
田
町
教
育
委
員
会

23　

�

①
「
塩
田
町
志
田
西
山
一
号
窯
跡
」
肥
前
地
区
古
窯
跡
調
査
報
告
書
第
八
集　

平
成
三
年
三
月
三
十
日　

佐
賀
県
立
九
州
陶
磁
文
化
館
、
②
塩
田
町
文
化
材
調
査
報
告
書
第
二
十
一
集
「
志

田
西
山
二
・
三
・
四
号
窯
跡
調
査
概
報　

町
内
古
陶
磁
窯
跡
発
掘
調
査
四
」
平
成
十
二
年
三
月
三
十
一
日　

佐
賀
県
塩
田
町
教
育
委
員
会　

③
「
第
三
回
特
別
展
塩
田
の
や
き
も
の
『
幕
末

期
の
志
田
焼
』
展
示
図
録
」　

平
成
五
年
十
月
三
十
日　

監
修　

大
橋
康
二
・
編
集　

塩
田
町
歴
史
民
俗
資
料
館
・
発
行　

塩
田
町
教
育
委
員
会

24　

注
19
―
①
報
告
書

25　

注
19
①
、
②
、
③
報
告
書
な
ど
。

26　

�

皿
山
代
官
旧
記
覚
書
「
寛
政
九
巳
申
渡
帳
」
に
「
科
代
銀
七
匁　

志
田
東
山　

庄
屋　

次
右
エ
門
／
同　

五
匁
ツ
　ゝ

右
同
所　

釜
焼
八
人
／
其
方
共
儀
、
甕
茶
出
其
外
焼
来
候
処
、
時

節
柄
不
商
売
ニ
而
渡
世
成
兼
候
ニ
付
、
南
京
焼
存
立
西
山
蓮
池
私
領
へ
一
類
共
罷
在
候
由
ニ
而
、
栫
土
等
申
請
、
少
々
焼
立
候
処
、
相
応
ニ
有
之
、
幾
々
渡
世
相
続
ニ
も
可
相
成
候
得
共
、

兼
而
極
及
零
落
釜
普
請
等
自
力
ニ
而
不
任
所
存
儀
、
彼
是
を
以
丁
銀
弐
拾
五
貫
目
拝
借
願
出
候
、
惣
而
南
京
焼
自
分
ニ
仕
立
候
儀
堅
停
止
ニ
候
得
ハ
、
前
以
相
願
指
図
之
上
、
試
焼
立
可

申
処
、
無
其
儀
、
畢
竟
、
不
案
内
之
処
、
前
断
之
次
第
、
甚
以
無
調
法
至
極
候
、
次
右
エ
門
義
ハ
庄
屋
役
も
相
勤
居
、
猶
又
、
不
念
無
調
法
之
至
候
、
依
之
、
焼
物
取
揚
之
上
、
銘
々
如

書
載
為
科
代
銀
子
相
納
候
様
申
付
者
也
、
」
と
あ
り
、
そ
も
そ
も
甕
茶
出
其
外
を
焼
い
て
き
て
い
た
が
、
時
節
柄
商
売
に
成
ら
な
く
な
っ
て
き
た
の
で
、
磁
器
で
存
立
し
て
い
る
蓮
池
領

西
山
に
一
類
（
親
類
）
が
い
た
た
め
、
少
し
だ
け
焼
い
た
と
こ
ろ
、
相
応
に
で
き
た
、
と
の
が
記
載
あ
る
。　

注
７
書　

四
五
八
頁

27　

青
木
克
己
、
注
一
書
、
一
一
九
頁
。

28　

�

志
田
原
、
大
草
場
に
つ
い
て
は
志
田
東
山
の
南
西
部
の
平
地
に
名
称
が
残
っ
て
い
る
（
図
１
）
。
服
部
英
雄
「
四
千
人
が
二
千
の
村
で
聞
き
取
っ
た
四
万
の
地
名
、
し
こ
名
」
平
成
十
六

年
三
月
一
〇
日
発
行　

花
書
院

29　

「
皿
山
代
官
旧
記
覚
書
」
雑
ノ
部
一
通
「
安
永
巳
年
日
記
」　

注
７
書　

二
一
九
頁

30　

�

注
26
に
同
じ
。
「
寛
政
九
巳
申
渡
帳
」
は
、
南
京
焼
の
前
も
っ
て
相
談
の
上
行
う
べ
き
の
事
だ
っ
た
の
を
無
届
出
で
行
っ
た
の
は
「
無
調
法
至
極
候
」
と
の
こ
と
で
、
志
田
東
山
庄
屋
次

エ
門
と
釜
焼
八
人
に
書
載
の
通
り
の
科
銀
（
罰
金
）
を
科
す
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
が
、
こ
れ
以
後
南
京
焼
（
磁
器
）
焼
成
に
つ
い
て
も
可
能
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
惣

而
南
京
焼
自
分
ニ
仕
立
候
儀
堅
停
止
ニ
候
得
ハ
」
と
す
べ
て
磁
器
焼
成
す
る
こ
と
は
堅
く
禁
止
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
の
甕
（
陶
器
）
焼
も
継
続
し
て
い
る
よ
う
な
の
で
、
こ
の
後
、
窯
焼
が

陶
器
を
焼
く
甕
焼
と
磁
器
を
焼
く
窯
焼
（
南
京
焼
）
に
分
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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八
日
条　

佐
賀
県
近
世
資
料　

第
一
編
第
四
巻　

二
二
三
頁
）
。

6　
�

上
野
村
、
小
野
原
村
、
郷
野
木
村
は
江
戸
時
代
の
三
法
潟
郷
の
南
部
に
属
す
る
村
で
、
郷
野
木
村
は
小
野
原
村
の
小
村
。
い
ず
れ
も
蓮
池
領
で
、
本
藩
領
の
楢
崎
村
と
と
も
に
志
田
東
山
、

西
山
の
北
側
に
隣
接
す
る
。
「
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
四
一　

佐
賀
県
」
昭
和
五
十
七
年
三
月
八
日　

角
川
書
店　

三
三
四
～
三
三
五
頁

7　

�

志
田
東
山
の
懸
り
役
と
さ
れ
る
秀
嶋
貞
左
衛
門
は
皿
山
代
官
旧
記
覚
書
、
勤
人
数
「
明
和
元
申
年
日
記　

皿
山
会
所
地
方
詰
并
足
軽
名
書
覚
」
に
下
村
七
エ
門
与
と
し
て
記
載
さ
れ
る
。

池
田
史
郎
「
皿
山
代
官
旧
記
覚
書
」
昭
和
四
十
一
年
七
月
一
日　

金
華
堂　

四
十
頁
。

8　

�「
白
石
西
平
」
は
未
詳
。
白
石
と
繋
が
る
志
田
東
山
の
東
側
背
後
、
杵
島
山
の
西
斜
面
の
ど
こ
か
を
指
す
の
だ
ろ
う
か
。
嬉
野
市
指
定
重
要
文
化
財
「
志
田
村
庄
屋
文
書
」
の
中
に
「
安

政
三
年
辰
十
一
月　

白
石
西
平
志
田
村
御
山
方
」
の
表
題
の
文
書
の
外
、
「
白
石
西
平
志
田
村
」
と
志
田
村
に
白
石
西
平
が
付
く
複
数
の
文
書
が
あ
る
の
で
、
志
田
村(

東
山)

付
近
と

考
え
ら
れ
る
。

9　

�

有
田
皿
山
代
官
。
「
有
田
町
史　

政
治
・
社
会
編
一
」
昭
和
六
十
二
年
十
二
月
十
五
日　

四
頁
で
は
高
木
与
惣
兵
衛
の
皿
山
代
官
の
在
任
期
間
を
延
享
三
年
か
ら
宝
暦
八
年
と
す
る
が
、

少
な
く
と
も
、
今
回
の
資
料
で
は
宝
暦
九
年
の
九
月
ま
で
は
在
任
期
間
と
な
っ
て
い
る
。

10　

�

現
在
の
武
雄
市
橘
町
一
帯
の
水
田
、
畑
地
や
山
地
を
含
む
地
域
を
指
し
、
佐
賀
本
藩
、
蓮
池
領
、
武
雄
領
の
領
地
が
混
在
し
た
地
域
。
三
法
潟
（
三
方
潟
な
ど
と
も
）
の
地
名
の
由
来
は

こ
の
三
者
の
掟
が
適
応
さ
れ
た
た
め
と
言
わ
れ
る
。

11　

�

原
文
書
十
三
頁
（
本
書
⑼
頁
）
記
載
の
冨
石
清
兵
衛
は
、
皿
山
代
官
旧
記
覚
書
、
達
帳
一
通
「
宝
暦
六
子
年
日
記
」
、
役
方
一
通
「
宝
暦
五
亥
年
日
記
」
に
皿
山
代
官　

高
木
与
惣
兵
衛
、

下
役
村
岡
常
七
な
ど
と
登
場
。
池
田
史
郎
「
皿
山
代
官
旧
記
覚
書
」
昭
和
四
十
一
年
七
月
一
日　

金
華
堂　

二
十
四
、
六
十
四
頁
な
ど
。

12　

�

楢
崎
村
は
、
志
田
東
山
の
北
隣
の
村
。
江
戸
時
代
佐
賀
本
藩
領
、
白
石
南
郷
に
属
す
る
。「
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
四
一　

佐
賀
県
」
昭
和
五
十
七
年
三
月
八
日　

角
川
書
店　

五
一
八
～

五
一
九
頁

13　

�

蓮
池
藩
聞
役
と
し
て
登
場
す
る
大
塚
孫
次
郎
は
、
宝
暦
元
年
（
一
七
五
一
）
十
月
か
ら
宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
八
月
ま
で
の
蓮
池
藩
塩
田
役
所
頭
人
。
福
岡
博
編
「
蓮
池
藩
日
誌
」

昭
和
五
十
六
年
四
月
一
日　

ふ
る
さ
と
社　

一
一
七
頁
の
宝
暦
元
年
十
月
十
五
日
に
「
大
塚
孫
次
郎
ヲ
以
テ
塩
田
頭
人
ト
為
ス
。
」
と
あ
る
。
ま
た
、
同
書
一
四
三
頁
の
宝
暦
十
三
年
八

月
十
二
日
に
、
次
の
「
八
戸
忠
左
衛
門
ヲ
以
テ
塩
田
頭
人
ト
為
ス
。
」
と
あ
る
。

14　

�

未
詳
。
志
田
東
山
の
東
側
に
あ
る
杵
島
山
の
中
の
一
つ
で
あ
る
「
白
岩
山
」
一
帯
の
可
能
性
も
あ
る
。
「
白
岩
山
」
は
、
江
戸
期
は
鍋
島
藩
の
狩
場
だ
っ
た
。
「
角
川
日
本
地
名
大
辞
典

四
一　

佐
賀
県
」
昭
和
五
十
七
年
三
月
八
日　

角
川
書
店
。
ま
た
、
注
２
書
の
同
じ
個
所
に
御
狩
場
と
し
て
「
白
石
山
」
と
あ
る
。
さ
ら
に
、
佐
賀
県
杵
島
郡
白
石
町
の
杵
島
山
の
一
角
、

大
字
深
浦
字
笹
山
添
に
あ
る
昭
和
四
年
建
立
の
「
笹
山
御
狩
倉
山
遺
跡
」
の
石
碑
に
は
、「
白
石
山
」
の
地
名
が
あ
り
、
白
岩
山
な
ど
を
含
む
杵
島
山
の
広
い
範
囲
を
指
す
可
能
性
も
あ
る
。

「
有
明
町
史
」
昭
和
四
十
四
年
九
月
十
五
日
有
明
町
教
育
委
員
会
編
。
一
七
六
頁
。

15　

�

村
岡
常
七
は
皿
山
代
官
旧
記
覚
書　

勤
人
数
「
寛
延
弐
巳
年
日
記
」
～
「
宝
暦
八
寅
年
長
崎
御
仕
与
方
へ
之
名
書
」
な
ど
に
登
場
。
ま
た
同
書
役
方
一
通
「
宝
暦
五
亥
年
日
記
」
、
「
宝
暦

七
丑
年
日
記
」
な
ど
に
、
注
11
の
冨
石
清
兵
衛
な
ど
と
登
場
。
同
じ
く
同
書
、
御
巡
検
一
通
「
宝
暦
八
寅
年
日
記
」
お
よ
び
達
帳
一
通
「
宝
暦
六
子
年
日
記
」
に
注
９
の
皿
山
代
官　

高

木
与
惣
兵
衛
な
ど
と
登
場
。
池
田
史
郎
「
皿
山
代
官
旧
記
覚
書
」
昭
和
四
十
一
年
七
月
一
日　

金
華
堂　

十
七
、
十
八
、
二
十
六
、
三
十
三
、
三
十
五
、
三
十
七
、
三
十
八
、
六
十
四
頁
な
ど
。

16　

�

文
政
十
一
年
八
月
九
日
～
十
日
に
か
け
て
襲
来
し
た
台
風
。
長
崎
県
西
彼
杵
半
島
に
上
陸
し
、
有
田
の
南
、
佐
賀
、
久
留
米
、
秋
月
の
北
部
を
通
過
し
た
ル
ー
ト
が
考
え
ら
れ
、
死
者
だ

け
で
も
藩
全
体
で
八
千
～
一
万
人
を
数
え
た
佐
賀
藩
の
被
害
は
甚
大
で
あ
っ
た
。
子
年
の
大
風
、
シ
ー
ボ
ル
ト
台
風
な
ど
と
呼
ば
れ
る
。
小
西
達
男
「
一
八
二
八
年
シ
ー
ボ
ル
ト
台
風
（
子

年
の
大
風
）
と
高
潮
」『
天
気
』
第
五
十
七
巻　

第
六
号　

社
団
法
人
日
本
気
象
学
会　

二
〇
一
〇
年
六
月
三
〇
日
。
有
田
で
は
「
吹
き
す
さ
ぶ
北
東
風
が
岩
谷
川
内
の
素
焼
窯
を
吹
き
飛



― 56 ―（43）

志田東山関係文書と記録された志田東山窯の歴史　【家田　淳一】　52-72

行
す
る
近
隣
の
甕
焼
窯
で
あ
る
志
田
西
山
一
号
窯
の
操
業
者
が
最
も
有
力
で
あ
る
が
、
蓮
池
領
で
あ
る
。
外
に
も
同
様
に
蓮
池
領
で
あ
る
が
、
陶
土
採
掘
地
と
し
て
登
場
し
た

上
野
村
（
山
）
の
窯
な
ど
、
あ
る
い
は
武
雄
邑
領
川
登
地
区
の
陶
器
窯
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
が
、
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
二
つ
目
が
、
志
田
東
山
も
十
九
世
紀
に
な
っ
た

こ
ろ
か
ら
磁
器
生
産
を
始
め
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
志
田
東
山
二
号
、
三
号
窯
跡
の
発
掘
調
査
で
も
磁
器
製
品
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
天
保
五
年
、
慶
應
二
年
の
両
文
書
資
料

に
は
、
磁
器
に
つ
い
て
は
一
切
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
天
保
五
年
の
資
料
に
は
「
甕●

釜
焼
中
」
、
慶
應
二
年
の
資
料
に
も
「
志
田
東
山
瓶●

釜
焼

／
登
支
配
外
尾
庄
蔵
」
（
い
ず
れ
も
傍
点
筆
者
）
と
な
っ
て
お
り
、
磁
器
を
作
る
窯
焼
と
従
来
か
ら
の
甕
を
作
る
窯
焼
が
区
別
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
、
江
戸
時
代
の
東

西
の
志
田
山
の
違
い
が
、
現
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。30

こ
れ
ら
二
つ
以
外
に
つ
い
て
も
提
起
で
き
る
諸
問
題
が
あ
る
と
は
思
う
が
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

末
尾
に
な
っ
た
が
、
今
回
対
象
と
し
た
当
館
文
書
資
料
の
翻
刻
を
行
い
、
掲
載
に
つ
い
て
も
ご
快
諾
い
た
だ
い
た
尾
﨑
葉
子
氏
と
撮
影
写
真
を
提
供
い
た
だ
い
た
嬉
野
市
史
編
纂

室
に
対
し
お
礼
申
し
上
げ
る
。
ま
た
図
１
の
制
作
と
図
３
の
加
工
な
ど
は
宮
木
貴
史
氏
の
協
力
、
図
２
に
つ
い
て
は
武
雄
市
図
書
館
・
歴
史
資
料
館
の
掲
載
許
可
と
同
館
、
一
ノ
瀬

明
子
氏
の
教
示
を
得
た
。
さ
ら
に
図
３
は
佐
賀
県
立
図
書
館
の
古
地
図
・
絵
図
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
活
用
し
た
。
最
後
に
、
本
資
料
を
昭
和
六
十
年
に
当
館
資
料
と
し
て
収
集
さ
れ
た

元
当
館
副
館
長
、
前
山
博
先
生
が
翻
刻
や
論
考
の
内
容
に
つ
い
て
御
教
示
い
た
だ
こ
う
と
し
て
い
た
矢
先
の
昨
年
十
一
月
七
日
鬼
籍
に
入
ら
れ
た
こ
と
が
残
念
で
な
ら
な
い
。

注1　

�

外
尾
半
平
は
、
志
田
東
山
再
興
の
顕
彰
碑
と
し
て
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
に
建
て
ら
れ
た
「
江
口
魯
童
之
祠
」
の
中
の
一
人
に
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
青
木
克
己
「
志
田
窯
の
歴
史
」

『
志
田
窯
の
染
付
皿
ー
江
戸
後
・
末
期
の
作
風
を
み
る
ー
』
平
成
六
年
十
月
二
十
五
日　

里
文
出
版　

一
二
八
頁

2　

�

藤
崎
安
兵
衛
は
、
原
文
書
十
頁
（
本
書
⑻
頁
）
に
は
高
木
勘
兵
衛
と
も
に
「
御
狩
方
御
頭
人
」
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
吉
茂
公
御
年
譜
巻
之
六
・
享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
癸
卯　

六
月
八
日
条
に
、

「
狩
山
心
遣
」
と
あ
り
こ
の
時
の
同
行
者
吉
村
又
七
な
ど
と
白
石
山
な
ど
の
御
狩
役
を
務
め
て
い
る
（
佐
賀
県
近
世
資
料
第
一
編
第
四
巻
二
二
三
頁
）
。
も
う
一
人
の
同
行
者
、
梅
野
弥
右

衛
門
の
名
は
山
本
神
右
衛
門
常
朝
年
譜
（
正
徳
二
辰
年
（
一
七
一
二
）
）
五
月
十
五
日
条
に
見
え
る
（
佐
賀
県
近
世
資
料
第
一
編
第
四
巻
四
三
九
頁
）
。

3　

�「
平
ヶ
倉
山
」
は
志
田
東
山
二
号
窯
跡
の
東
約
三
〇
〇
～
七
〇
〇
ｍ
の
丘
陵
部
の
「
平
ヶ
倉
」
と
い
う
地
名
の
残
る
場
所
と
考
え
ら
れ
る
。
服
部
英
雄
「
四
千
人
が
二
千
の
村
で
聞
き
取
っ

た
四
万
の
地
名
、
し
こ
名
」
平
成
十
六
年
三
月
一
〇
日
発
行　

花
書
院

4　

�

こ
の
安
住
武
左
衛
門
の
名
前
は
十
一
年
後
の
享
保
十
八
年
（
一
七
三
三
）
十
月
頃
に
本
藩
「
郡
目
付
」
と
し
て
の
記
録
が
あ
る
。
（
出
典
「
御
屋
形
日
記
」
）
北
方
町
史　

下
巻　

昭
和

六
十
二
年
三
月
一
日　

北
方
町
町
史
編
さ
ん
事
務
局
編　

北
方
町
発
行
六
五
九
頁
。

5　

�

吉
村
又
七
は
、
藤
崎
安
兵
衛
な
ど
と
と
も
に
「
中
小
性(

姓)

」
と
し
て
白
石
山
な
ど
の
御
狩
役
を
務
め
て
い
る
。
（
吉
茂
公
御
年
譜
巻
之
六
・
享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
癸
卯　

六
月
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年
に
短
縮
さ
れ
、
後
者
は
そ
の
ま
ま
認
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
同
資
料
の
七
頁
（
本
書
⑹
頁
）
に
「
釜
御
運
上
銀
百
六
拾
匁
を
正
月
、
五
月
、
九
月
三
度
相
納
候
様
被
仰
付
候

事
」
と
窯
運
上
銀
百
六
拾
匁
を
正
月
、
五
月
、
九
月
三
度
納
め
す
る
こ
と
を
決
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
の
東
山
の
窯
立
て
の
際
の
主
な
課
税
で

あ
り
、
加
え
て
同
文
書
六
頁
（
本
書
⑹
頁
）
に
「
釜
塗
立
用
こ
も
と
小
屋
懸
ケ
用
竹
木
、
銀
懸
無
之
被
仰
付
候
」
お
よ
び
「
下
シ
等
隙
取
候
而
は
不
相
叶
ニ
付
而
、
夫
丸
も
被

差
出
候
」
と
四
頁
（
本
書
⑸
頁
）
に
あ
る
よ
う
な
窯
築
造
に
と
も
な
う
資
材
や
人
夫
な
ど
を
無
料
提
供
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
同
二
十
二
頁
（
本
書
(1 ４)
頁
）
に
あ
る
宝
暦
九
年

（
一
七
五
九
）
の
薪
の
割
山
に
つ
い
て
具
体
的
な
金
額
は
不
明
だ
が
「
納
銀
之
儀
は
嬉
野
内
野
山
格
ニ
被
仰
付
被
下
候
ハ
ゝ
、
仰
付
候
通
、
無
相
違
相
納
可
申
候
」
と
同
じ
本

藩
領
で
あ
る
嬉
野
内
野
山
と
同
等
の
税
額
の
願
出
に
対
し
、
同
二
十
五
頁
（
本
書
(1 ５)
頁
）
の
宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）
辰
卯
月
（
四
月
）
十
五
日
の
達
し
で
は
「
銀
八
拾
匁
被

相
増
候
、
都
而
弐
百
四
拾
匁
ニ
相
成
候
而
三
度
納
ニ
相
成
候
也
」
と
、
銀
八
拾
匁
を
増
額
さ
れ
、
享
保
七
年
に
定
め
ら
れ
た
百
六
拾
匁
が
弐
百
四
拾
匁
に
な
っ
て
お
り
、
藩
と

し
て
も
ど
こ
か
で
税
収
の
帳
尻
は
合
わ
す
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
因
み
に
こ
の
課
税
額
は
、
十
二
年
後
の
安
永
二
年
（
一
七
七
二
）
に
も
「
壱
ヶ
年
運
上
銀
弐
百
四
拾
匁
、

毎
歳
四
月
・
五
月
・
十
二
月
三
度
納
ニ
被
仰
付
」
と
変
わ
っ
て
い
な
い
。29

な
お
、
慶
応
二
年
寅
十
一
月
の
「
乍
恐
奉
願
口
上
覚
」
に
は
「
惣
而
土
床
之
儀
者
、
蓮
池
御
私
領

ゟ
堀
取
、
薪
之
儀
ハ
御
狩
山
之
内
ゟ
薪貼

り

紙

材
ノ
割
山
無
銀
懸
ニ

、
毎
歳
三
丁
宛
被
差
出
候
様
、
尚
又
釜
地
床
御
免
地
ニ
召
被
成
被
下
」
（
五
〜
六
行
目
）
と
あ
り
、
文
字
通
り

で
あ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
の
窯
草
創
当
時
は
す
べ
て
の
陶
土
採
掘
は
蓮
池
私
領
よ
り
、
薪
は
御
狩
山
か
ら
の
割
山
を
無
銀
懸
け
（
無
税
）
で
行
う
と

あ
り
、
あ
る
程
度
ま
で
は
免
税
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
釜
（
窯
）
地
床
の
永
代
免
税
も
こ
の
時
ま
で
継
続
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
七
〜
八
行
目
）
。

お
わ
り
に

尾
﨑
葉
子
氏
に
よ
っ
て
翻
刻
さ
れ
た
、
江
戸
時
代
、
佐
賀
本
藩
領
の
大
外
山
の
一
つ
で
あ
っ
た
志
田
東
山
関
係
の
三
件
の
文
書
資
料
の
内
容
を
解
釈
し
、
そ
こ
か
ら
知
る
こ

と
の
で
き
る
若
干
の
問
題
に
つ
い
て
述
べ
た
。
最
後
に
、
こ
の
資
料
に
登
場
し
な
か
っ
た
二
つ
の
問
題
を
あ
げ
、
終
わ
る
こ
と
に
し
た
い
。
一
つ
目
が
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）

か
ら
翌
年
頃
に
行
わ
れ
た
窯
の
設
立
に
あ
た
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
技
術
指
導
が
行
わ
れ
た
か
、
換
言
す
れ
ば
先
行
す
る
ど
こ
の
窯
場
の
人
物
の
指
導
が
行
わ
れ
た
の
か
、
一
切

触
れ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
平
ヶ
倉
山
に
住
ん
で
い
た
そ
れ
ま
で
、
恐
ら
く
窯
業
に
携
わ
っ
た
事
が
な
い
十
五
人
が
、
一
年
程
度
の
期
間
で
甕
焼
業
を
始
め
る
た
め
に

は
、
陶
土
、
薪
な
ど
の
原
料
、
作
業
小
屋
や
住
居
な
ど
の
小
屋
掛
け
資
材
、
窯
築
造
の
土
地
（
釜
地
床
）
だ
け
で
は
な
く
、
窯
築
造
、
陶
土
採
掘
、
製
土
、
製
陶
、
焼
成
な
ど

の
極
め
て
専
門
的
な
知
識
、
技
術
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
を
周
知
し
た
も
の
か
ら
の
指
導
は
不
可
欠
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
一
切
触
れ
ら
れ
な
い
。
可
能
性
が
あ
る
の
は
先
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二
、
陶
土
と
燃
料
用
薪
な
ど
に
つ
い
て

次
に
、
「
亀
土
之
義
は
蓮
池
領
分
上
野
村
幷
小
野
原
郷
野
木
村
ニ
御
座
候
」
と
い
う
よ
う
に
、
蓮
池
領
の
上
野
村
、
小
野
原
村
、
郷
野
木
村
三
ヶ
村
の
「
田
畠
の
底
土
」
を

掘
り
取
る
こ
と
が
約
束
さ
れ
て
い
た
。
三
法
潟
と
は
、
志
田
東
山
か
ら
北
に
隣
接
す
る
現
在
の
武
雄
市
橘
町
一
帯
の
こ
と
で(

図
１
、
２)

、
杵
島
山
の
西
麓
山
地
か
ら
武
雄
盆

地
の
水
田
地
帯
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
蓮
池
領
、
武
雄
邑
領
、
佐
賀
本
藩
領
の
三
領
地
が
複
雑
に
入
り
組
ん
で
お
り
、
こ
れ
が
宝
暦
九
年
の
際
の
領
地
を
挟
ん
だ
土
取
り
問
題

の
原
因
で
も
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
の
三
法
潟
の
絵
図
を
見
る
と
、
宝
暦
九
年
当
時
の
陶
土
採
掘
問
題
地
で
あ
っ
た
三
法
潟
の
南
側
の
小
野
原
、
郷
野
木
、

上
野
村
付
近
で
は
な
い
北
側
の
二
俣
村
の
状
況
で
は
あ
る
が
、
御
蔵
入
地
、
蓮
池
領
地
、
武
雄
領
地
が
極
め
て
複
雑
に
入
り
込
ん
だ
状
況
が
知
れ
、
宝
暦
九
年
の
争
議
が
生
じ

た
理
由
を
想
像
で
き
る(

図
３)

。
し
か
し
そ
も
そ
も
当
初
、
本
藩
の
窯
焼
き
の
た
め
の
陶
土
採
掘
を
私
領
の
畠
か
ら
採
掘
す
る
こ
と
に
さ
せ
た
こ
と
が
、
万
一
現
地
に
適
切

な
甕
焼
用
の
陶
土
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
驚
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
後
の
慶
応
二
年
の
「
乍
恐
奉
願
口
上
覚
」
に
よ
れ
ば
、
「
近
年
三
法
潟
土
払
底
」
し
、
次
に
「
鍋
嶋
辰

太
郎
様
地
行
所
、
志
田
村
尤
御
私
領
久
間
山
伐
木
山
裾
辺
、
志
田
原
」
も
掘
り
つ
く
し
、
「
御
私
領
久
間
山
之
内
、
大
草
場
、
一
ノ
狩
倉
一
式
、
幷
ニ
小
狩
倉
南
裾
辺
田
」28

の

近
く
を
採
掘
さ
せ
て
欲
し
い
と
の
こ
と
で
、
一
貫
し
て
近
隣
の
蓮
池
私
領
の
田
畠
か
ら
採
掘
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
単
に
甕
作
り
用
の
陶
土
が
そ
こ
に
し
か
な
い
た
め
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
同
じ
本
藩
領
で
あ
っ
て
も
田
畠
の
耕
作
に
影
響
し
、
税
収
を
落
と
す
こ
と
は
許
可
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

さ
ら
に
燃
料
と
し
て
の
薪
に
つ
い
て
は
、
最
初
の
享
保
七
年
の
「
末
々
薪
之
義
者
悪
木
、
枯
木
等
被
差
出
被
下
候
様
奉
願
候
事
」
と
、
こ
れ
か
ら
悪
木
、
枯
木
な
ど
を
提
供

し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
願
い
は
通
っ
て
い
る
の
で
、
本
藩
管
轄
の
山
林
か
ら
提
供
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
宝
暦
九
年
時
点
で
は
調
達
に
苦
労
し
て
い
る
よ
う
で
、
竹
、

あ
る
い
は
悪
木
を
薪
山
か
ら
提
供
し
て
も
ら
う
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
天
保
五
年
に
は
本
藩
領
と
は
言
え
か
な
り
離
れ
た
内
野
山
や
恐
ら
く
東
側
の
杵
島
山
の
中
と
思

わ
れ
る
御
狩
山
や
そ
こ
に
支
障
が
あ
れ
ば
志
田
山
の
最
寄
り
の
山
か
ら
の
提
供
を
願
っ
て
お
り
、
土
ば
か
り
で
な
く
薪
の
確
保
も
大
き
な
問
題
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

三
、
課
税
に
つ
い
て

続
い
て
、
若
干
で
は
あ
る
が
課
税
に
関
す
る
記
載
が
あ
る
の
で
確
認
し
て
お
き
た
い
。
最
初
に
登
場
す
る
の
が
「
宝
暦
九
歳
卯
九
月
廿
三
日　

志
田
東
山
ゟ
焼
物
方
ニ
付
而

筋
々
差
出
候
諸
控
」
の
四
頁
（
本
書
⑸
頁
）
に
「
拾
五
ケ
所
之
屋
敷
畠
御
成
目
銀
拾
ケ
年
無
米
被
仰
付
候
様
奉
願
候
、
尤
釜
地
床
者
永
代
御
免
地
ニ
被
仰
付
度
奉
願
候　

地
床

左
之
通
リ
、
横
拾
間
、
長
三
拾
八
間
ニ
奉
願
候
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
享
保
七
年
十
一
月
か
ら
恐
ら
く
翌
年
に
か
け
て
志
田
東
山
を
立
て
る
と
き
に
、
住
居
の
引
っ
越
し
先

十
五
ヶ
所
（
軒
）
に
つ
い
て
は
十
ヶ
年
の
免
税
、
横
拾
間
（
約
十
八
ｍ
）
、
長
三
拾
八
間
（
約
六
十
九
ｍ
）
の
登
窯
の
地
床
に
つ
い
て
は
永
代
免
税
を
願
い
出
て
、
前
者
が
五
ヶ
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調
査
で
甕
、
擂
鉢
、
鉢
、
土
瓶
、
徳
利
、
皿
、
碗
、
香
炉
、
灯
火
具
、
京
焼
風
陶
器
（
碗
、
深
皿
な
ど
）
な
ど
の
多
様
な
陶
器
と
染
付
大
皿
、
中
・
小
皿
、
碗
、
鉢
な
ど
の
染

付
磁
器
が
出
土
し
て
お
り
、
十
八
世
紀
前
半
～
明
治
ま
で
の
操
業
が
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
磁
器
は
文
献
資
料
な
ど
か
ら
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
頃
以
降
と
考
え
ら
れ
て
い

る26

。
同
じ
く
三
号
窯
跡
は
、
新
旧
二
基
の
窯
跡
が
確
認
さ
れ
、
広
東
形
の
染
付
碗
も
出
土
し
て
お
り
、
詳
細
は
課
題
だ
が
、
皿
山
代
官
旧
記
覚
書
の
文
化
十
一
年(

一
八
一
四)

の
口
達
に
記
さ
れ
る
「
志
田
新
登
」
が
こ
の
三
号
窯
と
考
え
る
と
、
少
な
く
と
も
こ
の
頃
ま
で
に
は
開
窯
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。27

ま
た
、
こ
れ
以
外
に
も
志
田
両
山
の
操
業
時
期
に
関
す
る
、
い
く
つ
か
の
文
字
記
録
が
知
ら
れ
て
お
り
、
西
山
で
は
「
元　

宝
永
丙
戌
歳
／
施
主　

浦
川
與
右
衛
門　

天
保

七
年
丙
申
年
三
月
十
二
日
」
の
西
山
陶
山
社
に
あ
る
石
祠
の
銘
文
の
「
宝
永
丙
戌
」
す
な
わ
ち
宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）
を
現
在
の
と
こ
ろ
最
古
の
記
録
と
す
る
考
え
が
強
い
。

そ
し
て
、
志
田
東
山
に
お
い
て
重
要
な
の
が
、
東
山
山
神
社
の
石
祠
銘
文
「
山
神　

法
性
院
殿
祠
／
当
山
釜
焼
中　

寛
保
二
壬
戌
暦
」
で
あ
る
。
こ
の
山
神
と
さ
れ
た
法
性
院

殿
つ
ま
り
佐
賀
藩
四
代
藩
主
鍋
島
吉
茂
に
よ
っ
て
、
そ
の
在
位
期
間
で
あ
る
宝
永
四
年
～
享
保
十
五
年
（
一
七
〇
七
～
一
七
三
〇
）
に
設
立
さ
れ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い

た
。
さ
ら
に
、
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
の
ケ
ン
ペ
ル
に
よ
る
「
塩
田
（
し
お
た　

S
w
o
t
a

）
村
に
着
き
、
そ
こ
で
昼
食
を
と
っ
た
。
こ
の
村
で
は
、
非
常
に
大
き
な
土
甕
を

焼
い
て
い
た
。
」
と
い
う
記
録
か
ら
、
特
定
は
で
き
な
い
が
、
ケ
ン
ペ
ル
の
旅
ル
ー
ト
上
に
あ
っ
た
塩
田
地
区
内
の
甕
焼
き
窯
に
志
田
西
、
東
山
な
ど
を
想
定
し
、
特
に
西
山

を
十
七
世
紀
後
半
ま
で
遡
ら
せ
る
可
能
性
を
み
る
考
え
も
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、こ
れ
ま
で
志
田
東
山
、
西
山
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
明
確
な
窯
の
始
ま
り
は
不
明
だ
っ
た
の
で
、
改
め
て
で
は
あ
る
が
、
今
回
紹
介
し
た
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）

に
発
生
し
、
こ
の
年
か
ら
恐
ら
く
翌
年
の
享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
に
は
実
際
の
操
業
が
始
ま
っ
た
と
推
測
で
き
る
志
田
東
山
の
甕
焼
窯
の
草
創
を
記
録
し
た
「
宝
暦
九
歳
卯

九
月
廿
三
日　

志
田
東
山
ゟ
焼
物
方
ニ
付
而
筋
々
差
出
候
諸
控
」
は
重
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査
の
結
果
な
ど
か
ら
す
る
と
、
志
田
東
山
二
号
窯
跡
を
そ

の
草
創
時
の
窯
と
す
る
こ
と
が
適
当
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
草
創
の
き
っ
か
け
が
藩
主
鍋
島
吉
茂
の
御
狩
場
の
仕
法
と
い
う
特
別
な
理
由
で
あ
り
、
強
制
的
な
移
住
と
渡
世
（
職
業
）
の
変
更
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
興
味
深
い
。

十
五
人
（
軒
）
が
元
々
住
ん
で
い
た
「
平
ヶ
倉
山
」
と
は
、
現
在
も
地
名
と
し
て
残
っ
て
い
る
志
田
東
山
二
号
窯
跡
の
東
側
三
～
七
百
ｍ
の
丘
陵
一
帯
と
考
え
ら
れ
（
図
１
）
、

こ
こ
が
「
蓮
池
御
領
分
之
山
続
間
懸
リ
鹿
迦
候
場
所
ニ
付
而
（
蓮
池
領
と
の
山
続
き
の
間
（
境
）
に
か
か
る
場
所
で
、
猪
鹿
が
迦
す
（
逃
げ
る
）
場
所
で
あ
る
の
で
、
）
」
引
き

移
る
よ
う
に
命
ぜ
ら
れ
た
場
所
と
考
え
ら
れ
る
。
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た
と
え
ば
、
『
肥
前
陶
磁
史
考
』
で
は
「
其
當
時
久
間
焼
と
稱
せ
ら
れ
し
」
志
田
東
山
焼
は
、
「
承
應
年
間
の
創
始
と
見
ね
ば
な
ら
ぬ
。
」
と
し
、
「
元
禄
年
間
に
於
い
て
、
志
田

東
山
よ
り
分
窯
さ
れ
し
も
の
が
志
田
西
山
で
あ
る
。
」
と
し
て
、
志
田
東
山
が
早
く
承
応
年
間
（
一
六
五
二
～
一
六
五
五
）
に
開
窯
し
、
元
禄
年
間
（
一
六
八
八
～
一
七
〇
四
）

に
西
山
が
分
か
れ
て
成
立
し
た
と
す
る
。18

そ
れ
以
前
の
明
治
時
代
の
文
献
『
陶
磁
器
沿
革
其
他
取
調
書
』
で
は
、
「
是
レ
父
老
ノ
口
碑
ニ
傳
ル
ノ
ミ
ニ
シ
テ
記
録
ノ
拠
ル
ベ
キ

処
ナ
ケ
レ
バ
年
歴
製
品
等
詳
カ
ナ
ラ
ズ
」
と
口
碑
だ
け
で
記
録
や
物
証
は
な
い
と
し
な
が
ら
「
往
昔
高
麗
人
此
ノ
地
ニ
来
リ
飲
食
器
製
造
ノ
術
ヲ
授
ケ
（
後
略
）
」
て
（
恐
ら

く
文
禄
慶
長
の
役
後
に
）
朝
鮮
人
が
来
て
始
ま
っ
た
も
の
を
「
寛
永
年
間
旧
蓮
池
藩
主
祖
先
鍋
島
直
澄
老
後
當
郡
五
町
田
村
ニ
隠
遁
シ
久
間
村
両
山
再
興
陶
窯
数
個
ヲ
設
築
シ

皿
鉢
ノ
二
品
ヲ
製
造
セ
シ
ム
」
と
し
、（
志
田
東
山
、
西
山
）
両
山
が
（
初
代
蓮
池
藩
主
）
鍋
島
直
澄
が
隠
居
し
た
寛
永マ

マ（
文
）
五
年
（
一
六
六
五
）
か
ら
没
し
た
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）

の
間
に
再
興
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
。19

ほ
ぼ
同
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
『
府
県
陶
器
沿
革
陶
工
傳
統
誌
』
で
も
、
「
仝
国
藤
津
郡
久
間
村
ノ
志
田
窯
ハ
創
始
詳
カ
ナ
ラ
ス
ト
雖
モ

口
碑
ニ
傳
フ
ル
所
ハ
歸
化
ノ
韓
人
来
リ
陶
ス
ル
ニ
剏
ル
ト
云
寛
永
間
陶
業
衰
頽
ス
時
ニ
蓮
池
藩
主
鍋
島
直
澄
致
仕
シ
テ
鹽
田
郷
五
丁
田
村
ニ
陶
塲
ニ
来
ツ
テ
其
衰
状
ヲ
憫
ミ
數

窯
ヲ
築
キ
再
興
セ
シ
ム
（
當
時
ノ
製
造
磁
器
皿
鉢
ノ
二
品
ニ
限
ル
）
其
地
不
便
ア
ル
ヲ
以
テ
後
西
山
ニ
移
窯
セ
リ
」
と20

、
朝
鮮
陶
工
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
五
丁
（
町
）
田
の

窯
場
が
、
寛
永
期
（
一
六
二
四
～
一
六
四
四
）
に
衰
頽
し
た
の
を
鍋
島
直
澄
が
隠
居
後
に
再
興
さ
せ
、
後
に
西
山
へ
と
移
し
た
、
と
微
妙
に
窯
場
の
場
所
が
異
な
る
が
、
十
七

世
紀
に
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
や
西
山
が
後
出
す
る
こ
と
な
ど
は
、
『
肥
前
陶
磁
史
考
』
の
記
述
と
同
じ
で
あ
る
。
す
で
に
地
元
で
も
明
治
時
代
の
頃
に
は
、
口
碑
以
外
に
明
確

な
記
録
が
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
東
山
地
区
で
は
志
田
東
山
一
～
四
号
窯
跡
の
四
ヶ
所
、
西
山
地
区
で
は
志
田
西
山
一
～
十
二
号
窯
跡
の
十
二
ヶ
所
の
合
計
十
六
ヶ
所
の
窯
跡
遺
跡
が
周
知
の
埋
蔵

文
化
財
包
蔵
地
（
遺
跡
）
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
。21

こ
の
う
ち
東
山
で
は
志
田
東
山
二
号
、
三
号
窯
跡22

、
西
山
で
は
志
田
西
山
一
、
二
、
三
、
四
号
お
よ
び
五
、
六
号
窯
跡
に

つ
い
て
調
査
報
告
書
等
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
が23

、
江
戸
時
代
の
窯
跡
は
西
山
五
号
以
外
の
七
基
で
（
図
１
）
、
佐
賀
県
立
九
州
陶
磁
文
化
館
が
平
成
二
年
に
調
査
し
た
志
田
西

山
一
号
窯
跡
で
は
京
焼
風
陶
器
、
鉄
釉
陶
器
、
二
彩
手
、
刷
毛
目
陶
器
、
叩
き
成
形
に
よ
る
鉄
釉
陶
器
な
ど
の
陶
器
と
染
付
の
碗
、
皿
、
猪
口
、
蓋
付
鉢
、
瓶
、
少
量
の
白
磁
碗
、

猪
口
と
色
絵
皿
な
ど
の
磁
器
な
ど
、
ほ
ぼ
十
八
世
紀
前
半
～
中
葉
に
限
ら
れ
る
陶
磁
器
類
が
出
土
し
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
志
田
両
山
の
中
で
は
最
も
遡
る
実
物
資
料
で
あ
り
、

特
に
志
田
東
山
と
の
関
係
で
は
叩
き
成
形
に
よ
る
鉄
釉
陶
器
が
重
要
で
あ
る
。24

続
い
て
志
田
西
山
四
号
が
十
八
世
紀
第
２
四
半
期
に
登
場
し
、
磁
器
の
皿
（
大
皿
含
む
）
、
碗
、

鉢
、
水
注
や
陶
器
の
瓶
、
擂
鉢
、
京
焼
風
陶
器
な
ど
を
焼
成
し
て
明
治
ま
で
続
い
て
い
く
が
、
十
八
世
紀
後
半
以
降
は
磁
器
中
心
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
十
八
世
紀
末
～

十
九
世
紀
に
か
け
て
志
田
西
山
二
、
三
、
六
号
窯
跡
が
作
ら
れ
、
い
ず
れ
も
磁
器
焼
成
を
中
心
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。25

一
方
、
志
田
東
山
で
は
志
田
東
山
二
号
窯
跡
の
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近
隣
の
同
じ
蓮
池
私
領
の
中
か
ら
調
達
し
て
い
た
が
そ
こ
も
掘
り
尽
く
し
た
の
で
、
さ
ら
に
ま
た
次
の
場
所
を
希
望
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
宝
暦
九
年
や
天
保

五
年
の
時
が
本
藩
懸
り
役
お
よ
び
懸
り
役
と
思
わ
れ
る
役
人
を
通
じ
て
本
藩
の
諸
役
に
上
申
し
た
上
で
、
蓮
池
藩
の
諸
役
と
の
役
所
同
士
の
交
渉
を
基
本
と
し
て
い
た
の
に
対

し
、
二
十
七
行
目
か
ら
三
十
行
目
（
本
書
( ２５)
～
( ２６)
頁
）
に
か
け
て
み
る
よ
う
に
、
こ
の
文
書
が
蓮
池
私
領
の
上
野
村
の
（
釜
）
庄
屋
と
釜
焼
御
衆
中
へ
あ
て
て
い
る
の
に
特
徴

が
あ
る
。
差
出
人
が
宝
暦
九
年
の
「
釜
焼
庄
屋
」
、
天
保
五
年
の
「
志
田
東
山
／
庄
屋
」
か
ら
「
志
田
東
山
瓶
釜
焼
／
登
支
配
」
と
変
わ
っ
て
お
り
、
（
天
保
五
年
）
午
九
月
か

ら
こ
の
慶
應
二
年
の
間
に
制
度
上
の
変
化
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
次
の
上
野
村
釜
庄
屋
儀
右
衛
門
た
ち
か
ら
の
上
申
の
添
え
書
き
を
見
る
と
、
理
由
の
一
端
が
見
え
る

よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
前
書
の
通
り
、
志
田
東
山
瓶
釜
（
甕
窯
）
登
支
配
よ
り
願
い
上
げ
ら
れ
た
通
り
、
我
々
も
同
様
に
難
渋
し
て
い
る
の
で
、
右
の
場
所
を
願
い
の
通

り
、
立
木
と
も
に
我
々
へ
仰
せ
付
け
下
さ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。
幾
重
に
も
御
す
が
り
申
し
上
げ
い
た
し
ま
す
。
そ
う
な
れ
ば
御
陰
様
で
東
山
が
難
渋
し
な
い

よ
う
に
取
り
計
ら
い
申
し
ま
す
の
で
、
御
上
の
御
慈
悲
の
あ
る
御
評
議
を
し
て
い
た
だ
き
、
何
卒
願
い
の
通
り
仰
せ
付
け
下
さ
れ
る
よ
う
、
御
関
係
方
面
へ
宜
し
く
御
達
し
下

さ
れ
る
こ
と
を
、
深
重
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
尤
御
上
銀
の
こ
と
は
、
仰
せ
付
け
ら
れ
次
第
、
謹
ん
で
承
り
ま
す
。
以
上
」
と
い
う
内
容
で
、
こ
れ
は
上
野
村
の
釜(

窯)

庄
屋
儀
右
衛
門
と
釜
（
窯
）
焼
中
の
連
名
に
よ
る
（
蓮
池
藩
）
御
山
方
と
御
役
所
へ
の
単
な
る
志
田
東
山
の
願
書
の
上
申
で
は
な
く
、
志
田
東
山
の
土
掘
り
取
り
場
所
の
願
い

に
加
え
、
そ
の
場
所
の
立
木
に
つ
い
て
も
併
せ
て
、
ま
ず
は
上
野
村
に
許
可
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
「
東
山
難
渋
不
被
致
通
、
取
計
リ
可
申
候
…
」
（
東
山
が
難
渋
し
な
い
よ
う

に
取
り
計
ら
い
申
し
ま
す
…
）
と
い
っ
て
、
本
藩
領
で
あ
る
志
田
東
山
の
土
取
り
場
の
提
供
願
い
に
便
乗
し
た
、
上
野
村
の
土
取
場
並
び
に
立
木
確
保
の
依
頼
と
な
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。

第
二
章
　
志
田
東
山
関
係
文
書
に
見
る
若
干
の
問
題

　

前
章
で
、
三
件
の
文
書
に
つ
い
て
内
容
の
概
略
を
見
て
き
た
が
、
次
に
そ
こ
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
志
田
東
山
に
つ
い
て
の
若
干
の
問
題
を
整
理
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

一
、
志
田
地
区
の
江
戸
時
代
の
窯
跡
と
志
田
東
山
窯
の
始
ま
り
に
つ
い
て

志
田
東
山
と
西
山
が
所
在
し
た
嬉
野
市
塩
田
町
大
字
久
間
字
東
山
と
字
西
山
お
よ
び
字
代
木
は
、
江
戸
時
代
、
十
七
世
紀
以
降
に
は
佐
賀
本
藩
領
と
蓮
池
領
に
分
か
れ
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
近
・
現
代
ま
で
続
い
た
肥
前
を
代
表
す
る
窯
業
産
地
で
あ
っ
た
。
こ
の
両
山
の
開
窯
期
に
つ
い
て
は
、
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
諸
説
が
述
べ
ら
れ
て
き
た
。
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本
藩
役
人
、
斐
善
太
夫
へ
の
同
日
付
け
の
上
申
で
あ
る
が
、
こ
の
斐
善
太
夫
は
山
方
役
人
で
あ
ろ
う
か
。

以
上
の
よ
う
に
、
本
文
書
は
、
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
の
未
曾
有
と
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る
子
年
の
大
風
な
ど
に
よ
っ
て
疲
弊
し
た
志
田
東
山
が
、
本
藩
役
所
に
対
し
て
燃

料
の
薪
の
割
山
を
数
度
に
わ
た
っ
て
依
頼
し
た
う
ち
の
一
つ
で
、
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
午
九
月
に
提
出
し
た
関
係
文
書
と
推
定
さ
れ
る
。

三
、
「
乍
恐
奉
願
口
上
覚
」

こ
の
文
書
は
、
慶
應
二
年
（
一
八
六
六
）
寅
十
一
月
に
志
田
東
山
瓶
釜
焼
登
支
配
外
尾
庄
蔵
か
ら
（
上
野
村
釜
）
庄
屋
儀
右
衛
門
と
釜
焼
御
衆
中
へ
の
依
頼
状
お
よ
び
同
年

同
月
の
上
野
村
か
ら
御
山
方
、
御
役
所
へ
の
上
申
書
で
あ
る
。
内
容
を
見
て
い
く
と
二
行
目
か
ら
九
行
目
（
本
書
( ２４)
頁
）
ま
で
は
、
宝
暦
九
年
や
天
保
五
年
の
文
書
に
あ
っ
た

法
性
院
様
す
な
わ
ち
佐
賀
藩
四
代
藩
主
鍋
島
吉
茂
の
御
狩
法
に
関
係
し
て
草
創
し
た
と
い
う
志
田
東
山
の
由
緒
に
つ
い
て
、
ほ
ぼ
同
じ
内
容
を
記
す
が
、
特
に
後
者
の
記
載
と

よ
く
似
て
い
る
。
次
の
よ
う
に
九
行
目
か
ら
本
旨
に
入
り
、「
と
こ
ろ
が
近
年
三
法
潟
の
土
が
払
底
し
甚
だ
難
渋
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
鍋
嶋
辰
太
郎
様
知
行
所
、
志
田
村
の
（
蓮
池
）

私
領
の
久
間
山
の
伐
木
山
裾
辺
り
、
志
田
原
よ
り
釜
々
半
丈
ず
つ
掘
り
取
っ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
土
地
も
掘
り
尽
く
し
、
最
早
職
業
を
打
ち
畳
む
ほ
か
な
く
、
当
惑
至
極
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
」
と
開
窯
以
来
陶
土
採
掘
の
場
所
と
し
て
頼
っ
て
き
て
、
宝
暦
九
年
に
も
保
障
さ
れ
た
三
法
潟
の
土
が
底
を
つ
き
、
蓮
池
私
領
の
志
田
原
よ
り
取
っ
て
き
て
い

た
が
、
そ
こ
も
掘
り
尽
く
し
た
た
め
、
仕
事
を
畳
む
し
か
な
く
な
っ
て
き
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
十
三
行
目
（
本
書
( ２４)
頁
）
中
段
か
ら
は
「
右
の
通
り
土
床
一
つ
の

た
め
に
潰
れ
る
こ
と
は
、
御
先
祖
様
の
お
考
え
に
対
し
こ
の
上
な
く
恐
れ
多
く
、
そ
し
て
全
員
が
飢
渇
す
る
こ
と
は
た
い
へ
ん
残
念
で
あ
り
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
こ
と
は
申

し
上
げ
る
に
遑
ず
（
申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
）
、
嘆
か
わ
し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
た
い
へ
ん
お
願
い
し
づ
ら
く
恐
れ
入
る
こ
と
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
御
私
領

久
間
山
の
内
の
大
草
場
、
一
ノ
狩
倉
の
全
体
、
並
び
に
小
狩
倉
の
南
裾
辺
り
の
田
の
端
よ
り
一
間
位
を
掘
り
取
る
こ
と
を
お
願
い
さ
せ
て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。
伏
し

て
嘆
願
い
た
し
ま
す
。
」
と
、
蓮
池
私
領
久
間
山
の
田
の
近
く
の
土
の
掘
り
取
り
を
依
頼
す
る
内
容
で
、
こ
こ
が
こ
の
文
書
の
本
旨
で
あ
る
。
二
十
行
目
（
本
書
( ２５)
頁
）
下
段

か
ら
は
「
そ
う
で
あ
れ
ば
由
緒
あ
る
職
業
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
、
恐
れ
多
く
も
御
先
祖
様
（
法
性
院
様
）
の
お
気
持
ち
を
必
ず
立
て
て
、
多
く
の
命
も
繋
ぐ
こ
と
が
で
き
る

の
で
、
い
っ
そ
う
御
重
恩
に
対
し
て
有
難
き
仕
合
せ
と
思
い
、
特
別
の
お
助
け
を
い
た
だ
く
よ
う
御
吟
味
下
さ
り
、
何
卒
願
い
の
通
り
仰
せ
付
け
い
た
だ
く
よ
う
に
、
御
筋
々
（
関

係
諸
役
）
へ
上
申
い
た
だ
く
こ
と
を
深
重
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
も
っ
と
も
御
益
に
つ
い
て
は
仰
せ
付
け
ら
れ
次
第
納
め
申
し
上
げ
ま
す
」
と
結
ん
で
い
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
慶
應
二
年
（
一
八
六
六
）
当
時
、
志
田
東
山
の
甕
焼
で
は
陶
土
の
調
達
に
苦
慮
し
て
い
た
状
況
が
分
か
る
の
で
あ
る
が
、
陶
土
の
調
達
場
所
も
、
当
初
の
三
法
潟
が
払
底
し
、
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け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
薪
一
つ
の
事
柄
に
で
も
手
を
こ
ま
ね
き
、
何
分
に
も
手
立
て
が
な
く
、
当
惑
が
差
し
迫
っ
て
お
り
ま
す
（
途
方
に
暮
れ
て
い
ま
す
）
。
」
と

三
十
五
行
目
か
ら
三
十
八
行
目
（
本
書
⒆
～
⒇
頁
）
ま
で
、
今
後
の
安
定
的
な
運
営
の
た
め
に
は
一
層
の
薪
の
提
供
が
必
要
と
の
こ
と
で
、
こ
の
文
書
の
本
旨
が
始
ま
る
こ
と

と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
「
こ
の
こ
と
か
ら
、
近
ご
ろ
大
変
恐
れ
多
い
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
打(

内)

野
山
な
ら
び
に
福
泉
寺
八
ノ
く
ぼ
山17

の
御
狩
山
の
内
か
ら
割
山
を
小

銀
懸
け
に
て
一
山
の
御
再
興
の
た
め
に
提
供
下
さ
れ
る
道
は
御
座
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。
伏
し
て
願
い
上
げ
奉
り
ま
す
。
万
一
右
の
二
ヶ
所
に
不
都
合
が
あ
れ
ば
、
志(

田)

山
最
寄
り
の
支
障
の
な
い
山
の
内
か
ら
一
山
を
提
供
い
た
だ
く
道
は
御
座
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。
只ひ

た
す
ら管

嘆
願
申
し
上
げ
ま
す
。
」
と
い
う
こ
と
で
、
追
加
し
て
本
藩
領
な
ど

の
他
地
域
か
ら
の
薪
提
供
を
要
請
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
以
後
、
四
十
五
行
目
（
本
書
⒇
頁
）
か
ら
は
、
「
こ
の
割
山
が
許
可
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
『
格
段
御
由
緒
之

職
業
』
が
後
ま
で
連
続
す
る
道
が
屹き

っ

度と

立
ち
、
『
御
大
恩
有
難
く
存
じ
奉
り
候
』
と
続
く
。
四
十
九
行
目
（
本
書
( ２１)
頁
）
か
ら
は
「
法
性
院
様
御
狩
法
ニ
付
き
御
賢
慮
を
も
っ

て
御
草
創
遊
ば
さ
れ
た
御
趣
意
の
職
業
を
自
分
た
ち
に
な
っ
て
薄
く
心
得
る
訳
に
な
っ
て
は
恐
れ
多
く
、
特
に
現
在
は
『
御
国
産
御
仕
法
之
折
柄
』
で
あ
り
、
片
時
も
こ
の
よ

う
な
姿
で
あ
っ
て
は
済
ま
な
い
所
で
あ
り
、
前
断
（
段
）
の
（
割
山
に
よ
る
）
甕
登
御
再
興
の
た
め
の
御
仕
法
を
お
願
い
し
、
全
員
で
奨
励
し
、
御
国
益
の
端
に
も
な
れ
る
よ

う
に
出
精
い
た
し
ま
す
の
で
、
特
別
の
御
慈
悲
を
も
っ
て
御
評
議
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
に
幾
重
に
も
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
」
と
書
か
れ
、
殖
産
に
関
係
す
る
仕
法
の
こ

と
も
出
て
い
る
。
五
十
七
行
目
（
本
書
( ２１)
頁
）
か
ら
は
「
こ
の
と
お
り
に
お
聞
き
下
さ
れ
ば
、
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
御
古
代
様
（
法
性
院
様
）
の
御
趣
意
も
立
ち
、
自
分

た
ち
も
永
く
家
職
の
道
も
開
け
、
さ
ら
に
は
蓮
池
私
領
の
西
山
は
特
に
盛
ん
に
焼
き
立
て
て
い
る
の
に
、
御
蔵
入
り
の
（
東
山
）
が
よ
ろ
し
く
な
い
と
申
し
上
げ
、
御
由
緒
の

あ
る
東
山
が
ひ
っ
そ
り
と
し
た
為

て
い
た
ら
く

躰
の
状
況
で
あ
り
、
多
年
に
わ
た
り
無
念
に
過
ぎ
て
い
た
面
目
を
耀
か
せ
、
彼
是
の
御
恩
沢
を
有
難
き
仕
合
せ
に
存
じ
ま
す
の
で
、
薪
一
つ

の
事
柄
で
は
あ
っ
て
も
、
私
力
の
及
ば
な
い
こ
と
で
す
の
で
、
兎
に
角
御
照
察
い
た
だ
き
、
願
い
の
通
り
仰
せ
付
け
下
さ
い
ま
す
よ
う
に
御
筋
々
（
関
係
諸
役
）
へ
何
分
に
も

よ
ろ
し
く
上
申
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
深
重
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
」
と
六
十
七
行
目
（
本
書
( ２２)
頁
）
で
結
ば
れ
て
い
る
が
、
こ
の
中
に
は
隣
接
す
る
蓮
池
私
領
の
志
田
西

山
の
繁
栄
に
対
し
、
東
山
の
甕
焼
窯
が
衰
亡
し
て
い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
（
天
保
五
年
）
午
九
月
の
日
付
で
、
「
志
田
東
山　

庄
屋
祐
八
と
甕
釜
焼
中
」
の

連
名
で
「
尾
﨑
卯
兵
衛
殿
」
あ
て
に
な
っ
て
い
る
。
宝
暦
九
年
の
文
書
と
比
較
す
る
と
、「
釜
焼
庄
屋
」
が
「
庄
屋
」
、「
釜
焼
中
」
が
「
甕
釜
焼
中
」
と
な
っ
て
お
り
、
単
に
「
釜
焼
」

が
省
略
さ
れ
た
か
、
あ
る
い
は
こ
の
時
期
「
釜
焼
庄
屋
」
が
不
在
だ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
、
「
甕
釜
焼
中
」
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
「
甕
」
が
付
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、

東
山
で
も
磁
器
生
産
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
事
情
に
よ
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
宛
先
の
「
尾
﨑
卯
兵
衛
」
は
、
宝
暦
九
年
当
時
の
訴
訟
時
に
東
山
と
筋
々
（
関
係

諸
役
）
と
の
間
で
奔
走
し
た
懸
り
役
、
秀
嶋
貞
左
衛
門
の
役
に
相
当
す
る
人
物
で
あ
ろ
う
か
。
七
十
三
行
目
か
ら
最
後
の
七
十
八
行
目
（
本
書
( ２３)
頁
）
は
、
尾
﨑
卯
兵
衛
か
ら
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二
、
「
乍
恐
奉
願
上
口
上
覚
」

こ
の
文
書
は
、
午
九
月
の
日
付
で
、
志
田
東
山
庄
屋
祐
八
と
甕
釜
焼
中
か
ら
尾
崎
卯
兵
衛
へ
提
出
さ
れ
た
も
の
を
同
じ
く
午
九
月
の
日
付
で
尾
崎
卯
兵
衛
か
ら
斐
善
太
夫
へ

上
申
し
た
記
録
で
あ
る
。
こ
の
午
九
月
と
は
、
十
行
目
か
ら
十
一
行
目
（
本
書
⒄
頁
）
に
か
け
て
「
去
ル
子
年
未
曾
有
之
大
風
災
」
と
、
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
の
、
い

わ
ゆ
る
子
年
の
大
風16

の
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
文
政
十
一
年
の
次
の
午
年
で
あ
る
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
九
月
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
以
下
、
こ
の
文
書
の
大
略
を

記
述
す
る
。
二
行
目
の
「
某
共
儀
、
…
」
か
ら
十
行
目
（
本
書
⒄
頁
）
に
か
け
て
は
、
志
田
東
山
が
法
性
院
様
（
佐
賀
藩
四
代
藩
主
鍋
島
吉
茂
）
の
御
狩
法
に
よ
っ
て
草
創
さ

れ
、
職
業
を
陶
器
焼
き
立
て
と
し
て
永
く
繁
栄
す
る
た
め
に
、
焼
き
立
て
用
の
薪
の
一
通
り
は
御
狩
山
か
ら
無
銀
で
提
供
さ
れ
る
と
い
う
御
仁
達
（
深
い
思
い
や
り
）
を
い
た

だ
き
、
冥
加
至
極
（
多
く
の
御
加
護
、
恩
恵
）
を
お
請
け
し
て
、
先
祖
の
者
た
ち
は
所
々
よ
り
移
っ
て
き
て
陶
器
業
を
行
い
、
こ
れ
ま
で
有
難
く
継
続
し
て
き
た
こ
と
を
述
べ

る
が
、
続
く
十
行
目
の
下
段
か
ら
十
九
行
目
（
本
書
⒄
～
⒅
頁
）
に
か
け
て
が
当
時
の
惨
状
を
訴
え
る
内
容
に
な
っ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
「
然
処
、
去
ル
子
年
未
曾
有
之
大
風

災
ニ
而
」
と
始
ま
り
、
文
政
十
一
年
の
大
風
に
よ
り
、
「
住
居
や
細
工
小
屋
が
吹
き
飛
び
端
的
に
生
活
が
で
き
な
く
な
り
計
り
知
れ
な
い
難
儀
に
な
り
、
就
中
、
そ
の
大
風
以

来
年
々
米
穀
の
高
騰
が
続
き
、
あ
れ
こ
れ
極
め
て
貧
窮
し
て
お
り
、
飢
餓
が
差
し
迫
り
、
陶
器
焼
き
立
て
の
手
段
も
尽
き
果
て
て
、
い
ず
れ
も
潰
れ
て
し
ま
い
、
仕
方
な
く
荒

使
子
そ
の
外
の
日
雇
い
稼
ぎ
な
ど
に
出
て
稼
い
で
い
る
け
れ
ど
も
、
元
々
不
慣
れ
で
行
き
届
か
ず
、
よ
う
や
く
自
分
ひ
と
り
の
身
を
立
て
る
だ
け
で
、
さ
ら
に
親
妻
子
の
養
う

方
法
が
な
く
、
甚
だ
当
惑
千
万
し
て
、
嘆
か
わ
し
く
な
っ
て
お
り
、
」
と
の
状
況
で
、
続
く
十
九
行
目
（
本
書
⒅
頁
）
の
下
段
か
ら
は
「
全
員
で
集
ま
り
何
度
も
申
し
合
わ
せ

し
た
と
こ
ろ
、
法
性
院
様
の
厚
い
思
し
召
し
を
も
っ
て
草
創
さ
れ
た
村
柄
（
由
緒
）
を
潰
す
こ
と
は
不
本
意
で
、
外
分
な
ど
仕
方
な
い
事
情
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
馴
染
み
の

職
業
の
道
を
離
れ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
的
然
（
は
っ
き
り
と
）
極
老
幼
少
を
育
む
道
が
途
絶
え
て
し
ま
う
の
で
、
焼
き
立
て
（
釜
入
れ
す
）
る
こ
と
を
精
い
っ
ぱ
い
申
し
談
じ

ま
し
た
が
、
時
節
柄
、
元
手
銀
な
ど
仕
入
れ
て
く
れ
る
銀
向
が
無
い
た
め
、
外
の
方
法
が
尽
き
果
て
て
し
ま
い
、
是
非
も
な
く
仕
事
を
打
ち
た
た
も
う
と
し
た
と
こ
ろ
」
と
、

藩
主
の
思
し
召
し
に
よ
る
志
田
東
山
の
窯
草
創
の
由
緒
か
ら
不
本
意
で
は
あ
る
が
廃
窯
を
決
断
し
た
状
況
を
語
っ
て
い
る
が
、
次
の
二
十
九
行
目
（
本
書
⒆
頁
）
下
段
の
挿
入

部
分
か
ら
は
、
そ
の
状
況
に
対
し
て
山
方
か
ら
薪
の
割
山
に
つ
い
て
許
可
が
下
り
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
「
御
山
方
よ
り
先
の
割
山
願
い
の
通
り
に
仰
せ
付
け
ら
れ
た
の

で
、
今
度
、
皿
山
代
官
所
よ
り
、
厚
い
御
由
緒
の
甕
釜
（
窯
）
登
が
形
ど
お
り
に
潰
れ
て
し
ま
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
御
山
方
よ
り
以
前
の
通
り
、
割
山
を
小
銀

懸
け
で
御
提
供
さ
れ
、
御
再
興
の
御
仕
法
を
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
こ
の
上
な
き
仕
合
せ
に
存
じ
奉
り
ま
す
。
」
と
、
志
田
東
山
か
ら
少
額
に
よ
る
薪
の
割
山
の
願
い
を
し

た
結
果
、
こ
れ
に
対
す
る
許
可
が
下
り
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
「
つ
い
て
は
、
な
お
一
層
薪
の
手
配
が
重
要
な
の
で
、
末
永
く
勤
め
て
い
く
た
め
の
処
置
を
行
わ
な
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に
し
て
お
渡
し
て
下
さ
い
。
そ
れ
が
無
理
で
あ
れ
ば
、
悪
木
の
う
ち
か
ら
五
十
本
ほ
ど
を
先
に
お
渡
し
い
た
だ
く
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
納
銀
に
つ
い
て
は
嬉
野
内
野

山
と
（
同
）
格
に
仰
せ
付
け
い
た
だ
け
れ
ば
、
間
違
い
な
く
納
め
ま
す
。
…
」
と
の
こ
と
で
、
近
年
の
薪
価
格
の
高
騰
と
陶
土
問
題
解
決
に
伴
う
薪
の
量
の
増
大
に
対
応
す
る

た
め
の
訴
状
で
あ
る
。
二
十
三
頁
（
本
書
⒁
頁
）
四
行
目
か
ら
末
行
に
は
、
こ
れ
を
受
け
て
山
留
二
名
か
ら
本
藩
役
人
と
思
わ
れ
る
角
太
郎
右
衛
門
あ
て
、
さ
ら
に
、
宛
先
が

な
い
が
、
角
太
郎
右
衛
門
か
ら
恐
ら
く
本
藩
役
所
の
山
方
へ
の
い
ず
れ
も
同
日
付
け
の
上
申
の
添
え
書
き
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

実
は
こ
の
二
十
三
頁
（
本
書
⒁
頁
）
ま
で
が
宝
暦
九
年
の
内
容
で
、
二
十
四
頁
（
本
書
⒂
頁
）
以
降
は
そ
の
後
の
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
二
十
四
頁
（
本
書
⒂
頁
）

一
行
目
に
「
右
願
ニ
而
不
相
済
候
付
而
相
滞
居
候
を
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
宝
暦
九
年
十
二
月
十
九
日
の
割
山
の
要
望
は
、
決
裁
さ
れ
ず
滞
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
「
宝

暦
拾
一
年
（
一
七
六
一
）
巳
六
月
四
日
、
再
度
こ
の
依
頼
に
つ
い
て
の
了
解
を
取
り
、
同
月
十
四
日
佐
嘉
へ
行
き
、
南
部
府
太
夫
へ
願
書
を
提
出
し
た
結
果
、
早
速
決
裁
が
済

ん
だ
と
い
う
こ
と
で
、
七
月
廿
一
日
に
山
方
よ
り
（
秀
嶋
）
貞
左
衛
門
へ
御
用
手
紙
が
来
て
、
山
方
に
お
い
て
貞
左
衛
門
に
お
達
し
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
、
そ
の
結
果
同
八

月
五
日
よ
り
山
方
郡
附
の
大
塚
伊
十
、
懸
り
役
の
西
久
保
松
右
衛
門
、
飯
田
喜
兵
衛
と
小
物
成
所
下
目
附
の
古
賀
九
左
衛
門
な
ど
が
来
て
、
貞
左
衛
門
が
立
ち
会
い
、
白
石

山14

か
ら
松
木
廿
七
本
、
■
（
堡
ヵ
）
岩
山
よ
り
同
四
拾
本
を
仰
せ
出
さ
れ
た
の
を
山
留
の
五
郎
右
衛
門
と
庄
屋
松
右
衛
門
が
立
ち
会
っ
て
受
け
取
っ
た
。
山
代
銀
は
前
に
二

回
で
納
め
、
山
仕
廻
り
（
山
作
業
）
は
百
日
限
り
に
仕
廻
る
（
し
て
し
ま
う
）
よ
う
に
達
せ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
冬
野
山
の
内
は
、
大
山
留
の
矢
次
弥
右
衛
門
が
呼
ば
れ
て
立
ち

合
い
し
た
。
」
と
の
（
宝
暦
十
一
年
）
巳
八
月
廿
二
日
付
け
の
記
録
が
二
十
五
頁
（
本
書
⒂
頁
）
四
行
目
ま
で
あ
る
。
以
前
か
ら
樹
種
不
明
だ
が
悪
木
、
枯
木
を
渡
し
下
さ
れ

て
い
て
、
今
回
は
竹
、
あ
る
い
は
悪
木
か
ら
で
も
と
お
願
い
し
た
が
、
結
果
的
に
は
松
木
の
提
供
に
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
続
く
五
行
目
か
ら
末
行
目
（
本
書
⒂
頁
）
で
は
、
こ
の
薪
の
割
山
の
前
年
に
あ
た
る
宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）
辰
卯
月
十
五
日
に
、
早
田
重
右
衛
門
、
村
岡
常
七15

な
ど
の
役
人
が
来
て
、
志
田
東
山
の
運
上
銀
が
、
銀
八
拾
匁
増
額
さ
れ
、
合
計
弐
百
四
拾
匁
の
三
度
納
め
に
な
っ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
る
。

以
上
が
、
「
宝
暦
九
歳
卯
九
月
廿
三
日　

志
田
東
山
ゟ
焼
物
方
ニ
付
而
筋
々
差
出
候
諸
控　

釜
焼
庄
屋　

松
右
衛
門
」
と
の
表
題
で
、
「
今
度
当
山
亀
土
難
儀
仕
候
ニ
付
、
以

前
亀
焼
被
相
立
候
節
之
控
差
出
候
写
左
ニ
」
と
し
て
始
ま
っ
た
文
書
の
内
容
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
享
保
七
年
の
「
亀
焼
被
相
立
候
節
」
、
宝
暦
九
年
の
「
亀
土
難
儀
仕
候
」
お

よ
び
宝
暦
九
年
か
ら
十
一
年
に
か
け
て
の
「
薪
及
難
儀
ニ
候
」
時
の
事
柄
が
記
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
二
十
六
頁
（
本
書
⒃
頁
）
に
あ
る
よ
う
に
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）

に
外
尾
半
平
が
写
し
て
い
る
が
、
次
に
見
る
天
保
年
間
の
志
田
東
山
の
窯
場
の
状
況
が
関
係
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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こ
こ
で
、
直
接
的
に
は
宝
暦
九
年
の
閏
七
月
十
三
日
に
蓮
池
領
上
野
村
百
姓
の
抗
議
に
よ
っ
て
起
こ
っ
て
い
た
、
三
法
潟
の
御
蔵
入
畠
地
で
の
陶
土
採
掘
問
題
に
つ
い
て
は

一
応
決
着
し
た
。
経
過
を
振
り
返
れ
ば
、
九
頁
（
本
書
⑺
頁
）
三
行
目
か
ら
十
一
頁
（
本
書
⑻
頁
）
末
行
ま
で
の
、
同
年
卯
七
月
二
日
付
け
口
上
覚
（
訴
状
）
に
あ
る
よ
う
に
、

此
々
七
、
八
ヶ
年
、
蓮
池
領
か
ら
の
陶
土
提
供
が
、
領
内
で
あ
る
上
野
村
の
窯
焼
き
に
対
し
て
差
し
止
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
伴
い
、
本
藩
領
の
志
田
東
山
へ
の
陶
土
提
供
も

減
少
し
て
い
た
の
に
加
え
、
先
月
中
頃
、
す
な
わ
ち
六
月
中
頃
よ
り
「
一
口
に
（
一
度
に
）
」
土
の
提
供
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
こ
と
が
発
端
で
、
七
月
廿
二
日
の
有
田
皿
山

代
官
に
よ
る
蓮
池
役
人
や
庄
屋
た
ち
へ
の
交
渉
説
得
も
不
調
だ
っ
た
た
め
、
志
田
東
山
か
ら
の
書
付
（
訴
状
）
提
出
と
な
っ
た
。
本
藩
小
物
成
所
の
吟
味
で
、
近
々
解
決
す
る

見
通
し
と
判
断
さ
れ
た
翌
月
の
閏
七
月
十
三
日
に
、
と
り
あ
え
ず
本
藩
直
轄
の
御
蔵
入
畠
地
よ
り
採
掘
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
隣
地
の
蓮
池
領
上
野
村
田
地
の
百
姓
二
右
衛

門
よ
り
の
抗
議
が
あ
り
、
再
度
閏
七
月
十
八
日
の
藩
庁
へ
の
注
進
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
閏
七
月
廿
日
に
は
小
物
成
所
か
ら
は
旧
来
ど
お
り
の
採
掘
可
能
と
の
判
断

が
下
り
、
九
月
廿
一
日
に
は
皿
山
代
官
高
木
与
惣
兵
衛
宅
で
蓮
池
聞
番
、
本
藩
小
物
成
所
の
書
付
を
渡
さ
れ
、
相
対
で
の
交
渉
を
指
示
さ
れ
、
卯
十
月
十
八
日
の
相
対
交
渉
に

よ
り
蓮
池
領
三
ヶ
村
庄
屋
た
ち
か
ら
の
口
頭
了
解
と
印
形
取
得
で
、
概
ね
五
ヶ
月
に
わ
た
る
問
題
が
と
り
あ
え
ず
決
着
し
た
の
で
あ
っ
た
。

(3)　

薪
の
割
山
願
い
に
つ
い
て

し
か
し
、
こ
の
後
さ
ら
に
続
き
が
あ
り
、
こ
の
文
書
の
二
十
一
頁
（
本
書
⒀
頁
）
一
行
目
か
ら
二
十
三
頁
（
本
書
⒁
頁
）
末
行
ま
で
は
、
陶
土
問
題
に
併
せ
て
新
た
に
発
生

し
た
薪
願
い
に
つ
い
て
の
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
二
十
一
頁
（
本
書
⒀
頁
）
一
行
目
か
ら
二
行
目
に
は
、
「
土
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
通
り
に
な
っ
た
が
、
薪
が

難
儀
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
左
の
通
り
願
い
を
提
出
す
る
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
次
の
三
行
目
（
本
書
⒀
頁
）
か
ら
二
十
三
頁
（
本
書
⒁
頁
）
三
行
目
ま
で
の
「
乍
恐
奉
願
候

口
上
覚
」
が
、
同
年
卯
十
二
月
十
九
日
付
で
釜(

窯)

焼
中
と
釜(

窯)

焼
庄
屋
松
右
衛
門
の
連
名
に
よ
る
山
留
の
三
右
衛
門
、
五
郎
右
衛
門
へ
宛
て
ら
れ
た
、
薪
材
の
割
山

願
い
で
あ
る
。
大
略
の
内
容
は
、
「
我
々
は
志
田
東
山
で
亀
（
甕
）
焼
を
職
業
と
し
て
仰
せ
付
け
ら
れ
、
陶
土
は
蓮
池
私
領
よ
り
、
薪
に
つ
い
て
は
薪
山
よ
り
悪
木
、
枯
木
か

ら
渡
し
て
い
た
だ
き
職
業
を
営
ん
で
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
近
年
蓮
池
領
か
ら
の
土
提
供
が
不
連
続
に
な
り
、
窯
入
れ
が
以
前
ど
お
り
に
は
い
か
ず
、
薪
も
わ
ず
か
ず
つ
調
達

し
、
当
面
の
用
を
ま
か
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
の
春
か
ら
殊
の
外
薪
の
価
格
が
高
騰
し
、
時
々
の
調
達
も
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
さ
ら
に
ま
た
、
今
度
土
に
つ

い
て
以
前
通
り
提
供
い
た
だ
く
よ
う
に
訴
訟
し
た
と
こ
ろ
願
い
通
り
仰
せ
付
け
ら
れ
た
た
め
、
釜
（
窯
）
入
れ
も
度
々
に
な
る
の
で
、
振
り
売
り
（
行
商
）
で
は
商
売
に
も
な

ら
ず
、
迷
惑
此
の
時
に
な
っ
て
い
ま
す
（
今
ま
さ
に
困
っ
て
お
り
ま
す
）
。
今
、
申
し
上
げ
に
く
い
こ
と
で
す
が
、
こ

貼

り

紙

の
た
め
の
薪
材
の
竹
薪
山
よ
り
畝
方
四
町
ば
か
り
割
山
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そ
し
て
十
七
頁
（
本
書
⑾
頁
）
八
行
目
か
ら
十
八
頁
（
本
書
⑿
頁
）
四
行
目
は
、（
秀
嶋
）
貞
左
衛
門
の
口
達
書
に
対
す
る
小
物
成
所
や
皿
山
代
官
所
で
の
吟
味
結
果
に
つ
い
て
、

閏
七
月
廿
日
に
出
さ
れ
た
秀
嶋
貞
左
衛
門
か
ら
（
志
田
東
山
）
釜
焼
中
へ
の
達
し
で
あ
る
。
内
容
は
、「
御
蔵
入
地
畠
地
に
右
（
蓮
池
私
領
）
の
者
た
ち
が
構
い
申
す
理
由
は
な
く
、

早
速
元
の
畠
地
の
土
を
掘
り
取
る
よ
う
に
小
物
成
所
、
（
皿
山
代
官
高
木
）
与
惣
兵
衛
か
ら
、
（
秀
嶋
）
貞
左
衛
門
ま
で
お
達
し
が
あ
っ
た
。
も
し
私
領
百
姓
よ
り
い
ろ
い
ろ
申

せ
ば
、
私
領
の
役
々
よ
り
本
藩
の
小
物
成
所
へ
申
し
達
す
る
よ
う
に
言
い
聞
か
せ
、
口
論
な
ど
行
わ
ず
土
を
掘
り
取
る
よ
う
に
申
し
て
お
く
の
で
、
こ
の
お
達
し
し
た
趣
旨
の

写
し
を
差
し
出
し
て
お
く
。
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

続
く
十
八
頁
（
本
書
⑿
頁
）
五
行
目
か
ら
二
十
頁
（
本
書
⒀
頁
）
末
行
ま
で
は
、
こ
の
三
法
潟
御
蔵
入
畠
地
に
お
け
る
陶
土
採
掘
問
題
の
結
末
で
あ
る
。
ま
ず
、
十
八
頁
末

行
ま
で
の
卯
九
月
廿
二
日
ま
で
の
一
節
は
「
九
月
廿
一
日
、
（
佐
嘉
の
有
田
皿
山
代
官
）
高
木
与
惣
兵
衛
宅
へ
久
五
郎
と
松
右
衛
門
を
連
れ
て
行
き
、
別
紙
の
（
蓮
池
藩
の
聞

役
か
ら
の
覚
の
）
通
り
書
付
を
持
ち
帰
り
、
三
ヶ
村
の
庄
屋
へ
申
し
談
じ
、
土
の
掘
り
取
り
を
す
る
よ
う
に
と
の
渡
し
お
い
た
書
付
を
左
に
写
し
置
く
。
」
と
い
う
こ
と
で
、

佐
賀
で
皿
山
代
官
か
ら
直
々
に
許
可
を
も
ら
い
、
そ
れ
を
関
係
三
ヶ
村
庄
屋
に
書
面
で
渡
し
て
い
る
。
そ
の
書
面
の
覚
が
十
九
頁
（
本
書
⑿
頁
）
一
行
目
か
ら
末
行
ま
で
の
蓮

池
聞
番
大
塚
孫
次
郎13

に
よ
る
も
の
で
、
「
志
田
東
山
亀
（
甕
）
焼
土
を
以
前
の
通
り
提
供
す
る
よ
う
に
申
し
付
け
る
こ
と
は
聞
い
て
は
い
た
も
の
の
、
近
年
、
禁
止
さ
れ
た
こ

と
で
あ
り
、
役
人
た
ち
だ
け
で
は
難
し
く
、
主
税
殿
（
蓮
池
藩
六
代
藩
主
鍋
島
直
寛
）
へ
も
訪
ね
た
が
叶
わ
ず
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い
の
で
す
が
、
気
の
毒
な
の

で
東
山
亀
（
甕
）
焼
達
か
ら
上
野
、
小
野
原
の
庄
屋
た
ち
へ
相
談
が
あ
れ
ば
、
異
議
な
く
差
し
出
す
と
思
い
ま
す
。
も
し
そ
の
よ
う
に
し
て
も
い
ろ
い
ろ
言
う
よ
う
で
あ
れ
ば
、

再
度
仰
せ
達
し
く
だ
さ
い
。
」
と
の
内
容
で
、
近
年
、
蓮
池
藩
と
し
て
は
恐
ら
く
農
地
保
護
の
た
め
に
自
領
や
、
ま
し
て
や
本
藩
と
は
い
え
他
領
の
陶
土
採
掘
に
つ
い
て
は
禁

止
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
も
の
の
、
大
塚
を
は
じ
め
と
し
た
役
人
た
ち
と
し
て
は
、
本
藩
か
ら
の
申
し
出
に
対
し
て
は
、
当
事
者
同
士
の
交
渉
と
い
う
こ
と
に
折
れ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
次
の
二
十
頁
（
本
書
⒀
頁
）
一
行
目
か
ら
三
行
目
は
、
こ
の
蓮
池
聞
番
か
ら
の
申
し
達
し
を
受
け
、
ま
ず
は
釜
（
窯
）
焼
た
ち
が
相
対
で
話
し
合
う

よ
う
に
と
の
卯
九
月
付
け
の
小
物
成
所
か
ら
の
お
達
し
で
あ
る
。

そ
し
て
二
十
頁
（
本
書
⒀
頁
）
四
行
目
か
ら
同
頁
末
行
目
ま
で
が
、
こ
の
お
達
し
を
受
け
て
「
十
月
十
八
日
に
小
野
原
、
郷
野
木
、
上
野
三
ヶ
村
庄
屋
を
（
秀
嶋
）
貞
左
衛

門
が
、
釜
（
窯
）
焼
庄
屋
松
右
衛
門
の
所
へ
呼
び
、
い
よ
い
よ
存
じ
所
無
く
（
こ
れ
以
上
色
々
考
え
ず
に
）
、
土
を
相
違
な
く
提
供
す
る
か
、
と
伝
え
た
と
こ
ろ
、
（
庄
屋
た
ち

が
）
何
の
差
し
障
り
な
く
、
此
の
向
き
は
元
の
通
り
に
土
を
提
供
す
る
と
申
し
た
の
で
、
そ
の
よ
う
に
承
知
さ
れ
た
よ
う
に
請
け
合
い
帰
っ
た
。
さ
ら
に
庄
屋
た
ち
に
別
条
な

い
よ
う
に
貞
左
衛
門
か
ら
印
形
を
取
り
置
く
よ
う
に
す
る
事
。
」
と
い
う
卯
十
月
十
八
日
付
け
の
内
容
で
あ
る
。
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へ
懸
け
合
い
の
結
果
、（
こ
の
件
は
）
近
々
解
決
し
そ
う
で
あ
る
が
、一
日
で
も
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
け
ば
数
百
人
の
者
の
難
儀
が
さ
ら
に
増
大
す
る
の
で
、少
し
だ
け
で
も
渡
世
（
仕

事
）
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
一
時
で
も
見
立
て
る
よ
う
に
達
せ
ら
れ
た
の
で
、
楢
崎
村12

に
い
る
御
蔵
入
百
姓
久
右
衛
門
の
持
ち
懸
り
の
畠
地
が
小
野
原
村
、
上
野
村
、
郷
野

木
村
内
に
少
し
ず
つ
あ
り
、
そ
の
畠
の
下
を
掘
っ
て
（
陶
土
を
採
取
し
）
小
亀
（
小
型
の
甕
）
だ
け
で
も
焼
き
立
て
た
い
こ
と
を
お
達
し
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
と
い
う
願

い
に
対
し
、
す
ぐ
に
取
り
掛
か
る
よ
う
に
お
達
し
が
あ
っ
た
の
で
、（
久
右
衛
門
へ
）
相
談
し
て
掘
り
懸
っ
た
と
こ
ろ
、
上
野
村
の
二
右
衛
門
が
来
て
田
地
脇
を
掘
ら
せ
る
こ
と

は
で
き
な
い
と
言
っ
て
き
た
の
で
、
早
速
佐
嘉
（
賀
）
へ
注
進
し
た
と
こ
ろ
、（
秀
嶋
）
貞
左
衛
門
か
ら
は
自
分
ひ
と
り
で
は
な
く
、
小
物
成
所
へ
も
伝
え
た
う
え
で
の
申
し
付

け
で
あ
る
の
で
、
掘
り
懸
っ
た
と
こ
ろ
を
早
く
帰
っ
て
掘
る
よ
う
に
と
の
達
し
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
時
も
（
有
田
皿
山
代
官
高
木
）
与
惣
兵
衛
や
、
小
物
成
所
へ
も
交
渉
さ
れ
て

お
り
、
再
度
何
か
言
っ
て
く
れ
ば
、
筋
々
（
関
係
諸
役
）
か
ら
の
仰
せ
付
け
に
よ
る
掘
り
取
り
に
対
し
て
言
い
分
が
あ
れ
ば
、
其
方
（
二
右
衛
門
）
た
ち
か
ら
要
望
す
る
よ
う
に

返
答
し
て
、
口
論
な
ど
せ
ず
に
土
だ
け
を
掘
り
取
る
よ
う
に
と
の
お
達
し
が
あ
っ
た
の
で
、
掘
り
懸
っ
た
場
所
で
土
を
掘
り
取
っ
た
が
、
そ
の
後
は
何
も
言
わ
な
か
っ
た
。
そ
し

て
さ
ら
に
貞
左
衛
門
か
ら
小
物
成
所
へ
提
出
し
た
口
達
書
控
を
渡
さ
れ
た
の
で
、
次
に
写
し
置
い
て
い
る
。」
と
あ
り
、
役
所
の
許
可
が
あ
っ
て
も
簡
単
で
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

十
五
頁
（
本
書
⑽
頁
）
九
行
目
か
ら
十
七
頁
（
本
書
⑾
頁
）
七
行
目
ま
で
が
（
宝
暦
九
年
）
卯
閏
七
月
十
八
日
付
け
で
秀
嶋
貞
左
衛
門
が
提
出
し
た
、
そ
の
「
口
達
覚
」
で

あ
り
、
基
本
的
に
は
前
記
さ
れ
た
も
の
と
同
様
の
内
容
で
あ
る
が
、
日
付
や
登
場
人
物
が
よ
り
具
体
的
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
御
蔵
入
百
姓
の
源
蔵
の
作
り
懸
る
畠
地
を
同
所

の
久
右
衛
門
に
土
掘
り
取
り
を
相
談
し
、
（
七
月
）
十
三
日
か
ら
掘
り
懸
っ
た
と
こ
ろ
、
上
野
村
百
姓
二
右
衛
門
が
、
畠
地
を
そ
の
よ
う
に
堀
く
ぼ
め
ら
れ
る
と
先
々
田
の
耕

作
に
支
障
が
で
る
の
で
掘
ら
せ
な
い
、
と
言
っ
て
き
た
の
で
、
釜
（
窯
）
焼
き
達
か
ら
は
、
万
一
少
し
で
も
田
な
ど
に
損
傷
が
で
れ
ば
、
い
か
よ
う
に
も
い
い
よ
う
に
相
談
す

る
の
で
、
先
に
掘
り
懸
っ
た
所
は
わ
ず
か
な
の
で
掘
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
そ
の
時
言
っ
た
が
、
無
理
と
の
こ
と
で
、
一
旦
引
き
取
り
、
再
度
久
右
衛
門
が
行
っ
て
い
ろ

い
ろ
と
訳
を
言
っ
て
、
こ
の
節
東
山
が
特
別
土
難
儀
し
て
い
る
の
で
、
掘
り
懸
っ
た
ま
ま
に
し
て
お
く
の
は
い
ず
れ
に
し
て
も
気
の
毒
で
あ
る
の
で
、
ど
う
か
土
を
掘
り
取
ら

せ
て
く
れ
と
相
談
し
た
が
決
し
て
で
き
な
い
と
言
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
、
釜
（
窯
）
焼
た
ち
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
い
い
か
と
貞
左
衛
門
へ
言
っ
て
き
た
の
で
、
日
常

生
活
も
ま
ま
な
ら
な
い
為

て
い
た
ら
く

躰
の
状
況
で
あ
り
、
何
と
か
し
て
小
亀
（
甕
）
だ
け
で
も
焼
き
立
て
、
日
常
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
し
て
飢
え
を
凌
ぐ
よ
う
に
申
し
達
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
こ
の
よ
う
に
御
蔵
入(

地)

よ
り
土
取
り
を
す
る
こ
と
を
、
私
領
の
百
姓
が
差
止
め
る
理
由
は
無
い
。
こ
の
よ
う
な
不
届
き
の
言
い
分
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
置
く
事

は
気
の
毒
に
思
う
の
で
、
も
と
も
と
釜(

窯)

焼
き
達
が
内
緒
で
行
っ
て
い
た
こ
と
で
は
あ
る
が
、
金
が
な
く
、
お
尋
ね
し
た
上
で
前
文
の
通
り
申
し
付
け
て
い
る
が
、
い
か

が
し
た
ら
よ
い
か
お
伺
い
し
た
い
。
」
と
い
う
内
容
で
あ
り
、
こ
こ
に
は
本
藩
釜(

窯)

焼
き
と
私
領
百
姓
と
の
利
害
が
よ
り
鮮
明
に
表
れ
て
い
る
。
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り
、
志
田
東
山
か
ら
（
書
類
と
し
て
）
願
書
を
提
出
し
て
す
る
よ
う
に
達
せ
ら
れ
た
た
め
、
早
速
即
日
に
志
田
東
山
釜
焼
中
と
庄
屋
松
右
衛
門
の
連
名
で
秀
嶋
貞
左
衛
門
へ
提

出
し
た
口
上
覚
が
次
の
九
頁
（
本
書
⑺
頁
）
三
行
目
か
ら
十
一
頁
（
本
書
⑻
頁
）
末
行
ま
で
の
「
乍
恐
奉
願
口
上
覚
」
で
あ
る
。
内
容
的
に
は
前
段
が
前
記
の
蓮
池
私
領
三
ヶ

村
か
ら
の
陶
土
提
供
の
経
緯
が
語
ら
れ
る
が
、
最
初
の
行
に
は
「
白
石
西
平8

御
狩
山
」
と
前
段
に
は
な
か
っ
た
具
体
的
な
御
狩
山
の
地
名
が
出
て
い
る
。
そ
し
て
い
よ
い
よ

後
段
の
十
頁
十
行
目
か
ら
十
一
頁
二
行
目
（
本
書
⑻
頁
）
に
は
「
然
処
此
七
、
八
ケ
年
ハ
上
野
村
釜
焼
杢
之
允
ゟ
申
候
者
、
蓮
池
領
ゟ
土
不
差
出
候
様
被
仰
付
候
故
、
東
山
へ

も
土
差
出
候
義
不
相
叶
由
申
候
」
と
あ
り
、
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
の
七
、
八
年
前
か
ら
蓮
池
藩
庁
か
ら
の
申
付
け
と
い
う
こ
と
で
、
上
野
村
の
釜
（
窯
）
焼
杢
之
允
か
ら
、

上
野
村
（
山
）
も
同
様
と
の
こ
と
だ
が
、
志
田
東
山
へ
の
陶
土
の
提
供
が
で
き
な
い
と
い
わ
れ
た
が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
即
刻
渡
世(

生
業)

に
支
障
が
で
る
た
め
、
色
々
相
談

し
て
、
少
し
ず
つ
土
を
取
っ
て
わ
ず
か
ず
つ
窯
焼
き
し
て
き
た
た
め
、
釜
焼
全
員
が
た
い
へ
ん
難
儀
し
て
き
て
い
た
と
こ
ろ
、
さ
ら
に
先
月
中
頃
よ
り
一
度
に
土
の
提
供
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
言
わ
れ
、
細
工
等
を
止
め
る
こ
と
に
な
り
、
（
こ
れ
で
は
窯
焼
を
）
続
け
る
事
が
で
き
な
く
な
り
数
百
人
が
飢
え
る
ほ
か
な
い
状
況
に
な
っ
た
の
で
、
ど

う
に
か
し
て
、
（
こ
れ
ま
で
通
り
）
蓮
池
私
領
よ
り
陶
土
の
提
供
を
お
願
い
し
た
い
の
で
、
筋
々
（
関
係
諸
役
）
へ
要
望
す
る
こ
と
を
重
ね
重
ね
願
い
奉
る
、
と
い
う
内
容
で

あ
り
、
こ
こ
か
ら
が
正
に
こ
の
文
書
の
本
旨
で
あ
る
。

十
二
頁
（
本
書
⑼
頁
）
の
一
行
目
か
ら
読
み
進
む
と
、
こ
の
願
書
を
秀
嶋
貞
左
衛
門
か
ら
有
田
皿
山
代
官
、
高
木
与
惣
兵
衛9

へ
提
出
し
た
と
こ
ろ
、
高
木
か
ら
、
こ
の
願

書
を
提
出
す
る
だ
け
で
は
不
調
に
な
り
そ
う
な
の
で
、
蓮
池
私
領
の
諸
役
へ
内
々
に
交
渉
す
べ
く
七
月
廿
二
日
に
現
地
に
赴
き
、
（
陶
土
の
採
取
地
で
あ
る
）
三
法
潟10

の
懸
り

目
付
大
田
嘉
太
夫
お
よ
び
小
野
原
村
と
上
野
村
庄
屋
を
呼
び
、
段
々
陶
土
の
提
供
を
差
止
め
た
こ
と
に
よ
り
、
釜
（
窯
）
焼
た
ち
が
難
儀
し
て
い
る
の
で
、
元
の
通
り
の
陶
土

提
供
を
促
し
、
も
し
無
理
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
釜
（
窯
）
焼
全
員
か
ら
差
し
出
さ
れ
て
い
る
訴
訟
を
取
り
次
ぐ
ほ
か
は
な
い
事
を
達
し
た
と
こ
ろ
、
蓮
池
（
藩
庁
）
の
誰
（
ど

の
役
人
）
か
ら
も
提
供
を
差
止
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
内
々
に
渡
し
て
い
る
こ
と
は
気
の
毒
で
あ
り
、
（
大
田
）
嘉
太
夫
へ
も
申
し
談
じ
返
答
を
促
し
た
が
、
（
庄
屋
た
ち
か
ら

は
）
一
存
で
は
指
図
で
き
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
、
再
度
（
秀
嶋
）
貞
左
衛
門
か
ら
も
懸
け
合
い
、
い
ろ
い
ろ
と
内
談
し
た
が
埒
が
明
か
な
か
っ
た
の
で
、
我
々
（
志

田
東
山
窯
焼
）
か
ら
の
願
書
を
貞
左
衛
門
よ
り
了
解
の
上
、（
有
田
皿
山
代
官
の
高
木
）
与
惣
兵
衛
に
渡
し
、
与
惣
兵
衛
了
解
の
上
、
小
物
成
所
へ
持
ち
出
さ
れ
た
と
の
こ
と
だ
っ

た
が
、
其
の
後
再
度
小
物
成
所
御
頭
人
執
行
七
左
衛
門
外
諸
役
人11

よ
り
（
秀
嶋
）
貞
左
衛
門
へ
志
田
東
山
釜
（
窯
）
の
図
、
蓮
池
私
領
境
白
石
西
平
辺
懸
山
の
図
を
仕
立
て

て
差
し
出
す
よ
う
に
と
の
達
し
が
あ
り
、
釜
（
窯
）
図
は
以
前
御
上
覧
用
に
作
成
し
て
い
た
も
の
を
利
用
し
、
二
つ
と
も
差
し
出
し
て
い
る
。

次
の
十
四
頁
一
行
目
か
ら
十
五
頁
八
行
目
（
本
書
⑽
頁
）
の
一
節
に
は
新
た
な
問
題
発
生
が
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
秀
嶋
貞
左
衛
門
よ
り
、
小
物
成
所
か
ら
蓮
池
（
藩
）
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せ
付
け
ら
れ
た
釜
（
窯
）
床
、
屋
敷
の
開
き
明
け
、
小
屋
作
り
を
行
う
こ
と
が
、
こ
の
年
の
春
に
始
め
ら
れ
た
こ
と
が
一
年
を
経
た
ず
に
済
ま
す
よ
う
に
大
急
ぎ
に
進
め
さ
せ

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
七
頁
一
～
七
行
目
（
本
書
⑹
頁
）
に
は
、
同
じ
十
一
月
付
け
で
、
皿
山
役
の
大
塚
覚
右
衛
門
、
野
中
善
兵
衛
、
小
物
成
役
の
東
喜
右
衛
門
、
大
庄
屋
藤
山

利
兵
衛
が
来
て
釜
（
窯
）
運
上
銀
百
六
十
匁
を
正
月
、
五
月
、
九
月
の
三
度
に
納
め
る
こ
と
を
仰
せ
付
け
ら
れ
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
御
狩
山
の
仕
法
に
よ
る
関
係
住
民
の
移
住
命
令
が
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
志
田
東
山
の
設
立
の
理
由
で
、
壺
甕
類
を
焼
成
す
る

と
考
え
ら
れ
る
甕
焼
窯
と
し
て
始
ま
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
実
際
に
窯
入
れ
し
た
創
業
が
何
時
だ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
年
の
十
一
月
に
移
住
の
達
し
が
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
翌
年
の
享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
頃
に
は
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

(2)　

宝
暦
九
年
の
亀
（
甕
）
土
難
儀
に
つ
い
て

続
く
七
頁
（
本
書
⑹
頁
）
八
行
目
の
「
一
、
御
狩
之
時
分
、
御
鹿
倉
御
拵
ニ
付
而
、
見
立
次
第
ニ
渡
世
仕
候
様
被
仰
付
候
へ
共
、
亀
土
之
義
は
蓮
池
領
分
上
野
村
幷
小
野
原

郷
野
木
村6

ニ
御
座
候
…
」
か
ら
、
い
よ
い
よ
宝
暦
九
年
の
事
情
に
な
る
。
全
体
と
し
て
は
こ
の
七
頁
（
本
書
⑹
頁
）
八
行
目
か
ら
二
十
頁
（
本
書
⒀
頁
）
末
行
の
「
卯
十
月

十
八
日
」
ま
で
が
亀
（
甕
）
土
採
掘
に
つ
い
て
の
顛
末
、
次
の
二
一
頁
（
本
書
⒀
頁
）
一
行
目
か
ら
二
三
頁
（
本
書
⒁
頁
）
末
行
の
「
宝
暦
九
年
卯
十
二
月
十
九
日　

角
太
郎

右
衛
門
」
ま
で
が
、
併
せ
て
願
い
が
差
し
出
さ
れ
た
薪
の
割
山
に
つ
い
て
の
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
部
分
が
本
資
料
の
中
心
部
分
で
あ
り
分
量
的
に
も
多
い
が
、
ま
ず
亀

土
難
儀
に
つ
い
て
そ
の
概
要
を
追
っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

七
頁
（
本
書
⑹
頁
）
八
行
目
か
ら
九
頁
（
本
書
⑺
頁
）
二
行
目
ま
で
は
、
本
藩
の
懸
り
役
（
担
当
役
）
秀
嶋
貞
左
衛
門7

の
指
示
で
願
書
（
要
望
書
）
を
提
出
す
る
た
め
に

前
段
ま
で
の
享
保
七
年
時
点
の
事
情
を
振
り
返
っ
た
内
容
で
あ
る
が
、
亀
（
甕
）
製
作
用
の
陶
土
に
つ
い
て
の
取
り
決
め
が
な
ど
書
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
陶
土
は
隣
接
す

る
蓮
池
領
の
上
野
村
、
小
野
原
村
、
郷
野
木
村
の
三
ヶ
村
か
ら
、
（
蓮
池
領
の
）
上
野
山
、
志
田
西
山
と
同
格
に
提
供
（
差
出
）
し
て
も
ら
う
こ
と
を
願
い
出
た
と
こ
ろ
、
（
本

藩
の
御
狩
方
役
人
）
高
木
勘
兵
衛
、
藤
崎
安
兵
衛
か
ら
三
ヶ
村
庄
屋
に
、
御
狩
山
の
た
め
に
亀
（
甕
）
山
が
始
め
ら
れ
た
と
い
う
事
情
で
あ
る
か
ら
、
願
い
の
通
り
に
す
る
よ

う
に
と
の
お
達
し
が
あ
り
、
蓮
池
私
領
の
懸
り
役
と
の
協
議
を
経
て
、
「
御
上
御
用
筋
之
儀
」
で
あ
る
の
で
田
畠
の
底
土
を
掘
り
提
供
す
る
こ
と
に
何
の
支
障
も
な
い
と
の
返

答
が
あ
っ
た
と
の
内
容
で
あ
る
。
通
常
、
陶
器
の
原
料
は
窯
の
近
隣
で
調
達
す
る
こ
と
が
合
理
的
で
あ
り
、
逆
に
原
料
の
あ
る
所
に
窯
を
作
る
と
考
え
ら
れ
勝
ち
だ
が
、
こ
の

窯
場
で
は
隣
接
す
る
と
は
い
え
、
わ
ざ
わ
ざ
数
㎞
離
れ
た
他
領
か
ら
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
が
志
田
東
山
の
懸
り
役
秀
嶋
貞
左
衛
門
ま
で
お
達
し
が
あ
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文
章
の
、
宝
暦
九
年
直
後
の
内
容
は
、
松
右
衛
門
自
身
が
追
記
し
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
天
保
九
年
に
写
す
と
き
に
外
尾
半
平
が
そ
の
後
の
動
向
を
追
加
し
て
記
し
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
表
題
が
示
す
宝
暦
九
年
の
松
右
衛
門
に
よ
る
記
録
が
主
体
で
あ
る
が
、
実
は
さ
ら
に
そ
の
中
に
は
、
三
頁
（
本
書
⑷
頁
）
の
冒
頭
か
ら
「
今
度
当
山
亀

（
甕
）
土
難
儀
仕
候
ニ
付
、
以
前
亀
（
甕
）
焼
被
相
立
候
節
之
控
差
出
候
写
左
ニ　

享
保
七
年
寅
春
（
（　

）
内
筆
者
注
）
」
と
あ
る
よ
う
に
、
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
に
行

わ
れ
た
志
田
東
山
の
窯
場
の
草
創
に
係
る
内
容
が
七
頁
（
本
書
⑹
頁
）
七
行
目
ま
で
記
録
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
当
該
資
料
の
中
に
は
、
大
き
く
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
、

宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
、
そ
の
後
の
宝
暦
十
（
一
七
六
〇
）
、
十
一
年(

一
七
六
一)

の
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
な
る
。
以
下
、
こ
の
内
容
を
、
享
保
七
年
の
志
田
東

山
草
創
の
事
情
お
よ
び
宝
暦
九
年
の
亀
（
甕
）
土
難
儀
と
薪
の
割
山
願
い
の
順
に
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

(1)　

享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
寅
春
か
ら
同
年
寅
十
一
月
ま
で
の
志
田
東
山
草
創
の
事
情
に
つ
い
て

ま
ず
、
三
頁
（
本
書
⑷
頁
）
の
一
行
目
か
ら
二
行
目
に
か
け
て
、
「
今
度
当
山
亀
土
難
儀
仕
候
ニ
付
、
以
前
亀
焼
被
相
立
候
節
之
控
差
出
候
写
左
ニ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

当
山
つ
ま
り
志
田
東
山
が
亀
（
甕
）
焼
の
窯
と
し
て
始
め
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
そ
れ
以
下
に
そ
の
時
の
事
情
が
書
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
三
頁
三
行
目
か
ら
五

頁
四
行
目
（
本
書
⑷
～
⑸
頁
）
ま
で
、
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
春
の
こ
と
と
し
て
、
藤
崎
安
兵
衛2

な
ど
の
本
藩
役
人
が
来
て
、
御
狩
山
に
懸
る
た
め
志
田
村
の
う
ち
平
ヶ

倉
山3

に
住
む
十
五
人
が
、
自
身
で
渡
世
（
生
業
）
を
決
め
、
別
の
場
所
へ
移
る
こ
と
を
命
じ
ら
れ
た
が
、
引
っ
越
し
場
所
が
田
畑
の
耕
作
が
無
理
な
場
所
で
あ
る
の
で
、
焼

物
山
を
渡
世
（
生
業
）
に
し
た
い
こ
と
を
お
願
い
し
た
こ
と
。
次
に
釜
（
窯
）
塗
り
た
て
用
の
こ
も(

薦
・
ム
シ
ロ)

と
材
木
や
小
屋
作
り
用
の
竹
木
、
そ
し
て
窯
焼
き
継
続

後
、
ず
っ
と
薪
に
つ
い
て
は
悪
木
、
枯
木
を
提
供
し
て
も
ら
い
た
い
こ
と
。
（
窯
創
業
の
）
十
五
人
の
屋
敷
と
畠
の
御
成
目
銀
は
十
ヶ
年
無
米
（
無
税
）
に
し
て
ほ
し
い
こ
と
。

さ
ら
に
窯
の
地
床
（
底
地
）
に
つ
い
て
は
永
代
御
免
地
（
免
税
地
）
を
願
い
、
さ
ら
に
そ
の
地
床
は
横
十
間
、
長
さ
三
十
八
間
の
規
模
で
あ
る
こ
と
も
願
っ
て
い
る
。
そ
し
て

こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
源
右
衛
門
、
善
兵
衛
、
休
左
衛
門
、
清
右
衛
門
、
甚
左
衛
門
、
徳
右
衛
門
、
源
七
、
茂
左
衛
門
、
源
之
充
、
源
内
、
作
左
衛
門
、
嘉
兵
次
、
清
左
衛
門
の

十
五
人
の
連
名
で
願
書
を
提
出
し
た
と
こ
ろ
、
早
速
、
安
住
武
左
衛
門
が
窯
の
地
床
の
見
聞
に
来
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る4

。
続
く
五
頁
五
行
目
か
ら
六
頁
末
行
（
本
書
⑸
～

⑹
頁
）
に
は
、
吉
村
又
七5

ほ
か
の
吟
味
に
よ
り
、
同
年
十
一
月
に
は
、
十
五
人
の
願
い
は
概
ね
そ
の
と
お
り
に
仰
せ
つ
け
ら
れ
た
が
、
十
ヶ
年
の
無
米
の
願
い
だ
け
は
、
七
ヶ

年
に
短
縮
さ
れ
た
。
さ
ら
に
御
用
に
よ
り
起
こ
っ
た
こ
と
な
の
で
、
窯
塗
り
た
て
用
の
こ
も
（
薦
、
ム
シ
ロ
）
小
屋
作
り
用
の
竹
木
は
無
料
で
提
供
さ
れ
、
銘
々
で
急
ぎ
刈
り

取
る
こ
と
な
の
で
、
山
か
ら
下
ろ
す
の
に
支
障
が
な
い
よ
う
に
人
夫
を
提
供
す
る
の
で
、
絶
対
に
取
り
掛
り
が
遅
れ
な
い
よ
う
に
引
き
移
り
、
い
ろ
い
ろ
取
り
捨
て
銘
々
に
仰
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は
じ
め
に

こ
こ
に
言
う
志
田
東
山
関
係
文
書
と
は
、
⑶
頁
か
ら
(26)
頁
に
掲
載
し
た
佐
賀
県
立
九
州
陶
磁
文
化
館
が
所
蔵
す
る
現
在
の
佐
賀
県
嬉
野
市
塩
田
町
大
字
久
間
に
所
在
し
た
江

戸
時
代
の
佐
賀
本
藩
領
大
外
山
の
窯
場
、
志
田
東
山
に
関
す
る
「
志
田
東
山
ゟ
焼
物
方
ニ
付
而
筋
々
差
出
候
諸
控
」
、
「
乍
恐
奉
願
上
口
上
覚
」
、
「
乍
恐
奉
願
口
上
覚
」
の
江
戸

時
代
の
文
書
三
件
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
三
件
は
、
昭
和
六
十
年
の
購
入
資
料
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
具
体
的
な
分
析
が
行
わ
れ
な
い
ま
ま
保
管
さ
れ
て
来
た
。
令
和
二
年
一

月
に
改
め
て
筆
者
が
主
要
な
部
分
を
通
読
し
、
志
田
東
山
の
開
窯
な
ど
重
要
な
内
容
を
含
む
資
料
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
た
め
、
地
元
で
あ
る
佐
賀
県
嬉
野
市
の
嬉
野
市
史

編
纂
室
と
市
史
編
集
委
員
会
専
門
員
の
尾
﨑
葉
子
氏
に
協
力
を
仰
い
だ
と
こ
ろ
、
編
纂
室
の
槐
原
慎
二
主
任
と
木
村
都
志
枝
専
門
員
は
進
行
中
の
市
史
編
纂
事
業
へ
の
活
用
も

念
頭
に
置
い
て
、
写
真
撮
影
に
よ
る
当
該
文
書
の
資
料
化
を
行
わ
れ
、
尾
﨑
氏
に
は
そ
の
資
料
を
基
に
三
件
の
翻
刻
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

本
稿
で
は
、
こ
の
翻
刻
を
も
と
に
、
各
資
料
の
内
容
を
ま
ず
検
討
し
、
次
に
若
干
の
問
題
に
つ
い
て
整
理
し
た
い
。

第
一
章
　
志
田
東
山
関
係
文
書
の
内
容
に
つ
い
て

　

本
章
で
は
、
三
件
の
文
書
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
書
か
れ
た
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

一
、
「
志
田
東
山
ゟ
焼
物
方
ニ
付
而
筋
々
差
出
候
諸
控
」

こ
の
資
料
は
、
表
紙
に
「
宝
暦
九
歳
卯
九
月
廿
三
日　

志
田
東
山
ゟ
焼
物
方
ニ
付
而
筋
々
差
出
候
諸
控　

釜
焼
庄
屋　

松
右
衛
門
」
と
記
さ
れ
た
、
全
二
六
頁
の
冊
子
（
縦

帳
）
で
、
最
終
頁
に
「
天
保
九
歳　

戊
正
月
四
日
是
を
写
ス　

外
尾
半
平
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
に
志
田
東
山
の
釜(

窯)

焼
庄
屋
、
松
右
衛
門
が

焼
物
に
つ
い
て
関
係
諸
方
面
へ
提
出
し
た
諸
々
の
書
類
控
と
し
て
記
録
し
て
い
た
も
の
を
、
天
保
九
年(

一
八
三
八)

年
に
外
尾
半
平1

が
写
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

さ
ら
に
中
を
見
て
い
く
と
、
宝
暦
九
年
に
松
右
衛
門
が
記
し
た
の
は
表
紙
一
頁
（
本
書
⑶
頁
）
か
ら
宝
暦
九
年
卯
十
二
月
十
九
日
の
記
載
が
あ
る
二
三
頁
（
本
書
⒁
頁
）
末
行

ま
で
の
内
容
で
あ
る
。
そ
し
て
、
次
の
二
四
～
二
五
頁
（
本
書
⒂
頁
）
の
（
宝
暦
拾
一
年
）
巳
八
月
廿
二
日
、
お
よ
び
そ
れ
に
続
く
宝
暦
十
年
辰
卯
月
十
五
日
の
記
載
の
あ
る
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庄
屋
儀
右
衛
門
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　

釜
焼
御
衆
中

前
書
之
通
、
志
田
東
山
瓶
釜
登
支
配
ゟ
奉
願
上
候
通
、
我
々
迚
も

同
様
難
渋
仕
罷
在
候
故
、
右
之
場
所
願
之
通
り
、
立
木
共
ニ
我
々
江

被
仰
付
被
下
道
者
有
御
座
間
敷
哉
、
幾
重
ニ
も
御
縋
リ
奉

申
上
義
ニ
御
座
候
、
於
然
ハ
御
蔭
を
以
東
山
難
渋
不
被
致
通
、
取
計
リ
可

申
候
条　

御
上
御
慈
悲
之
御
評
儀
遊
シ
被
下
、
何
卒
願
之
通
リ
被

仰
付
被
下
候
様
、
御
筋
々
宜
御
相
達
被
下
義
、
深
重
奉
願
上
候
、
尤

御
上
銀
之
義
ハ
被
仰
付
次
第
奉
畏
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
野
村

　

慶
応
二
年　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

釜
庄
や
儀
右
衛
門　

㊞

　

寅
十
一
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

釜
焼
中

　　
　
　
　
　
　
　

御
山
方

　
　
　
　
　
　
　
　

御
役
所

㉙㉚ ㉛㉜㉝㉞㉟㊱㊲㊳㊴㊵㊶㊷
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御
先
祖
様
ノ
奉
対
御
思
召
ニ
候
而
も
重
畳
恐
多
、
次
ニ
は
一
統

飢
渇
ニ
お
よ
び
候
儀
、
い
か
に
も
残
念
千
万
不
及
是
悲
ニ
次
第
ハ
、
不

遑
申
上
ニ
候
、
歎
ケ
ハ
敷
参
リ
懸
リ
御
座
候
、
仍
而
之
近
来
難
奉

願
重
畳
奉
恐
入
儀
ニ
御
座
候
得
共

御
私
領
久
間
山
之
内
、
大
草
場
、
一
ノ
狩
倉
一
式
、
幷
ニ
小
狩
倉

南
裾
辺
田
端
ゟ
壱
間
通
堀
取
被
仰
付
候
様
、
奉
願
請

被
呉
候
儀
者
被
相
叶
間
敷
哉
、
伏
而
奉
歎
願
候
、
於
然
者

御
蔭
を
以
御
由
緒
之
職
業
取
繋
、
乍
恐

御
先
祖
様
御
趣
意
を
も
吃
度
相
立
、
次
ニ
は
数
多
之
存
命

取
繋
、
御
重
恩
尚
又
難
有
仕
合
奉
存
上
候
条
、
訳
而
厚
ク
御
助

情
之
御
吟
味
遊
シ
被
下
、
何
卒
願
之
通
リ
被
仰
付
被
下
候
様
、
御
筋
々

宜
被
仰
上
可
被
下
義
、
深
重
奉
願
上
候
、
尤
御
益
之
義
者
被
仰
付

次
第
相
納
可
申
上
候
、
以
上

　
　

慶
応
二
年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

志
田
東
山
瓶
釜
焼

　
　
　

寅
十
一
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

登
支
配
外
尾
庄
蔵　

㊞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑭⑮⑯⑰⑱⑲⑳㉑㉒㉓㉔㉕㉖㉗㉘
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乍
恐
奉
願
口
上
覚

某
儀
志
田
東
罷
在
、
甕
釜
職
相
営
、
御
蔭
ニ
数
代
相
続
仕
難
有
仕
合

奉
存
上
候
、
抑
当
山
之
儀
乍
恐

法
性
院
様
御
狩
法
ニ
付
被
為
在　

御
聖
慮
一
村
御
草
創

被
遊
、
渡
世
之
儀
ハ
瓶
釜
職
相
営
、
永
々
一
山
繁
栄
仕
様
、
惣
而
土

床
之
儀
者
、
蓮
池
御
私
領
ゟ
堀
取
、
薪
之
儀
ハ
御
狩
山
之
内
ゟ

割
山
無
銀
懸
ニ
乄

（
し
て
）

、
毎
歳
三
丁
宛
被
差
出
候
様
、
尚
又
釜
地
床

御
免
地
ニ
召
被
成
被
下
、
難
有
兼
々
蒙　

御
仁
達
を
甕
釜

一
統
数
代
連
続
仕
罷
在
候
、
然
処
近
年
三
法
潟
土
払
底
ニ
相
成

甚
難
渋
仕
候
処
ゟ　

鍋
嶋
辰
太
郎
様
地
行
所
、
志
田
村
尤

御
私
領
久
間
山
伐
木
山
裾
辺
、
志
田
原
ゟ
釜
々
半
丈
宛
堀
取
来

候
得
共
、
其
地
も
堀
尽
シ
最
早
職
方
打
畳
ゟ
無
御
座
、
当
惑
至

極
之
参
リ
懸
ニ
御
座
候
、
右
之
通
リ
土
床
壱
條
ニ
相
掛
及
潰
ニ
候
儀
、
乍
恐

薪
材
ノ

貼

り

紙 ①②③④⑤⑥⑧⑨⑩⑪⑫⑬
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志
田
東
山

　

午　

九
月　
　
　
　
　
　

庄
屋　

祐
八　

㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

甕
釜
焼
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

尾
﨑
卯
兵
衛
殿

　
　
　
　
　
　
　

　

右
某
懸
リ
志
田
東
山
甕
釜
焼
共
ゟ
奉
願
上
候

　

通
リ
、
宜
敷
被　

為
遂
御
吟
味
を
可
被
下
候
断

　

本
文
御
座
候
、
以
上

　

午　

九
月　
　
　
　
　
　
　

尾
﨑
卯
兵
衛　

㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　

割
㊞

　

斐
善
太
夫
殿

����������
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御
古
代
様
之

御
趣
意
を
も
相
立
テ
、
次
ニ
ハ
某
共
永
々
家
職
之

道
相
開
、
扨
又
蓮
池
御
私
領
西
山
之
儀
は
別
而
盛
ニ

焼
立
、
御
蔵
入
之
儀
ハ
不
能
申
上
、
御
由
緒
柄
之
東
山

幽
之
為
躰
ニ
而
多
年
無
念
ニ
相
過
候
、
面
目
を
も

相
耀
シ
彼
是
御
恩
沢
之
程
、
万
々
以
難
有
仕
合
ニ　

奉
存
上
候
条
、
薪
一
條
之
儀
迚
も
私
力
不
相
及
事

情
兎
ニ
角
御
照
察
被
成
下
、
如
願
被
為

仰
付
被
下
候
様
、
御
筋
々
何
分
ニ
も
宜
被　

仰
上

可
被
下
儀
深
重
奉
願
上
候
、
以
上　
　
　
　
　
　

㊞

����������
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法
性
院
様
御
狩
法
ニ
付

御
賢
慮
を
以
御
草
創
被　

遊
下

御
趣
意
、
渡
世
某
共
ニ
相
成
薄
相
心
得
候
訳（

等
）

ニ

相
移
候
通
共
ニ
而
は
重
々
恐
多
殊
更
当
時
御
国

産
御
仕
法
之
折
柄
、
片
時
も
只
今
之
姿
ニ
而
不
相
済

所
ゟ
前
断
甕
登
御
再
興
御
仕
法
奉
願
上
、
一
統

相
励
、
御
国
益
之
端
ニ
も
相
成
候
様
、
出
精
可
仕
奉
存
上

候
条
、
別
段
之
御
慈
評
被
成
下
候
様
、
幾
重
ニ
も
奉
願
上
候

其
通
御
聞
済
於
被
成
下
ハ
、
返
々
も
乍
恐

㊾㊿�������
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何
分
致
道
無
御
座
候
、
当
惑
此
時
差
迫
罷
在
候

依
之
近
来
恐
至
極
奉
存
上
候
得
共
、
打

（
内
カ
）野

山
幷
福

泉
寺
八
ノ
く
ぼ
山
御
狩
山
之
内
ゟ
割
山
小
銀
懸
ニ（

し
て
）、

一
山
御
再
興
と
し
て
被　

差
出
被
下
道
は
有
御
座
間
敷
哉

伏
而
奉
願
上
候
、
自
然
右
両
所
御
支
所
御
座
候
半
ハ

志
山

（
田
抜
ケ
）最

寄
御
支
不
相
成
御
山
之
内
ゟ
割
山
を
以

一
山
被　

差
出
被
下
候
道
は
有
御
座
間
敷
哉
、
只
管

御
嘆
願
申
上
候
、
於
然
ハ
御
蔭
を
以
格
段
御
由
緒

之
職
業
、
後
来
連
続
之
道
屹
度
相
立
、
猶
又

御
大
恩
難
有
仕
合
奉
存
候
、
何
角
難
申
上
奉
存

候
得
共
、
如
斯
不
景
気
ニ
罷
在
候
而
ハ
乍
恐

㊳㊴㊵㊶㊷㊸㊹㊺㊻㊼㊽
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御
趣
意
ニ
相
迦
及
潰
罷
在
候
儀
、
乍
恐
不
本
意

外
分
彼
是
不
及
是
非
次
第
は
不
遑
申
上
、
次
ニ
は

致
馴
候
家
職
取
離
候
通
ニ
而
ハ
、
的
然
極
老
幼
少

相
育
候
道
、
絶
而
無
御
座
ニ
付
、
焼
立
候
通
之
儀
精
々
申
談

仕
候
得
共
、
時
節
柄
元
手
銀（

等
）

仕
入
呉
候
銀
向
無
之
、
外
ニ

術
計
尽
果
、
無
是
非
職
方
打
畳
罷
在
候
処
、
御〻
山〻
方〻
ゟ〻
先〻
様〻
之〻
割〻
山〻
ニ〻
願〻
通〻
被〻
仰〻
付〻
候〻
ニ〻
付〻

△
当
節

○

皿
山
御
代
官
所
ゟ
厚　

△
御
由
緒
之
甕
釜
登

如
形
及
潰
罷
在
候
而
ハ
不
相
叶
訳
を
以
、
御
山
方
ゟ
先
様
通
リ
割
山
小
銀
掛
ニ（

し
て
）被

差
出
○

御
再
興

御
仕
法
被
成
下
、
無
此
上
難
有
仕
合
奉
存
候
、
就
而
ハ

尚
更
薪
之
手
配
要
用
之
儀
ニ
而
、
永
末
不
相
動

通
之
処
置
仕
候
半
而
不
相
叶
之
処
、
薪
一
條
ニ
手
を
束

㉓㉔㉕㉖㉗㉘㉛㉝㉟㊱㊲

㉙
㉜

㉚

㉞
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小
屋（

等
）

迄

委
（
悉
ヵ
）

吹
倒
、
反
的
之
佇
も
不
相
叶
通
之
参
掛

如
何
計
歟
難
儀
仕
、
就
中
其
以
来
年
々
米
穀
無

数
之
高
価
打
続
、
旁
ニ
而
追
々
極
々
貧
窮
仕
、
飢
餓

且
夕
ニ
差
迫
、
中
々
以
陶
器
焼
立
候
手
段
相
尽
、
何
連
も

及
潰
、
無
是
非
荒
使
子
其
外
日
雇
稼（

等
）

立
出
、
差

稼
候
得
共
、
生
来
不
致
馴
儀
ニ
而
、
行
届
不
申
漸
一
身

之
取
続
仕
候
迄
ニ
而
、
親
妻
子
相
育
候
手
立
更
ニ
無
之

甚
以
当
惑
千
万
、
嘆
ケ
敷
参
掛
ニ
付
、
一
統
打
寄
重
畳

申
合
仕
候
処
、
前
断
之
通

法
性
院
様
厚
以

思
召
御
草
創
被
遊
下
候
村
柄

⑫⑬⑭⑮⑯⑰⑱⑲⑳㉑㉒



― 82 ―（17）

資料紹介　志田東山関係文書　【尾﨑　葉子】　73-97

　
　

乍
恐
奉
願
上
口
上
覚

某
共
儀
、
志
田
東
山
住
居
罷
在
、
代
々
陶
器
渡
世
相
続

仕
来
、
難
有
仕
合
奉
存
候
、
聊
当
山
之
儀

法
性
院
様
御
狩
法
ニ
付
、
御
聖
慮
被
為
有

一
村
御
草
創
被
遊
下
、
渡
世
之
儀
は
陶
器
焼
立
、
永
々

一
山
繁
栄
仕
候
様
被　

仰
渡
、
左
候
而
釜
地
床
御
免

地
被　

召
成
被
下
、
焼
立
候
薪
一
通
は　

御
狩
山
之
内
ゟ
割
山

無
銀
懸
ニ
乄

（
し
て
）被

差
出
被
下
候
段
、
蒙　

御
仁
達
無
此
上
仕
合

冥
加
至
極
御
請
申
上
、
先
祖
之
者
共
所
々
ゟ
引
移
リ

陶
器
渡
世
仕
、
是
迄
難
有
数
代
連
続
罷
在
候
、
然
処
、
去
ル

子
年
未
曾
有
之
大
風
災
ニ
而
、
家
居
は
勿
論
細
工

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩⑪
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二六

天
保
九
歳

　
　
　

戊
正
月
四
日
是
を
写
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　

外
尾
半
平
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二五 二四

右
願
ニ
而
不
相
済
候
付
而
相
滞
居
候
を
、
宝
暦
拾
一
年
巳
六
月

四
日
、
又
々
右
之
願
点
合
を
取
、
同
月
十
四
日
佐
嘉
罷
越
候
而

南
部
府
太
夫
殿
迄
願
書
差
出
候
末
、
早
速
為
相
済
由

ニ
而
七
月
廿
一
日
ニ
御
山
方
ゟ
貞
左
衛
門
殿
江
御
用
手
紙
参

候
而
、
志
田
東
山
釜
薪
相
済
為
申
由
、
御
山
方
ニ
而
貞
左
衛
門

殿
江
被
相
達
た
る
由
ニ
候
、
其
末
同
八
月
五
日
ゟ
御
山
方
郡

附
大
塚
伊
十
殿
、
懸
役
西
久
保
松
右
衛
門
方
飯
田
喜
兵
衛

方
、
御
小
物
成
所
下
目
附
古
賀
九
左
衛
門
方
被
相
越
、
貞
左
衛
門

殿
立
会
ニ
而
、
白
石
山
ゟ
松
木
廿
七
本
、
■

（
堡
ヵ
）岩

山
よ
り
同
四
拾
本

被
仰
出
候
を
、
山
留
五
郎
右
衛
門
、
庄
屋
松
右
衛
門
立
会
請
取
申
候
、
山
代

銀
懸
前
両
度
ニ
相
納
山
仕
廻
百
日
ニ
限
ニ
相
仕
廻
候
様

被
相
達
候
、
尤
冬
野
山
之
内
、
大
山
留
矢
次
弥
右
衛
門
被

召
呼
候
而
立
会
被
申
候
也

　
　
　
　
　

巳
八
月
廿
二
日

当
山
御
運
上
銀
、
宝
暦
十
年
辰
卯
月
十
五
日

早
田
重
右
衛
門
殿
、
村
岡
常
七
殿
被
相
越
候
而
、
銀
八
拾
匁

被
相
増
候
、
都
而
弐
百
四
拾
匁
ニ
相
成
候
而
三
度
納
ニ

相
成
候
也
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二三 二二

候
儀
も
不
相
叶
、
扨
又
当
度
土
之
儀
此
跡
之
通
被
差
出
被
下

候
様
、
御
訴
訟
申
上
候
得
は
願
之
通
被
仰
付
候
、
右
ニ
付
而
は

焼
物
も
度
々
釜
入
も
仕
儀
ニ
候
へ
は
、
振
売
仕
而
は
渡
世

ニ
も
不
相
成
、
迷
惑
此
時
ニ
御
座
候
、
近
来
難
申
上
奉
存
候
へ
共

薪
山
之
内
ゟ
畝
方
四
町
計
割
山
ニ
乄

（
し
て
）被

渡
下
度
奉
願
候

其
儀
不
相
叶
候
ハ
ゝ
、
悪
木
之
内
ゟ
五
拾
本
程
先
以
被
渡
下
候
様

奉
願
候
、
納
銀
之
儀
は
嬉
野
内
野
山
格
ニ
被
仰
付
被
下
候
ハ
ゝ
、

仰
付
候
通
、
無
相
違
相
納
可
申
候
、
此
段
御
筋
々
宜
被
仰
上

可
被
下
儀
、
偏
ニ
奉
願
候
、
以
上

　
　
　

卯
十
二
月
十
九
日　
　
　
　

釜
焼
庄
屋　
　

釜
焼
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
右
衛
門

　
　
　
　

　
　
　
　
　

山
留

　
　
　
　
　
　
　

三
右
衛
門
殿

　
　
　
　
　
　
　

五
郎
右
衛
門
殿

右
之
通
志
田
東
山
釜
焼
中
ゟ
奉
願
候
条
、
御
筋
々
宜

被
仰
達
可
被
下
儀
、
断
本
文
ニ
御
座
候
、
以
上

　
　

卯
十
二
月
十
九
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
郎
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
右
衛
門

　
　

角
太
郎
右
衛
門
殿

右
之
通
志
田
釜
焼
共
ゟ
奉
願
候
条
、
宜
被
仰
上
可
被
下
候

断
本
文
ニ
御
座
候
、
以
上

　

宝
暦
九
年

　
　

卯
十
二
月
十
九
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

角
太
郎
右
衛
門

此
薪
材
ノ
竹

貼

り

紙



― 86 ―（13）

資料紹介　志田東山関係文書　【尾﨑　葉子】　73-97

二一 二〇

右
之
通
リ
蓮
池
聞
番
ゟ
被
申
達
候
条
、
先
以
釜
焼
共

相
対
ニ
取
合
候
様
可
被
相
達
候
、
已
上

　
　
　
　
　

卯
九
月　
　
　

御
小
物
成
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
、十
月
十
八
日
ニ
小
野

（
原
脱
ヵ
）

村
庄
屋
新
兵
衛
、
郷
野
木
村
庄
屋

忠
蔵
、
上
野
村
庄
屋
平
左
衛
門
、
貞
左
衛
門
殿
ゟ
釜
焼
庄
屋

松
右
衛
門
所
江
被
召
呼
、
右
書
付
之
趣
、
弥
存
所（

等
）

無
之

土
無
相
違
差
出
申
候
哉
之
旨
被
相
達
候
得
は
、
何
之

障
も
無
御
座
、
弥
此
向
は
元
々
之
通
リ
土
可
差
出
申
候

条
、
左
様
御
心
得
被
成
候
様
請
合
申
罷
帰
リ
申
候
、
且
又

庄
屋
三
人
共
ニ
別
条
無
之
趣
、
貞
左
衛
門
殿
ゟ
印
形
を
取
置
候
事

　
　
　
　
　
　

卯
十
月
十
八
日

右
之
通
土
茂
無
別
條
候
へ
者
、
薪
及
難
儀
ニ
候
而
不
相
叶
候
条
、

薪
山
願
、
左
之
通
差
出
申
候

　
　
　
　
　

乍
恐
奉
願
候
口
上
覚

志
田
東
山
江
先
年
亀
焼
山
相
建
被
遊
候
節
、
我
々
被
召
出

右
山
ニ
而
亀
焼
渡
世
仕
候
様
被
仰
付
、
御
蔭
を
以
相
続
仕
居

候
、
尤
亀
土
之
儀
者
蓮
池
御
私
領
ゟ
被
仰
出
、
薪
之
儀
は
薪

山
ゟ
悪
木
、
枯
木
ゟ
被
渡
下
、
右
を
以
段
々
渡
世
仕
来
候
、
然
処

近
年
右
御
私
領
ゟ
土
不
続
ニ
相
渡
候
故
、
釜
入
も
前
々
之
通

不
相
叶
通
極
難
之
参
懸
ニ
付
而
、
薪
も
纔
宛
相
整
、
当

用
相
弁
候
得
共
、
当
春
以
来
殊
之
外
薪
高
直
ニ
相
成
、
時
々
相
整
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十九 十八

申
達
候
様
申
聞
、
何
分
ニ
も
口
論（

等
）

不
仕
土
堀
取
可
申
候
、
此
段
相

達
候
趣
写
差
出
候
、
以
上

　

閏
七
月
廿
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秀
嶋
貞
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

釜
焼
中

一
、九
月
廿
日
宿
次
を
以
我
々
佐
嘉
罷
越
候
様
申
来
候
付
而

廿
一
日
佐
嘉
罷
越
候
へ
者
、
高
木
与
惣
兵
衛
殿
宅
江
久
五
郎
、
松
右
衛
門

被
召
連
候
而
被
相
達
候
者
、
別
紙
之
通
持
帰
、
三
ケ
村
庄
屋
江
申
談

土
堀
取
候
様
被
相
達
候
、
相
渡
居
候
書
附
左
ニ
写
置

　
　
　

卯
九
月
廿
二
日

　
　
　
　
　
　
　

覚

一
、
志
田
東
山
亀
焼
土
義
、
跡
方
之
通
差
出
候
様
申
付
べ
く
旨

被
仰
聞
候
得
共
、
先
年
ゟ
法
度
為
被
申
付
置
儀
ニ
候
得
は
、
役
々

自
分
ニ
難
申
付
、
主
税
殿
江
も
尋
越
候
半
而
不
相
叶
候

然
時
者
何
之
通
リ
ニ
相
成
べ
く
か
と
難
計
、
気
之
毒
ニ
御
座

候
間
、
東
山
亀
焼
共
ゟ
上
野
村
、
小
野
原
村
庄
屋
共
へ
只
今
迄

之
通
リ
土
差
出
べ
く
旨
相
談
有
之
度
候
如
何
様
無
異
義

可
差
出
と
存
候
、
若
其
通
リ
ニ
而
も
何
歟
と
申
儀
も
候
半
ハ

猶
又
被
仰
達
べ
く
候
、
已
上

　
　
　
　
　

卯
八
月　
　
　
　
　
　

蓮
池

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

聞
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
塚
孫
次
郎
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十七 十六

御
蔵
入
百
姓
源
蔵
と
申
者
作
リ
懸
リ
畠
地
、
同
所
久
右
衛
門
と
申
者

を
以
土
堀
取
度
相
談
仕
候
得
は
、
何
様
土
差
出
可
申
候
、
早
速
堀
懸

候
様
申
候
故
、
去
ル
十
三
日
ゟ
土
を
堀
懸
申
候
処
、
上
野
村
百
姓
二
右
衛
門
と

申
者
右
之
場
所
江
罷
出
、
畠
地
を
右
之
通
堀
く
ほ
め
申
候
而
は
、
我
々

田
作
向
々
差
支
申
候
条
、
ほ
ら
せ
申
義
不
相
叶
由
申
候
故
、
釜
焼
共
ゟ

茂
萬
一
田
抔
ニ
少
も
損
所（

等
）

有
之
候
ハ
ゝ
、
何
之
通
リ
ニ
も
宜
様
相
談

ハ
可
致
候
、
先
以
堀
懸
リ
申
候
処
は
、
纔
之
義
ニ
候
条
ほ
ら
セ
申
候
様

其
節
茂
申
談
候
得
共
不
相
叶
旨
申
候
、
夫
故
先
以
引
取
其
末
、
又
々

久
右
衛
門
罷
出
、
段
々
之
訳
申
談
、
此
節
ハ
東
山
茂
別
而
土
難
義

仕
居
申
候
条
、
右
之
通
リ
堀
懸
召
置
候
而
は
何
レ
共
気
之
毒
ニ

存
候
、
何
卒
土
堀
取
候
様
仕
呉
申
度
相
断
申
候
得
共
、
決
而

不
相
叶
由
申
候
、
右
は
何
之
通
リ
ニ
可
仕
哉
と
釜
焼
共
ゟ
私
迄

　
申
達
候
、
日
用
も
暮
兼
候
為
躰
ニ
候
へ
は
、
何
之
通
ニ
も
申
談
小
亀
成
共
焼
立

日
用
之
相
弁
飢
を
凌
候
様
申
達
置
候
、
然
処
前
断
之
通
御
蔵
入
ゟ

土
堀
取
候
を
私
領
之
百
姓
ゟ
差
留
メ
申
訳
有
之
間
敷
候
、
右
之
通
リ

不
届
合
申
形
メ
其
分
ニ
而
ハ
差
置
候
儀
、
何
レ
共
気
之
毒
奉
存
候
、
素
り
釜
焼
共

内
證
ニ
而
仕
た
る
儀
候
而
も
金
無
之
、
御
尋
仕
候
上
ニ
而
前
文
之
通
申
付
置

候
へ
者
何
分
仕
候
而
可
然
哉
、
御
伺
仕
候
、
已
上

　
　
　
　
　

卯
閏
七
月
十
八
日　
　
　
　
　
　
　

秀
嶋
貞
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
之
通
口
達
書
差
出
候
ニ
付
而
、
御
吟
味
ニ
相
成
御
蔵
入
畠
地
ニ
候
へ
者

右
之
者
共
ゟ
相
構
申
訳
無
之
、
早
速
元
之
畠
地
土
堀
取
候
様

御
小
物
成
所
与
惣
兵
衛
殿
、
貞
左
衛
門
殿
迄
相
達
有
之
候
、
尤
私
領
百

姓
ゟ
何
角
申
候
ハ
ゝ
、
其
趣
者
私
領
之
役
々
ゟ
御
小
物
成
所
被
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十五 十四

一
、
秀
嶋
貞
左
衛
門
殿
ゟ
被
相
達
ハ
、
其
方
抔
願
之
趣
筋
々
申
達
置
候

蓮
池
へ
も
御
小
物
成
所
ゟ
御
懸
合
ニ
相
成
候
得
は
、
近
々
可
相
済
候

得
共
、
時
節
柄
一
日
ニ
而
も
只
罷
在
候
而
は
数
百
人
之
者
、
弥
増
可
及

難
義
候
、
少
シ
成
共
渡
世
ニ
相
成
義
有
之
候
半
ハ
、
一
時
茂
見
立

申
候
様
被
相
達
候
故
、
御
蔵
入
百
姓
楢
崎
村
之
内
ニ
罷
在
候
久
右
衛
門

持
懸
リ
畠
地
、
小
野
原
村
、
上
野
村
、
郷
野
木
村
之
内
少
々
ツ
ゝ
御
座
候

右
畠
下
を
堀
リ
小
亀
成
共
焼
立
見
申
度
段
、
申
達
候
得
者

幸
之
義
ニ
候
条
、
一
刻
も
申
談
取
懸
リ
候
様
被
相
達
候
故
、
相
談

相

〆
（
し
め
）

堀
懸
リ
候
得
は
、
上
野
村
二
右
衛
門
、
右
之
場
所
江
罷
出
、
田
地
脇
を

堀
セ
申
義
不
相
叶
由
申
義
ニ
付
、
早
速
其
段
佐
嘉
ヘ
致
注
進
候
処
、
貞
左
衛
門

殿
ゟ
我
々
被
召
呼
、
右
ハ
拙
者
自
分
ニ
申
付
た
る
儀
ニ
而
も
無
之
、
御
小
物
成

所
へ
茂
申
達
候
上
ニ
而
申
付
た
る
義
ニ
候
得
は
、
其
儘
ニ
而
召
置
候
義
不

相
叶
候
、
堀
懸
候
所
早
速
罷
帰
堀
取
候
様
被
相
達
候
、
其
節
茂

与
惣
兵
衛
様
御
小
物
成
所
へ
も
又
々
御
懸
合
有
之
、
又
茂
何

角
申
候
ハ
ゝ
、
筋
々
ゟ
之
仰
付
ニ
而
堀
取
義
ニ
候
申
分（

等
）

有
之
候
ハ
ゝ

其
方
抔
ゟ
相
願
被
申
候
様
致
返
答
、
口
論
な
と
不
仕
土
計
堀

取
申
候
様
被
相
達
候
故
、
堀
懸
之
場
所
江
罷
出
土
堀
取
候
得
共
、
其
後

何
之
事
茂
不
申
候
、
扨
又
貞
左
衛
門
殿
ゟ
御
小
物
成
所
へ
右
ニ
付
而

被
差
出
口
達
書
控
被
相
渡
候
故
、
左
ニ
写
置
候
事

　
　
　
　
　
　

口
達
覚

志
田
山
瓶
焼
共
、
蓮
池
私
領
ゟ
甕
土
取
来
候
処
、
右
私
領
ゟ

土
不
被
差
出
候
故
、
小
野
原
村
之
内
ニ
御
蔵
入
畠
地
纔
計
ツ
ゝ
御
座
候
を
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十三 十二

右
之
通
奉
願
候
ニ
付
而
、
則
日
ゟ
貞
左
衛
門
殿
宅
迄
庄
屋

松
右
衛
門
、
龍
左
衛
門
罷
越
、
五
日
滞
留
仕
罷
在
候
処
、
有
田
御
代
官
高
木

与
惣
兵
衛
殿
ゟ
貞
左
衛
門
殿
迄
被
相
達
候
ハ
、
右
之
分
ニ
而
願
書
差
出

候
而
ハ
不
調
候
様
ニ
茂
有
之
候
、
今
一
徃
被
相
越
、
右
私
領
懸
リ
役
中
へ
も

内
々
ニ
而
御
懸
合
有
之
度
旨
被
相
達
候
由
ニ
而
、
七
月
廿
二
日
よ
り

被
罷
越
候
而
、
三
法
潟
懸
リ
目
付
大
田
嘉
太
夫
方
扨
又
小
野
原

庄
屋
新
兵
衛
、
上
野
村
庄
屋
平
左
衛
門
共
被
召
呼
、
段
々
土
差
留
メ

候
分
ケ
ニ
付
而
は
、
山
中
釜
焼
及
難
義
候
故
、
元
々
之
通
差
出

候
儀
不
相
叶
候
哉
、
其
後
決
而
於
不
相
叶
ハ
釜
焼
中
ゟ
差
出

候
訴
訟
取
次
ゟ
外
無
之
段
被
相
達
候
得
は
、
被
仰
聞
候
趣
御
尤
ニ
は

御
座
候
得
共
、
蓮
池
ゟ
と
な
た
も
不
差
出
候
様
ニ
と
有
之
候
得
は
、
内
々
ニ
而
相

渡
候
義
気
之
毒
ニ
奉
存
候
条
、
右
嘉
太
夫
へ
も
申
談
御
答
可
申
上
段

致
返
答
翌
日
罷
成
、
嘉
太
夫
ニ
も
承
合
候
処
、
何
分
ニ
も
一
存
ニ
而

差
図
難
仕
趣
ニ
候
得
は
、
其
趣
返
答
仕
候
様
被
申
候
由
相
達
候
故

又
々
嘉
太
夫
へ
も
貞
左
衛
門
殿
ゟ
御
懸
合
有
之
段
々
之
趣
御
内
談

有
之
候
得
共
、
埒
明
不
申
候
故
、
我
々
願
書
貞
左
衛
門
殿
ゟ
御
点
合
有
之

与
惣
兵
衛
殿
迄
被
相
渡
、
与
惣
兵
衛
殿
御
点
合
之
上
、
御
小
物
成
所

御
持
出
被
遊
候
由
、
其
後
又
々
御
小
物
成
所
御
頭
人
執
行
七
左
衛
門
様

山
田
又
兵
衛
殿
、
牟
田
藤
右
衛
門
殿
、
冨
石
清
兵
衛
殿
ゟ
貞
左
衛
門
殿

被
相
達
候
由
、
志
田
東
山
釜
之
図
、
蓮
池
私
領
境
白
石
西
平
辺

近
山
之
分
図
を
仕
立
被
差
出
候
様
ニ
と
有
之
た
る
由
ニ
而
両
様
共
仕
立

差
出
、
尤
釜
図
は
先
年
御
上
覧
ニ
相
成
候
ニ
と
龍
左
衛
門
所
持
仕
候
故
、
其
儘
ニ
而

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

差
上
申
候
事
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十一 十

北
（
小
）

野
原
村
、
郷
野
木
村
ゟ
土
差
出
候
様
、
被　

仰
付
度
申
上
候
得
者

其
節
御
狩
方
御
頭
人
高
木
勘
兵
衛
様
、
藤
崎
安
兵
衛
様
ゟ

右
三
ケ
村
庄
屋
六
右
衛
門
、
甚
左
衛
門
、
孫
右
衛
門
を
志
田
村
権
七
所
ニ
被

召
呼
被
仰
達
候
得
者
、
御
狩
山
ニ
付
当
山
ニ
今
度
亀
焼
被
相
立

候
付
、
其
方
共
懸
リ
村
々
ゟ
、
上
野
山
、
志
田
西
山
格
ニ
亀
土
差
出

候
様
被
仰
達
候
ニ
付
、
蓮
池
私
領
懸
役
々
ゟ
釣
合
返
答
可
仕
段

申
上
候
而
、
後
日
罷
出
懸
リ
役
松
岡
傳
兵
衛
其
外
江
仰
付
之
趣
申

達
候
得
者
、
御
上
御
用
筋
之
儀
ニ
候
条
、
田
畠
之
底
土
を
堀
差
出

申
候
様
被
申
、
何
之
障
も
無
御
座
段
、
庄
屋
共
ゟ
申
上
候
故
、
其
後
百

姓
中
江
申
談
、
土
を
取
亀
焼
渡
世
仕
来
、
御
蔭
を
以
相
続
仕
罷
在
候
、
然
処

此
七
、
八
ケ
年
ハ
上
野
村
釜
焼
杢
之
允
ゟ
申
候
者
、
蓮
池
領
よ
り

土
不
差
出
候
様
被
仰
付
候
故
、
東
山
へ
も
土
差
出
候
義
不
相
叶
由

申
候
、
乍
然
其
通
リ
ニ
而
ハ
渡
世
方
反
的
差
支
申
候
故
、
色
々
杢
之
允
へ

相
談
仕
、
少
々
ツ
ゝ
土
を
取
、
年
々
纔
宛
釜
を
焼
罷
在
候
、
夫
故

釜
焼
中
茂
殊
之
外
差
支
難
義
仕
居
候
、
其
上
先
月
中
頃
ゟ

一
口
ニ
土
差
出
候
義
不
相
叶
由
申
候
得
者
、
細
工（

等
）

も
相
止
メ
罷
在
候

ニ
付
、
反
的
相
続
不
相
叶
数
百
人
ノ
者
及
飢
ゟ
外
無
御
座
候
条

何
之
通
ニ
右
私
領
ゟ
土
被
差
出
被
下
候
様
奉
願
候
、
此
段

御
筋
々
宜
被
仰
上
可
被
下
儀
、
幾
重
ニ
も
奉
願
候
、
已
上

　
　
　
　

卯
七
月
二
日　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

志
田
東
山　

釜
焼
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

庄
屋　

松
右
衛
門

　
　
　
　

秀
嶋
貞
左
衛
門
殿
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九 八

郷
野
木
村
ニ
御
座
候
、
上
野
山
志
田
西
山
格
ニ
右
三
ケ
村
ゟ
亀
土

差
出
被
下
候
様
申
上
候
処
、
高
木
勘
兵
衛
様
、
藤
崎
安
兵
衛
様

ゟ
右
三
ケ
村
庄
屋
六
右
衛
門
、
甚
左
衛
門
、
孫
右
衛
門
を
志
田
村
権
七

所
ニ
被
召
呼
被
仰
達
候
者
、
御
狩
山
ニ
付
今
度
当
山
ニ
亀
焼

被
相
立
候
ニ
付
、
其
方
共
懸
リ
村
々
ゟ
上
野
山
志
田
山
格
ニ
亀
土

差
出
候
様
被
仰
達
候
得
は
、
蓮
池
私
領
懸
リ
役
々
江
釣
合
候
而

ゟ　

御
返
答
可
仕
段
申
上
候
而
、
後
日
罷
出
懸
役
松
岡
傳
兵
衛

其
外
江
仰
付
候
趣
申
聞
候
得
共
、
御
上
御
用
筋
之
義
ニ
候
得
は

田
畠
之
底
土
を
堀
差
出
候
様
ニ
申
、
何
之
障
も
無
之
段
、
庄
屋

共
ゟ
申
上
候
故
百
姓
中
江
申
談
、
土
取
来
申
候
事

右
之
条
懸
役
秀
嶋
貞
左
衛
門
様
迄
申
達
、
早
速
書
付
差
出
候

様
被
相
達
候
故
、
則
日
願
書
差
出
候
、
願
之
趣
左
ニ

　
　
　
　
　

乍
恐
奉
願
口
上
覚

当
山
之
儀
、
先
年
白
石
西
平
御
狩
山
候
付
而
、
当
山
之
内
ゟ
猪

鹿
大
分
追
落
候
間
、
志
田
山
ニ
人
家
を
可
相
立
旨
被
仰

出
、
何
事
成
共
見
立
次
第
渡
世
仕
候
様
志
田
村
百
姓
之
内

拾
五
人
被
召
出
被　

仰
付
候
へ
は
、
山
中
之
儀
ニ
而
別
渡
世
方
迚
も

存
付
無
御
座
、
亀
抔
を
焼
相
続
仕
ゟ
外
無
之
、
乍
然
亀
土

居
村
ニ
は
無
御
座
候
得
共
、
上
野
村
、
志
田
西
山
亀
焼
之
通
上
野
村
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七 六

向
午
ノ
年
ゟ
御
定
之
成
目
相
納
候
様
被
仰
付
渡
候

一
、
御
用
ニ
付
而
被
差
免
候
釜
人
家
ニ
候
条
、
釜
塗
立
用

こ
も
と
小
屋
懸
ケ
用
竹
木
、
銀
懸
無
之
被
仰
付
候
条
、

銘
々
ゟ
伐
取
急
成
義
ニ
候
得
者
、
下
シ（

等
）

障
取
候
而
は
不
相
叶

ニ
付
而
、
夫
丸
も
被
差
出
候
義
ニ
候
条
、
急
度
取
懸
無
延
引

引
移
候
様
被
仰
付
候
義
、
何
角
取
捨
銘
々
江
被
仰
付
候
釜

床
、
偖
又
屋
敷
も
開
明
、
小
屋
懸
仕
与
仕
候
事

　
　
　
　
　

享
保
七
年

　
　
　
　
　
　

寅
十
一
月

一
、
皿
山
役
者
大
塚
覚
右
衛
門
殿
、
野
中
善
兵
衛
殿
、
御
小
物
成

御
役
者
東
喜
右
衛
門
様
、
大
庄
屋
藤
山
利
兵
衛
同
道
ニ
而
被

相
越
、
釜
御
運
上
銀
百
六
拾
匁
を
正
月
、
五
月
、
九
月
三
度
ニ

相
納
候
様
被
仰
付
候
事

　
　

右
之
通
リ
、
末
々
釜
焼
中
申
談
御
法
度（

等
）

不
相
背
様

　
　

被
仰
達
候
也

　
　
　
　

享
保
七
年
寅
十
一
月

　
一
、
御
狩
之
時
分
、
御
鹿
倉
御
拵
ニ
付
而
、
見
立
次
第
ニ
渡
世
仕
候

様
被
仰
付
候
へ
共
、
亀
土
之
義
は
蓮
池
領
分
上
野
村
幷
小
野
原
村
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様
被
仰
付
候
役
、
村
中
吟
味
仕
焼
物
山
被
相
立
被
下
候
ハ
ゝ

渡
世
ニ
取
付
申
度
由
奉
願
候

一
、
右
之
願
之
通
リ
於
被
差
免
ハ
、
釜
塗
立
候
こ
も
と
材
木
幷

小
屋
懸
ケ
用
竹
木
被
渡
下
候
様
、
且
又
釜
焼
続
候
ハ
ゝ
、
末
々
薪

之
義
者
悪
木
、
枯
木（

等
）

被
差
出
被
下
候
様
奉
願
候
事

一
、
拾
五
ケ
所
之
屋
敷
畠
御
成
目
銀
拾
ケ
年
無
米
被
仰
付
候
様

奉
願
候
、
尤
釜
地
床
者
永
代
御
免
地
ニ
被
仰
付
度
奉
願
候

地
床
左
之
通
リ
、
横
拾
間
、
長
三
拾
八
間
ニ
奉
願
候
也

一
、
右
願
主
源
右
衛
門
、
善
兵
衛
、
休
左
衛
門
、
清
左
衛
門
、
甚
左
衛
門
、
徳
左
衛
門

弥
五
右
衛
門
、
徳
右
衛
門
、
孫
七
、
茂
左
衛
門
、
源
之
充
、
源
内
、
作
左
衛
門
、
嘉
兵
次

清
左
衛
門
、
右
人
数
ニ
而
願
書
差
出
申
候
事

一
、
右
之
願
之
筋
、
早
速
御
吟
味
ニ
相
成
候
由
ニ
而
、
地
床
御
見
分

　
　

安
住
武
左
衛
門
殿
御
越
被
成
候
事

一
、
其
後
、
吉
村
又
七
様
、
柿
元
利
右
衛
門
殿
、
岩
瀬
与
兵
衛
殿

　
　

副
嶋
弥
五
右
衛
門
殿
、
田
中
六
之
充
様
御
越
被
成
、
拾
五
人
之
者
ゟ

　
　

相
願
候
趣
、
願
之
通
リ
被
仰
付
儀
ニ
候
、
尤
右
之
内
畠
屋
敷

　
　

拾
年
無
米
を
相
願
候
得
共
、
七
ケ
年
之
間
無
米
ニ
被
仰
付
候

四五
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今
度
当
山
亀
土
難
儀
仕
候
ニ
付
、
以
前
亀
焼
被
相
立

 
 
 
 

候
節
之
控
差
出
候
写
左
ニ

　
　
　
　

享
保
七
年
寅
春

一
、
藤
崎
安
兵
衛
様
、
吉
村
又
七
様
、
梅
野
弥
右
衛
門
殿
御
越
ニ
而

志
田
村
中
之
者
被
召
寄
被
仰
付
候
者
、
平
ケ
倉
山
御
狩
被
遊

候
節
、
蓮
池
御
領
分
之
山
続
間
懸
リ
猪
鹿
迦
候
場
所
ニ
付
而

人
家
拾
五
間
程
建
、
引
移
候
様
ニ
と
被
仰
付
候
、
併
右
之
所
茅

小
柴
計
ニ
而
田
畠
作
仕
義
も
不
相
叶
、
御
請
合
申
上
候
儀
難
相
叶

申
上
候
処
、
不
依
何
事
渡
世
ニ
相
成
候
儀
見
立
急
度
相
願
候

二三
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宝
暦
九
歳
卯
九
月
廿
三
日

志
田
東
山
ゟ
焼
物
方
ニ
付
而
筋
々
差
出
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

諸
控

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

釜
焼
庄
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
右
衛
門
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�

凡
例

一
、�

本
稿
は
、
佐
賀
県
立
九
州
陶
磁
文
化
館
所
蔵
の
江
戸
時
代
、
佐
賀
本
藩
領
大
外
山
の
窯
場
で
現
在
の
佐
賀
県
嬉
野
市
塩
田
町
大
字
久
間
に
所
在
し
た
志
田
東
山
に
関
す
る
江
戸
時
代
中
期
か

ら
幕
末
に
属
す
る
三
件
の
文
書
資
料
で
あ
る
、
「
宝
暦
九
歳
卯
九
月
廿
三
日　

志
田
東
山
ゟ
焼
物
方
ニ
付
而
筋
々
差
出
候
諸
控　

釜
焼
庄
屋　

松
右
衛
門
」
、
「
乍
恐
奉
願
上
口
上
覚
」
、
「
乍

恐
奉
願
口
上
覚
」
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
、
各
資
料
の
規
格
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

⑴�

「
宝
暦
九
歳
卯
九
月
廿
三
日　

志
田
東
山
ゟ
焼
物
方
ニ
付
而
筋
々
差
出
候
諸
控　

釜
焼
庄
屋　

松
右
衛
門
」

　

［
形
態
］
縦
帳
［
法
量
］
二
十
六
・
八
㎝
×
十
八
・
二
㎝　

［
年
代
］
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
、
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
写
。
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
等
の
内
容
も
記
載
。

⑵
「
乍
恐
奉
願
上
口
上
覚
」

　

［
形
態
］
継
紙　

［
法
量
］
二
五
〇
㎝
×
二
五
㎝　

［
年
代
］
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
と
推
定
。

⑶
「
乍
恐
奉
願
口
上
覚
」

　

［
形
態
］
継
紙　

［
法
量
］
八
六
㎝
×
三
一
㎝　

［
年
代
］
慶
應
二
年
（
一
八
六
六
）
。

三
、
翻
刻
作
業
は
、
嬉
野
市
史
編
纂
室
が
撮
影
し
た
写
真
デ
ー
タ
を
も
と
に
行
い
、
最
後
に
原
資
料
に
よ
る
確
認
を
行
っ
た
。

四
、���

翻
刻
文
に
は
文
脈
に
合
わ
せ
適
宜
、
読
点
「
、
」
を
入
れ
た
。
（
27
）
頁
か
ら
（
47
）
頁
（
右
か
ら
左
へ
送
る
縦
書
き
目
次
、
以
下
家
田
論
考
も
同
じ
）
の
解
説
論
考
と
の
照
合
の
た
め
に
便
宜
上
、

「
宝
暦
九
歳
卯
九
月
廿
三
日　

志
田
東
山
ゟ
焼
物
方
ニ
付
而
筋
々
差
出
候
諸
控
」
に
は
頁
番
号
一
～
二
六
、
「
乍
恐
奉
願
上
口
上
覚
」
、
「
乍
恐
奉
願
口
上
覚
」
の
二
件
に
は
①
、
②
～
の
行
番

号
を
付
け
た
。
ま
た
、
⒆
頁
の
㉙
、
㉚
と
㉜
、
㉞
行
目
の
二
ヶ
所
の
挿
入
文
に
つ
い
て
は
、
文
字
サ
イ
ズ
を
落
と
し
て
文
意
が
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
本
文
中
に
入
れ
た
が
、
原
文
書
の
行

番
号
は
文
章
の
冒
頭
傍
に
残
し
た
。

六
、
字
画
の
不
明
瞭
な
も
の
は
■
で
あ
ら
わ
し
た
。

七
、
抹
消
し
た
文
字
は
左
傍
に
〻
を
付
け
た
。

八
、
傍
注
は
次
の
よ
う
に
挿
入
し
た
。

（　
　
　

）
誤
字
の
場
合
。

（　
　

ヵ
）
読
み
に
疑
い
が
あ
る
場
合
。

（　

脱
ヵ
）
括
弧
内
の
文
字
の
脱
落
と
思
わ
れ
る
と
き
。

九
、�

等
（
な
ど
、
と
う
）
の
崩
し
字

、
平
仮
名
の
合
字
ゟ
（
よ
り
）
、
〆
（
し
め
）
、　

（
し
て
）
は
、
そ
の
ま
ま
残
し
た
が
、
必
要
に
応
じ
、

（
等
）

、
〆

（
し
め
）、 

乄
（
し
て
）の

よ
う
に
読
み
を
付
し
た
。

十
、
貼
り
紙
の
文
字
は
四
角
で
囲
み
、
（
貼
り
紙
）
と
付
し
た
。

資
料
紹
介　

志
田
東
山
関
係
文
書�

翻
刻　

尾
﨑　

葉
子
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